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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にビーズログ文庫『魔法学者はひきこもり！　完璧王子が私の追っかけでした』（著：紅城　蒼）お試し版が収録されています。
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　髪かみの色、不明。瞳ひとみの色、不明。容姿、不明。

　──寝しん台だいから出ることもままならない類たぐい稀まれな虚きよ弱じやく体質。




　それが世間の知る、秘密の姫君わたしのすべて。




「オフィーリア姫ひめ様さま、女王陛へい下かと姉君が入団をご承しよう諾だくくださいましたぞ」

　離り宮きゆうの庭園で行われていた稽けい古この真っ最中。

　それも剣けんと剣が結び合った鍔つば迫ぜり合あい状態のときに、今自分にとって何よりも気にかかる最重要案件を持ち出されたものだから、オフィーリアの手からわずかに力が抜ぬける。

（しまった……！）

　と思ったときにはもう手て遅おくれ。師は寄る年波を置き去りにした力強い剣さばきで、オフィの剣を弾はじく。

「っ、ずるいわよオースティン！」

「勝利の極ごく意いは主導権の奪だつ取しゆと維い持じ。自みずからの行動に相手を反応させることが肝かん要ようですぞ」

「あーはいはい、隙すきを生んだわたしが悪うございましたっ！　──で、さっきの話、頼たのんだわたしが言うのもアレだけど、よくお母様とお姉様を論ろん破ぱできたわね」

「儂わしは姫様が《聖なる黄金の十字架セント・クロワ》への入団を望まれていると申し上げただけですじゃ」

　鞘さやに剣を収めながらのオースティンの言葉にオフィは数回目を転てん瞬しゆんさせ、「えっ？」と首を捻ひねる。

「それですんなり首を縦に振ふったの？」

「『反対しても無む駄だでしょうね』と、お二人とも口を揃そろえておっしゃっていましたな」

　一度言い出すと聞きやしない、オフィの頑がん固こな性格を嫌いやというほど知っている二人だ。説得するだけ時間の無駄、と早々に結論づけたのだろう。

「あと、『顔に傷の一つでも負わせた相手は即そく座ざに斬ざん首しゆ』とも」

　……怪け我がをしないようにしよう、相手のために。オフィは肝きもに銘めいじた。

「じゃあ《セント・クロワ》入団にあたっての直接の交こう渉しよう相手は、あなたってことでいいのよね？」

　石いし畳だたみに転がっていた剣を拾い上げたオフィは、オースティンの顔を挑いどむように見み据すえる。

　オースティンは苦く笑しようし、困ったように肩かたを竦すくめてみせた。

「このヨボヨボジジイめに大層な役目を一任されるとは。陛下と姉君も人が悪い」

「ヨボヨボの意味を調べ直すことをすすめるわ」

　首の後ろで一つに結ゆわえた髪と、蓄たくわえられた顎あご鬚ひげはほぼ灰色。歳としだけならば老ろう齢れいど真ん中のオースティン・ウィクリフだが、その肩かた書がきは国王直属騎き士し団だん、《セント・クロワ》一番隊隊長兼けん総隊長──精せい鋭えい部隊のトップだ。白い制服、それから総隊長を示す金十字入りの白マントを纏まとう身体からだに贅ぜい肉にくは一いつ切さいない。

　現げん役えきどころか、王国最強の座に君くん臨りんし続けている化け物である。

「団を預かる身からすれば姫様の入団は歓かん迎げいですじゃ。しかしながら祖父代わりとしてはみすみす危険な職種に就つかせたくはなく。まったくジジイ心は複雑ですのう」

「気持ちは嬉うれしいけど、ぶっちゃけ女手足りてないんでしょ」

　戦争狂きようだったという先王が、「戦力になるなら猫ねこの手でもなんでも使え」という持論の持ち主だったために、女子も騎士に従事できるようになった。

　とはいえ、女子の希望者は圧あつ倒とう的てきに少ないのが実状だ。

「ごもっとも。総隊長としての立場とジジイとしての立場の狭はざ間まで揺ゆれる中、入団に条件を定めることで心の葛かつ藤とうに折り合いをつけた次し第だいです」

「入団できるなら無理難題どんと来いよ。で、その条件って？」

「まず御おん身みの身分は儂の他には秘ひ匿とくしていただきます」

　オフィーリア・リズ・レーヌグラン。肩書きはレーヌグラン王国第二王女である。

　わけあって、虚弱を建たて前まえに公おおやけから一切秘されてきたために、付いた二つ名は『秘密の姫君』。

　──騎士になるために鍛たん錬れんを始めてから体質は改善。おかげで健康に憂うれいは何一つなくなったが、幼い頃ころに流る布ふされた虚弱の噂うわさを撤てつ回かいしないまま現在に至る。

　生まれてこのかた王女として国民の前に立ったことがないためだろう。巷ちまたでは実はすでに死亡しているだの、人前に出られないほど不器量だのと好き勝手な噂が飛とび交かっているとか。

「知られた際には即そく退団、よろしいですな？」

「ええ、わかったわ」

　幼少期は女王である母によって秘され、騎士になると決めてからは、自らの意思で身分を隠かくしている。一いつ般ぱん人じんを装よそおってしょっちゅう城下に繰くり出だしているオフィにとって、そう難しい条件ではない。

「それから姫様は、隊長付きになっていただきましょう」

「異論はないけど、学院を出ていない人間がいきなり隊長付きって不自然じゃない？」

　騎士志願者は、まず学まなび舎やである四年制の王立騎士学院を卒業して内部入団する。

　入団後は従騎士として自団の先せん輩ぱい騎士に付き、二年の下積み期間を経て正騎士に叙じよ任にんされるのが通例。例外として学院に通わず、副隊長格以上の階級者による推すい薦せん入団もあるが稀だ。

　入団はまだしもぽっとでの新人が、若手や中ちゆう堅けんをすっ飛ばして隊長付きに、とはなかなか異例である。

「さすがにただの従騎士として放り込めませぬ。ゆえに姫様は儂の遠とお縁えんの貴族令れい嬢じようとして入団してもらいますぞ」

「うわーコネ臭しゆうしかしない。でもしょうがないわね。エリート軍団《セント・クロワ》はただでさえ狭せまき門だもの」

　王立騎士団の方がまだ女子に門戸を開くことについて寛かん容ようだ。事実、女子隊員が少ないながらも複数在ざい籍せきしている。

　だがしかし、オフィが入りたいのは《セント・クロワ》の一いつ択たく。

《セント・クロワ》でなければ、意味がないのだ。

「儂が最も危き惧ぐしておりますのは、姫様のお美しさですじゃ」

　オフィは花の十六歳さい。腰こしまである赤みがかった金髪ストロベリーブロンドに、けぶるような睫まつ毛げに縁ふちどられた大きなエメラルドの瞳。肌はだは鍛錬に明け暮れているとは想像がつかないほどキメの細かい雪せつ白ぱくだ。外見は文句なしの麗うるわしき乙おと女めである。

「王女という肩書きで牽けん制せいできない姫様に、狼おおかみどもが群がるのは火を見るより明らかですからのう」

「総隊長の威い光こうは何にも勝まさる抑よく止し力りよくになる、か」

「本来なら儂の隊にてお預かりしたいところですが無理ですゆえ」

「総隊長率いる一番隊は叙任五年以上の経験者しか所属できない規定だもの、仕方ないわ」

「ですから唯ゆい一いつ、姫様を守ることのできる存在に任せますじゃ」

　わたしを唯一守れる存在？

　ぱっと思い浮かんだのは三番隊。あそこの隊長は《セント・クロワ》の紅こう一いつ点てんだ。

「女だてらに屈くつ強きような騎士を従えているだなんて素す敵てきよね。憧あこがれちゃうわ」

「姫様の配属先は三番隊ではありませんぞ」

　てっきりそうだと思い込んでいたオフィは目をぱちぱちと瞬まばたかせる。

「違ちがうの？　でも三番隊しか女隊長が率いる部隊なんてないわよね？」

「あそこは副隊長にちと問題が……。姫様の配属先の隊長は優ゆう秀しゆうかつ実力的にも申し分ないのでご安心を。三番隊とは別の意味で少し、いや、かなり厄やつ介かいやもしれませぬが……」

　奥おく歯ばに物が挟まったような物言いが、らしくない。

　何か言いづらい事情があるようだが、オフィの決意はとっくの昔に決まっている。

「……覚えてる？　『我ら騎士の大義名分には、時として無む慈じ悲ひに人の生を奪うばうことも含ふくまれております』」

　騎士を志すと決めたときに、オースティンから投げかけられた言葉。

　十年経たった今でも、オフィは一言一句違わず思い出せる。

「『斬きり捨すてた者、その死を嘆なげく者、救えなかった者の数だけ業ごうを背負う。姫様にはその覚かく悟ごがおありですかな』──答えは〝イエス〟」

　何度訊きかれても、オフィは同じ答えを出す。

「王女の身空で騎士になるってんだから業も苦難も上等よ。全部まとめて背負ってやるわ」

　瞠どう目もくしたオースティンは、そのあとすぐ満足気な笑えみを浮かべて言った。

「ならば我わが弟で子しの活かつ躍やくに期待しましょうぞ」
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　密約を交わしてから、およそ一カ月後。

「よし、出来上がり」

《セント・クロワ》の白を基調とした制服に身を包んだオフィは、姿見の前でくるりと回る。高い位置で一つに結ゆってある髪と、女子隊員用のスカートが軽かろやかに揺れた。

　西風と共に春の訪おとずれを告げる水すい仙せんが咲さき始めた今日は、待ちに待った入団式。

　式典が終わればオフィは《セント・クロワ》の従騎士となる。厳密に言えばふた月は仮入団だ。仮入団期間を終えて記き章しようを与えられれば、晴れて正式な一員となる。

　──鏡に映るのは王女ではない、もう一人の自分。

「アシュレイ男だん爵しやく家け長女フローラ。──それが騎士のわたしの名前」

　魔ま法ほうでもかけるように、オフィは鏡の中の自分に強く言い聞かせた。




　大陸でも古い歴史と高水準の文化・経済を誇ほこる、名実相あい伴ともなう大国レーヌグラン。

　豊かで強い国に軍事力は必要不可欠。当然レーヌグラン王国には、国軍にあたる大規模な王立騎士団が存在する。しかしそれとは別に有名な騎士団がもう一つ。

《聖なる黄金の十字架セント・クロワ》。

　神話の時代、邪じや悪あくな竜りゆうを倒たおしたという伝説の聖なる騎士シギスマンドを象徴シンボルに掲かかげた、国王直属の組織だ。

　一隊は二十名足らずと小規模ながら、隊員は選えり抜ぬきの精せい鋭えい揃ぞろいで、騎士学院卒業者の中でも優秀な者しか入れない。君主の警護及およびその手足となって指令を遂すい行こうすることを目的とするが、有事の際には王立騎士団と同様に実戦もこなす、戦せん闘とうに特化した遊ゆう撃げき部隊である。




　入団式は王立騎士団と《セント・クロワ》、両団合同で挙行されるのが慣例だ。

　会場となる宮きゆう殿でんの広場は、前後左右どこを見ても人、人、人。祝辞や訓示を述べるお偉えら方がたや隊長たちは遙はるか彼方かなたで、姿はほぼ豆まめ粒つぶである。

　進行状況などわかるはずもなく、いつの間にやら式典は粛しゆく々しゆくと終わり、解散が言い渡された。

「その白い制服、《セント・クロワ》でしょ？　君、美人な上に優秀なんだね」

「超ちようびっじーん。名前なんていうの？」

　野太い野や郎ろうの呼びかけには応じず、オフィは宮殿に隣りん接せつされた本部へ向かう。

《セント・クロワ》は一番隊から六番隊まであり、各隊は基本、独立して任務にあたる。

　そのため本部の広大な敷しき地ち内ないには宿舎を備えた詰つめ所しよ──一番隊なら一番館と呼ぶ──が隊ごとに設けられているのだ。ちなみに共同施し設せつとして食堂や大浴場もある。

（へー、こうやって間近で見るとそこそこ大きいのね）

　本部内の詰所や他の建物には、やわらかい暖色の石が使われている。

　初見ではまず軍部と結びつかない、物々しさを徹てつ底てい的てきに排はいした外装の理由は、大陸で指折りの美城として知られる、薔ば薇ら色いろの宮殿の景観を損そこなわないためであるとか。

　オフィは配属先の詰所である、五番館へと足を踏ふみ入れる。

（何はともあれまずは隊長に挨あい拶さつしないとだけど、どこにいるのかしら）

　式典終了後は隊長格、正騎士、新隊員の順に退場した。仮に道草を食ったとしても、すでに帰館しているはずだ。

「隊長はどちらに？」

　てっとり早くその辺にいた騎士に愛あい想そよく訊たずねれば、相手の顔がみるみる茹ゆだる。

「に、二階の執しつ務む室しつに……」

「どうもありがとう」

　ぽーっと見み惚とれる相手を置き去りに、オフィは目的地へと大おお股またでずんずん突き進む。

　廊ろうや階段ですれ違ちがうたびに上から下まで凝ぎよう視しされるが、こちとら舐なめるような視線など覚悟の上。気にも留とめない。

（執務室……あ、みっけ）

　壁かべに装そう飾しよく用ようの長ちよう剣けんや槍やりがかけられた白い廊の最さい奥おうに、目当ての部屋はあった。

　だが隊のトップの部屋の前に見張りはいない。不在かとも思ったが在室は確認済みだ。

（アレクシオ・ローウェル。イリス伯はく爵しやく家けの次男、だったわよね）

　王女の義務として、主だった貴族や重要人物の出身と家族構成くらいは把は握あくしている。

　対象の情報を頭の隅すみに置きつつ、オフィはカラメル色の重じゆう厚こうな扉とびらをノックする。

「入れ」

　返ってきたのは短く低い声。失礼しますと断ってオフィは扉を開く。

　書しよ架かや来客用のテーブルと長なが椅い子すが置かれた、整然とした室内。縦に長く切り取られた窓を背に、白い制服姿の男が黒こく檀たんの執務机の前に座していた。

（この人が、隊長……？）

　隊長の証あかしである白マントを羽織ったその男は、落ち着いた雰ふん囲い気きと威い厳げんはあれど、多く見積もっても二十代半ばくらいの青年だ。

　冴さえ冴ざえとした月を思わせる青みがかった銀ぎん髪ぱつ、吊つり気味の瞳は珍めずらしい青あお紫むらさき色いろをしていた。機き嫌げんが悪そうに眉まゆ根ねを寄せているが、その点を差し引いても整った顔立ちをしている。

　黒い革かわ張ばりの椅子に沈しずめていても明めい瞭りような長身といい、服の上からでもわかる引ひき締しまった体たい軀くといい、女性にモテそうだ。

　──その鋭するどすぎる眼光と、おっかないほどの威い圧あつ感かんを引っ込めさえすればの話だけど。

「……お前、誰だれだ？」

「本日よりこちらでお世話になります、従騎士フローラ・アシュレイと申します」

　敬礼しながら、オフィは何度も口に出して練習した偽ぎ名めいを名乗る。

「詰所違いだ。ここはお前の配属先ではあり得ない」

　オフィからあからさまに視線を逸そらし、青年がそっけなく言い捨てる。

　繊せん細さいでかよわい娘むすめなら、冷たい態度に心が折れて回れ右をするところだ。しかしながら生あい憎にくとオフィは、繊細とは真逆の精神の持ち主である。

　仏ぶつ頂ちよう面づらの青年に、にっこりと可愛かわいらしい余よ裕ゆうの笑え顔がおで言い返す。

「わたしが配属を言い渡されたのは五番隊。隊長殿どのはここが五番館ではないとでも？」

「──まさか、総隊長の遠縁が、お前だと？」

「そのまさかです。以後お見知りおきを」

「────っ」

　青年がものすごい形相で言葉を詰まらせた、まさにそのタイミング。

「たっだいま～。アレク、新人来た～？」

　ノックもなしに執務室の扉が勢いよく開き、底そこ抜ぬけに明るい声が飛んできた。

　振り返った先の戸口に立っていたのは二十歳前後の青年。少し癖くせのある真っ黒な髪と薄うす茶ちや色いろの瞳を持つ美形だが、銀髪の青年とは対照的に親しみやすそうな雰囲気の持ち主だ。

　元気よく乱入してきた黒髪の青年に、銀髪の青年が呆あきれたように声をかける。

「ハル……お前はもっと落ち着いて入ってこられないのか」

「明るく楽しく元気よく、がオレの信条なの。それよかはいこれ、総隊長から預かった」

　目上であるはずの銀髪の青年にくだけた調子で答える黒髪の青年の手には、手紙のようなものが握にぎられている。

　黒髪の青年は銀髪の青年に手紙を放り投げるなり、オフィに近づいてきた。

「ようこそ五番隊へ！　オレはハロルド、ここの副隊長やってま～す」

　なつこい笑顔を浮かべる彼の左ひだり腕うでには黒い腕わん章しよう──副隊長の装備品がついている。

（副隊長のハロルド・クロフォード。この人が、あの叔お父じ様さまの次男か……）

　見えないが、彼は故王弟である王族公こう爵しやくの第二子で、オフィの七つ年上の従兄いとこだ。

　パーティーに参加するのは決まって長男のため、オフィがハロルドを見るのはこれで二度目。最後に見かけたのが彼の父の葬そう儀ぎだったので七年ぶりだ。

「初めまして、フローラ・アシュレイと申します」

　初対面の態ていを取るオフィに、ハロルドはなんら疑念を見せない。

　それもそのはず、類たぐい稀まれな虚弱の姫に面会できるのはごく一部の関係者のみ。つまり従兄といえども、〝第二王女オフィーリア〟の顔を拝んだ試ためしがないのだ。

　おまけにオフィは社交の場に出席するときは、身分設定も姿も毎度変えて紛まぎれ込んでいた。侍じ女じよは優秀で、ちょっとやそっとでバレる中ちゆう途と半はん端ぱな仕事はしない。

「よろしく～。んでそっちにいるのがアレクシオね。ハンパない威圧感のせいで他の騎士からも『恐こわい・強い・やっぱり恐い』ってビビられまくってる、美形なのに残念なうちの隊長。ちなみにオレら同期なんだ」

　乱入者からの散々な紹しよう介かいを、手紙を読んでいて聞いていないのか慣れているのかアレクは口を挟まず、ハロルドは悪びれる様子もなく笑っている。

　その様子から、二人が同期以上の気の置けない友人なのだとすぐにわかった。

「ご紹介ありがとうございます副隊長」

「オレのことはハルでいいって。にしてもフローラ、まじで美人だな～」

「昔からよく言われていました」

「そりゃそんだけの顔ならな。これはアレクにはちとまずい……って!?」

「っ!?」

　会話の途と中ちゆうでハロルドとオフィは言葉に窮きゆうした。というか声が出せなくなった。背後から威圧感どころではない殺気を感じたからだ。

　本能がやばい、と警告する殺気を放出している人物に目をやると。

「……あんのジジバカ殺す」

　呪のろいの言葉を吐はくアレクの目に剣けん吞のんな光が宿っている。あれは本ま気じだ。

「なんて書いてあんのー？」

　アレクの手から抜き取った手紙をハロルドが読み上げる。

「え～となになに。

『今いま頃ごろ、執務室で儂の親しん戚せきと対面しておることじゃろう。

　次代も女王だというのに《セント・クロワ》は慢まん性せい的てきな女子隊員不足。すなわち女性騎士の育成は急務というわけじゃ。ところが困ったことに、フローラは儂のような老人の干ひからびた心に、天が賜たび給たまう恵めぐみの雨のごとき美しい娘でのう。

　腹を空かせた狼どもを遠ざけつつ極ごく上じようの羊を育てられるのは、男としてあるまじき性質を持つお前さんしかおらん。これからは儂の弟子の力を更さらに磨みがいてやってくれ。頼んだぞ。

　～追つい伸しん～直接話すとその場で決けつ闘とうを申し込まれかねん。ゆえに手紙にしたためてみた』

　あっははは、なるほどあのじいさんらし～」

　笑いを隠さないハロルドを睨にらみつけたアレクが、怒いかり爆ばく発はつといった様子で叫さけんだ。

「俺は総隊長に頼まれて親戚とやらの配属は承諾した。したが、そいつが女で、挙句胸むなくそ悪わるくなるほどの美女だなんて聞いていない!!」

（…………はい？）

　美女というのは褒ほめ言葉のはず。にもかかわらず彼の言葉には棘とげしかない。

「アレクよく見てみ。フローラはたしかに別べつ嬪ぴんだが、若いからまだ少女の域だ」

「あれだけの顔だと歳は関係ない！　そもそも女は女が教えればいいだろうが！」

「三番隊かー。あそこは副隊長が自他共に認めるスーパー女好きだから無理だろ～」

「だからって俺に付けるか!?　見ろこの鳥とり肌はだをっ！」

「隊長が弱音を吐くな耐たえろ超こえろ克こく服ふくしろ」

「ひと息で言うな！　生理的に無理なもんは無理だ！」

　ぽんぽんとすごいスピードで交わされる二人の会話には、口を挟む隙がない。

　オフィがあんぐり口を開けて様子を眺ながめていると、それに気づいたハロルドがあっ、と声を上げる。

「えーと。アレクは美女を見ると鳥肌が立って、度を越こえて綺き麗れいだと吐き気をもよおす筋金入りの〝美び女じよ嫌ぎらい〟なんだ」

　オースティンが言い澱よどんだ理由はコレか！
















　オフィはアレクをじーっと見る。試しに一分ほど観察してみたが、青紫の瞳は頑かたくななまでにオフィを映そうとはしない。それどころか気分が悪そうに片手で口を覆おおう始末である。

「……ほんとにいるんですね、美女嫌いって」

「男として人生の九割を損してるだろ。ま、フローラの上官には適任かもしんないけど」

　オースティンの「唯一、姫様を守ることができる存在」という言葉。

　美しすぎるオフィに邪よこしまな感情を抱いだかずにいられるのは、男だらけの《セント・クロワ》の中では美女嫌いのアレクくらいかもしれない。それはまあ認める。

「人の性質をとやかく言われたくない！　そもそも自分が美人だと自覚している女にロクな奴やつはいない！」

　──邪な感情の代わりに、悪意に近いものを抱かれているようだが。

「これだけの顔で自覚してない方が問題あると思いますよ」

　顔に笑顔を貼はり付つけ、オフィは努めて穏おだやかに言う。

　内心は相当むかついているが、上官に喧けん嘩か腰ごしになるわけにはいかない。ここは耐える。

「ならご自じ慢まんの顔を活いかして玉たまの輿こしを狙ねらえ。退団届なら出しておいてやる」

「………………。隊長が、美女嫌いでもなんでもかまいませんが」

　口調こそ丁てい寧ねいさを繕つくろいながらも、オフィは怒りに燃える瞳でアレクを射い抜ぬく。

「わたしは誰になんと言われようと、退団する気はまったくありませんので」

「っ！」

　反論されるとは思ってもみなかったのか、面めん喰くらった様子のアレクにオフィは威い風ふう堂どう々どうと、

「絶対に辞やめません。わたしは《セント・クロワ》の正騎士になるんですから！」

　真っ向から、啖たん呵かを切った。
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　波乱の初日を終えた夜。

　自らの離宮、ガリカ宮の私室に戻もどったオフィは部屋着用のドレスに着き替がえた。

　姫君らしく優ゆう雅がに楽器の演奏に興じる──

　わけもなく。愛用の剣をむんずと摑つかみ、ちぐはぐな組み合わせで素す振ぶりを開始した。

「何様のつもりよあの仏頂面男！　いや実際に掛かけ値ねなしに偉えらい隊長様なんだけど！」

　喚わめきつつオフィは剣を上下に振り続ける。

　いかなる剣けん技ぎも基き礎その反復なくして研とぎ澄すますことはできない。剣の道とは地味でつらい鍛錬の積み重ね。師の教えをオフィは毎日、こうして忠実に守っている。

（あの失礼な態度は、思い出すだけで業ごう腹はらだけどッ）

　少なくとも、王女だとは欠片かけらも思われていないということだ。

　高貴なる者らしい威厳や風格は自分にはないのか、と考えれば多少複雑だが。オフィは人生の半分以上を、王女とバレないように過ごしてきた。

　騎士になるため、修しゆ業ぎよう時代に王女とは別の言こと葉ば遣づかいや立ち居振ふる舞まいを覚え、今や自分のものにしている。周りから見ても、不自然さを感じない程度には使いこなせているのだろう。

「あーでもやっぱり腹立つわ！　一発でいいからぶん殴なぐってやりたいっ！」

　仏頂面を苦痛で歪ゆがませ、更には地面に這はいつくばらせればさぞかし爽そう快かいだろう。……なんて不ふ穏おんな妄もう想そうを膨ふくらませたところで、実行に移せやしないんだけど。

　仕方なくオフィは上官への怒りを一振り一振りに込める。今なら岩をも両断できそうだ。

　と、そこへ。

「あらあら、ずいぶんとご機嫌斜ななめのようね？」

「お姉様！」

　実じつ姉しの来訪に、先ほどまでの怒りが霧む散さんする。

　オフィは剣を仕し舞まうと、満面の笑みで姉に駆かけ寄よった。

「どうされたのですか？　お呼びいただきましたら、わたしから伺うかがいましたのに」

「仕事が早く片付いたものだからあなたの顔を見に来たの。お邪じや魔ましてもいいかしら？」

「もちろん！　お姉様でしたらいつでも大歓迎です」

　うきうきと姉を招き入れたオフィは侍女にお茶の用意を頼む。

　ほどなくしてテーブルには二人分のティーセットと、旬しゆんの果物やお菓か子しが並んだ。

（は～、やっぱりお姉様はお茶を飲むだけでも絵になるわぁ）

　第一王女セラフィーネ・ライザ・レーヌグラン。もうじき十九歳になる実姉は、西大陸一の美しさと謳うたわれる絶世の美女だ。

　波打つ金色の長い髪は太陽神に愛されているかのように豪ごう奢しやで、コバルトブルーの瞳の輝かがやきは宝石をしのぎ、肌は磨き抜かれた白はく磁じのよう。

　昔から美しく、賢かしこい姉がオフィは大好きだった。いや、もはや大好きを通り越して、崇すう拝はいの域に達しているかもしれない。

「オフィ、これはわたくしからの入団祝いよ」

　姉が渡してきた小箱の中に収まっていたのは、薔薇の形をした金のネックレスだった。

　花の女王である薔薇はレーヌグランの国花。白を中心に、赤を周しゆう縁えんに配置した半八重の薔薇は『王家の薔薇ロイヤル・ローズ』と呼ばれ、王家の紋もん章しようになっている。

　ネックレスが模かたどる薔薇は、まぎれもなく『ロイヤル・ローズ』。

　選ばれた職人が、王家の人間からの依い頼らいでしか製作を許されない、特別な代しろ物ものだ。

「金は強い力を宿す太陽の石。明るく温かくあなたを守ってくれればと思って」

　天使すらひれ伏ふす姉の思いやりに、オフィの眦まなじりから感かん涙るいがどっと溢あふれる。

「わたしのために嬉しいです……！　ありがとうございます、肌はだ身み離はなさず大切にします」

「それだけ喜んでもらえると贈おくり甲が斐いがあるわね」

　エメラルドの瞳がルビーに変わってしまうわ。セラフィーネに差し出された白い絹のハンカチでオフィは涙なみだを拭ぬぐう。

　涙が流れては拭ふき、のイタチごっこを繰り返すことしばし。オフィの涙の奔ほん流りゆうが収束したのを確認したセラフィーネは、こちらにすっと手を差し出した。

「さあオフィ、手を出して？」

　穏やかでも有う無むを言わせない要求。来たか、とオフィは緊きん張ちようの面おも持もちで姉に両手を託たくす。

　宝石を鑑かん定ていするかのごとき真しん剣けんな視線が指先から甲こうへと上じよう昇しようしていく。顔に辿たどり着ついたところで、今度は髪の毛先へと下降した。

「爪つめも肌も髪も問題なさそうね。騎士でもあなたはレディ、決してお手入れは怠おこたらないようにね」

「はい、お姉様」

　家いえ柄がら、容姿、教養。どれをとっても超一級、完かん璧ぺきの体現者セラフィーネによる、会うたびに行われる美の査定はオフィといえども緊張する。

「そうだわ、今日ハロルドが報告に来たの。あなたが従妹いとこだとは気づいていないようよ」

「実の姉し妹まいでも、お姉様とわたしは似ていませんもの」

　二人ともまごうかたなき美人だが系統が異なる。というか系統以前に、己おのれの美び貌ぼうを自覚しているオフィから見ても、セラフィーネの美しさは別次元なのだ。

　その神話的な美貌と比ひ較かくが可能なのは天使や女め神がみ、あるいは大自然が織りなす奇き跡せきの絶景くらいか。

「気づいていないおかげで色々と面おも白しろおかしく話してくれたわ。オフィ、あなた騎士にも恐おそれられるあのアレクシオに啖呵を切ったんですって？」

　あの天てん真しん爛らん漫まん副隊長め、よけいなことを。オフィは腹の中でハロルドに毒づく。

「……仏頂面隊長の態度があんまりだったので、わたしもついカッとなってしまって」

「アレクシオの性質を考えると、状じよう況きようはだいたい想像がつくけれど。でもね、彼が職務に忠実で優秀なのは間違いなくてよ？」

（お姉様が、褒めたっ……!!）

　十年前に最愛の夫を、七年前に実じつ弟ていを次々に亡なくした精神的ショックと、積み重なっていた心労により、現女王である母は体調を崩くずした。その母に代わって三年前から王代理として政務を取り仕切るセラフィーネは、頭ず脳のう明めい晰せきな切れ者。

　自分に厳しいぶん、他人にも厳しい。そんな姉が『優秀』と、手放しに近い評価をするのは己が真に認めた人間だけだ。

「お姉様、アレクシオ・ローウェルについて教えてください」

「あら、急にどうしたの？」

「お姉様が褒める人物なんてそうはいませんので、少し興味が湧わきました。今後喧嘩するにあたっての参考になるかもしれませんし」

「喧嘩が前提なのは気になるところだけれど、いいでしょう」

　セラフィーネは紅茶を一口含んでから、ティーカップをソーサーに戻す。

「アレクシオは伝統産業の織おり物もの業ぎようで莫ばく大だいな財を築いた、名門イリス伯爵家の次男で二十三歳。騎士学院在学中から《セント・クロワ》入りを打だ診しんされるも、彼は国境警備隊を志願していたためこれを固こ辞じ。卒業後は国境での任務に就いたわ」

　立て板に水のごとく口にするセラフィーネだが、書類などは持っていない。

　次の王たるセラフィーネはオフィと違い、国内の貴族や重要人物の詳くわしい経歴から派は閥ばつ、縁えん者じや筋すじの事情までも把握しているのだ。

　まさに歩く書庫。さすがわたしの自慢のお姉様♡

「南で国境を接するソラール帝てい国こくと、レーヌグランがどういう間あいだ柄がらかは知っているわね？」

「国交はあるものの昔から領土を奪い奪われ、戦争と休戦を繰り返してきた、と」

「そのとおり。だから最前線の国境では小こ競ぜり合あいが日にち常じよう茶さ飯はん事じで緊張状態にある。そんな状況の中、二年前に小競り合いがあわや開戦となる寸前までこじれた」

「覚えています。しかしそれも、数日という短期間で決着がついたんですよね」

「その立役者となったのが、当時国境警備隊副隊長だったアレクシオなの。ちょうどその頃に《セント・クロワ》前五番隊長が引退することになって」

　母の時代に叙任された隊長たちは、壮そう年ねんを過ぎた者が多かった。それに譲じよう位いは間近という背景も合わさり、ここ一・二年で《セント・クロワ》は隊長の世代交代が行われている。

　最年長であるオースティンは化け物ゆえに、引退など現在進行形で無む縁えんだが。

「候補には当時五番隊副隊長だったハロルドに、アレクシオその他数名の名が挙がったわ」

「順当に考えれば、同隊のハロルドが昇しよう格かくするものでは？」

「そのハロルドが『実績でも実力でも、アレクより隊長にふさわしい奴いねぇし』と彼を推挙してね。それで結局、一年前にアレクシオを隊長に叙任したというわけ」

「へぇ、お話を聞く限り、彼は最前線一筋に思えましたが……」

「だから断れば美女と毎週お見合いさせると言って、首を縦に振らせたのよ」

　……美女嫌いには何にも勝る苦痛だ。

　お姉様ったら、相手の痛い腹を的確に突つく容よう赦しやのなさもまた素敵だわ。

「それにしても鞍くら替がえの青年が隊長に立つなんて、隊内で反発が起きそうなものですけど」

「初めはよそ者扱あつかいの嫌がらせはあったみたいね。それがある日、年長の隊員がとうとう実力行使に及んだ。──そのときのアレクシオの迎げい撃げきは語り草になっているそうよ」

　目には目を、歯には歯を。力には力をでもって、アレクは屈強な隊員を掌しよう握あくした。

　騎士をして『恐い・強い・やっぱり恐い』と言わしめるゆえんの一つは、その逸いつ話わからも来ているのだとセラフィーネは言う。

「どう？　情報を得たことで心境の変化はあったかしら？」

「若くして社会的な地位を持つ名門出身のエリート騎士。これだけの好条件も、おっかない威圧感と眼光のせいで、台無しなのが残念というかなんというか」

　現役の騎士さえ竦む原因を目まの当あたりにして、なお怯ひるまない太い神経を持つご婦人はそういまい。

「騎士に必要なものとはいえ、それを言われてしまうと返す言葉がないわ」

「ひとまず実力は折り紙付きだとわかりました。──俄が然ぜんやる気が出ますね」

　不敵に笑うオフィに、セラフィーネは苦笑を漏もらす。

「あなたは逆境に燃えるタチで困るわ。くれぐれも無茶だけはしないでちょうだいね？」

「わかっています。見ていてくださいお姉様、必ずや立派な騎士になってみせますから」

「……ねえ、オフィ」

　呼びかけるセラフィーネの声には何か、切に願うような響ひびきが感じられた。

「あなたは若く美しい。それに誰にも後ろ指を指されないだけの作法も身につけているわ」

　セラフィーネは礼れい儀ぎ作法の試験と称しようし、これまでに何度となく夜会や舞ぶ踏とう会かいに変装させたオフィを紛れ込ませては、その様子をつぶさに観察していたのだ。

「今や健康にも問題はなくなった。何よりあなたはもう、あえて秘さずとも、自らの意思で〝秘密〟を守れる。──わたくしの本音は大切な妹を騎士ではなく、王女として表おもて舞ぶ台たいに立たせたい」

「お姉様……」

　オフィは自らの左胸にそっと手を添そえる。

「だから最後に、もう一度だけ問うわ──考えを改める気はない？」

　姉の美しい宝石のような瞳には、妹の身を案じる色がありありと浮かんでいる。

　心配をかけたくない。だけど騎士を諦あきらめることはできない。

　誰に強要されたわけでもない、自分が選んだ道だから。

「ごめんなさい、ありません」

　迷いのない答えに、セラフィーネは「つまらないことを聞いたわね」と言って笑った。
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　──あれは六歳さいになったばかりの冬のことだった。

「遠い遠い昔。この地に、一いつ匹ぴきの邪じや悪あくな竜ドラゴンがやってきました」

　やわらかい声が部屋の中に広がる。セラフィーネは本を読んでもらうことが好きなオフィのために、時間を見つけてはこうしておはなし会を開いてくれていた。

　始まりは毎度同じ。レーヌグランの子供の憧あこがれ、救きゆう国こくの英えい雄ゆうシギスマンドの神話からだ。

「竜の吐はき出す炎ほのおによって、町や山は焼やき尽つくされてしまいました。人々は武器を手に竜に挑いどみましたが、傷一つ付けることはできません。竜は『王の娘むすめを生いけ贄にえに差し出せ。さもなくば国を滅ほろぼす』と言いました。心優しき王女は国民を守るため、自みずからの身を捧ささげるべく、竜の住む湖へと向かいます」

　セラフィーネは手元の本をぱらりとめくる。

「しかし王女の前に一人の騎き士しが現れました。神の加護を受けし聖なる騎士の名はシギスマンド。王女から竜の話を聞いたシギスマンドは、黄こ金がね色いろに輝かがやく十じゆう字じ架かの剣けんを手に、たった一人で巨きよ大だいな竜に立ち向かい、竜を倒たおしました。王国と王女を救ったシギスマンドは、やがて王女と結けつ婚こんし、困っている人を救い続けました」

　めでたしめでたしと、セラフィーネは読み終えた本を閉じる。

　寝しん台だいの上に身を起こして聞き入っていたオフィは、無む邪じや気きに訊たずねた。

「おねえさま、竜ってほんとうにいるの？」

「竜は空を縦じゆう横おう無む尽じんに奔はしる翼つばさに、天を突つく巨大で強きよう靭じんな四し肢し、大地を裂さく鉤かぎ爪つめと鋭するどい牙きばを持つとか。人間なんて頭からぺろりと食べられちゃうのよ」

　ひゃあ！　オフィは身体からだを伸のばして、枕まくら元もとに腰こしかけるセラフィーネに抱だきつく。

「シギスマンドが竜をやっつけてくれなかったら、たいへんだったのね！」

「そうね。……彼がいなければ国は滅んでいたかもしれないわ」

　オフィの背をさするセラフィーネが同調する。その表情がいやに神しん妙みようなことに、抱きついているオフィはてんとして気づかない。

（おねえさまの手、あったかいな）

　優やさしくて、ときどき厳しい家族の手──それ以外を自分は知らない。

「……ねえ、おねえさま。どうしてオフィはお外に出ちゃいけないのかしら？」

　記き憶おくにすらない幼い頃ころのオフィは、それこそ噂うわさに違たがわぬ類たぐい稀まれな虚きよ弱じやくだったらしい。

　しかしそれもこの歳としになると、離り宮きゆうの小庭園内を散歩するくらいなら問題ないまでに回復していた。だが女王である母は、オフィを頑がんとして離宮から出そうとしなかったのだ。

　──フェルディナントおにいさまや、ハロルドおにいさまに会って、お話ししたいな。

　自分の想おもいと裏腹に、母は血けつ縁えん関係にある者にすら、オフィとの面会を謝絶していた。

　オフィは亡なき父を除けば母と姉、それから専任の医師に、離宮で従事する専属の使用人しか会うことができなかったのである。

「おかあさまはオフィが嫌きらいだから、お外に出してくれないの？」

　身体を離はなしたセラフィーネは、涙なみだぐむオフィの頰ほおを木き綿わたで包むように優しく触さわる。

「泣かないでオフィ。お母さまはね、あなたが大切だからこうしているのよ」

「ほんとう……？」

「本当よ。そうね、あなたも六歳になったことだし……〝秘密〟を教えてあげるわ」

　秘密。子供心をくすぐるその響ひびきに、オフィの憂うれいを帯びていた瞳ひとみが爛らん々らんと輝きだす。

「ひみつってなあに？」

「代々王位を継つぐ者にだけ口く伝でんされている秘密なの。当人に伝えるために、ね。今から話すことは、他の人には絶対に内ない緒しよよ？」

「オフィはないしょにできます！」

　元気で良いい返事ね。セラフィーネは身をかがめて、オフィの耳に小さく声を吹き込む。

「それはね──」

　言葉の途と中ちゆうで、オフィの意識は何かに引っ張られるように遠のいた。




「おはようございます姫ひめ様さま。お目覚めの時間でございます」

　侍じ女じよの声と、カーテンの開く音でオフィは目を覚ました。

　瞼まぶたを上げ下げしながら身を起こすと、そこに本を読んでくれていた、まだ幼さの残る姉の姿はない。どうやら自分は過去の夢を見ていたらしい。

「姫様、お身体の具合はいかがですか？」

　オフィ付きである妙みよう齢れいの侍女は毎朝こう訊ねてくる。十余年前から仕えている侍女も、今のオフィは健康そのものと理解しているが、それでも身体を案じてくれているのだ。

「すこぶる快調よ。着き替がえたらすぐ朝食にするから、先に準備してもらえる？」

「かしこまりました」

　侍女が部屋を後にすると、オフィは夜着から制服に着替える。シャツのボタンを閉めていると、左胸の生まれついての痣あざ──はっきりとわかる、金十字の紋もん様ようが目に映った。

（『秘密の姫ひめ君ぎみ』、か）

　始まりは虚弱になった理由を秘すため。それをまだ幼いオフィが、知らず知らずのうちに口外してしまわないよう、母は第二王女の情報を遮しや断だんし、外部との接せつ触しよくを一いつ切さい断たったのだ。

　そしてある程度の思し慮りよ分ふん別べつができるようになった六歳の頃、〝秘密〟を打ち明けられた。

　これを機に晴れて秘される立場を返上するはずだったが、オフィは騎士になるために、『秘密の姫君』のままでいることを選んだ。

（長いレーヌグラン王家の歴史の中でも、王女で騎士になったのはわたしだけだし）

　ただでさえ前ぜん代だい未み聞もん。それもよりによって、一般人の五歩は後ろの立ち位置にいた自分が騎士を志こころざしたのだ。

　──すべては、弱い自分への決別と、守りたい者のため。

　そのために王女の身分を隠かくし、鍛たん錬れんを重ね、ようやく《セント・クロワ》の騎士への一歩を踏ふみ出した。後戻りも後こう悔かいもしている暇ひまはない。

「上官に目の敵かたきにされたってかまうもんですか。行けるところまで突っ走ってやる」

　贈おくられたネックレスを首に引っかけ、オフィは静かな私室から明るい廊ろう下かへ飛び出した。
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　出勤してみると、五番館の玄げん関かん前にハロルドが門番よろしく待ち構えていた。

「おっはよフローラ！　アレクが隊長会議に出席してる間に施し設せつ案内するぞ～」

　朝っぱらから明るく元気な副隊長の引いん率そつで、オフィは館内を見学することになった。初日はというと、提出する大量の書類の記入に終始し、それどころではなかったのだ。

「──で、あっちの部屋が正装用の装そう具ぐ庫こな。あとは事務所の奥おくにある渡り廊下と宿舎は繫つながってるから」

「殿との方がたの巣そう窟くつに自ら飛び込むなんて愚ぐ行こうは犯おかしません」

「よしっ賢けん明めい。ま、だいたいこんなとこかな。なんか質問ある？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　じゃあ戻もどるかと踵きびすを返すハロルドのやや斜ななめ後ろをオフィは歩く。

「フローラは入宿せずに通うんだっけ？」

「ええ、城下に住む知り合いが下宿させてくれるので」

　まさか離宮から出勤していますとは口が裂けても言えない。噓うそも方便というやつだ。

「ここ野郎ばっかだし、その方が断然安全だよな」

　騎士団、特に君主の矢や弾だまに位置づけられる《セント・クロワ》は元々、女子が入団することを前提とせずに創設された。

　それゆえ入団が認められた昨今でも、女子宿舎などの設備はまだまだ整っていない。

「ずば抜けて美しいわたしが一つ屋根の下にいたら、殿方は心の平へい穏おんを保てませんからね」

「まじで清すが々すがしいなお前。昨日の啖たん呵かといい、その図太さは《セント・クロワ》で五指に入るぜ。オレが保証する」

「──そんな保証をするな阿あ呆ほう」

　割り込んできたのは唸うなるような低い声。後方に視線を移せば、相も変わらず眉み間けんに皺しわを寄せたアレクの姿があった。その視線は昨日と同じくオフィからずれている。

「おはようございます隊長。ご機き嫌げん麗うるわしく……はなさそうですね」

「誰だれかさんのおかげでな」

　完かん璧ぺきな愛あい想そ笑わらいを浮かべるオフィと仏ぶつ頂ちよう面づらのアレク。

　二人を包む絶対零れい度どの空気に耐たえられなくなったのは、間に挟はさまれたハロルドだ。

「そこのお二人さ～ん、春うららの朝を底冷えさせんのやめて～」

「ハル、隊員を訓練場に集めろ。アレをやる」

「お、さっそくやっちゃう？」

「新人こいつの手並みを見るのにちょうどいいだろ」

　アレクの言葉にオフィは目を丸くする。退団しろと圧おしてきた男が、昨日の今日でどういった風の吹き回しだ。

「……まさかどこかに頭をぶつけて昨日の記憶が一部飛んだとか？」

「飛んでねえよ。──お前を部下にするのが心の底から不本意でも職務だからな、訓練はまっとうに受けさせる」

　オフィはアレクの弁に、なるほどとすんなり納なつ得とくする。

　アレクは職務に忠実だとセラフィーネは言っていたし、彼は仮にも隊長だ。

　私情だけで、総隊長（アレクの言ではジジバカ）の顔に泥どろを塗ぬる真ま似ねはしない。

「──と頭ではわかっているが、その顔を見ると吐き気がする。極力視界に入れたくない、できればその顔を晒さらしてくれるな。なんなら辞やめてくれ」

「人が大人の対応に感心した数秒後に、本音をぶちまけないでください！」

「いや～アレクとまともに言い合える女を三番隊長以外で初めて見たわ。オレちょい感動」

　感動するところがおかしい！　とつっこみを入れる寸前にハロルドが走り出した。

「訓練場に行くぞフローラ！　五分で準備するからアレクも急いで来いよ～」

「ちょ、副隊長待ってください！」

　もうあんなに遠いっ、逃とう走そうするリスですかあなたは！　とにかく見失わないよう、オフィは急いでハロルドを追いかける。

　するとすれ違ちがいざまアレクが吐き捨てる。

「怪け我がをしないようせいぜい気をつけろ」

　何が始まるのかオフィの知るところではない。ただ、告げられた言葉がみくびっているがゆえのものであるのはわかる。

　オフィは広い背中に忠告してやった。

「王国最強の弟で子しを、あまり舐なめないでいただけますか？」




　詰つめ所しよごとに設置されている屋外の訓練場に、隊員が整列する。

　隊長・副隊長と向かい合う形態で、最前列を陣じん取どるのは新人であるオフィ。

《セント・クロワ》は欠員が出ない限り入団できない。しかし毎年新人を迎むかえる。

　理由は単純明快、精せい鋭えいを精鋭たらしめる訓練が厳しく、ついていけない脱だつ落らく者しやが出るからだ。新人全ぜん滅めつもさして珍めずらしくはないという。

「集まったな。ハル」

　アレクに名指しされたハロルドが「はいよ～」と手を挙げる。

「《セント・クロワ》名物の〝一ジ騎ユ打ツちト〟。フローラは聞いたことある？」

　その単語、オースティンから聞いた覚えが。脳みそのどの引き出しにしまったっけ!?

「……たしか、一対一の勝かち抜ぬき戦、でしたか？」

「当たり。それをおっぱじめるから、武器は公平を期すため、重さと形が同一の木もつ剣けんね」

　これこれと、ハロルドが手にした木剣を左右に振ふってみせる。

「目つぶしと嚙かみつく以外は何でもありで、相手に参ったと言わせるか、膝ひざもしくは身体の背面を地面につかせれば勝ち。十分で決着がつかない場合は引き分けな。ちなみに」

　名所の案内でもするように、ハロルドは指を揃そろえた手で横を指す。

「隊長はくそ強いから不参加。でも横からじっくり観察してっから気い抜くなよ～」

　一いつ斉せいに後ろの騎士たちの空気が凍こおった。顔色が青くなっているのは想像に難かたくない。

　その威い圧あつ感かんで騎士たちを慄おののかせたアレクは「ふざけてないで仕事をしろ」と、ハロルドを軽く睨にらむ。

　睨まれたハロルドに反省の色は見られないが、彼の口は「はいはい」の形に動く。

「どんなもんか、まずは若手に実演してもらうかな。うし、二年目コンビ準備しろ」

「「はいっ！」」

　ハロルドから指名を受けた二人の少年従騎士が、前方に置かれた木剣を取りに向かう。

「じゃあ始めるか。オレが審しん判ぱんするから、他は場外に出ろ～」

　試合のない騎士たちがぞろぞろ移動し、試合会場には少年らだけが残った。

　木剣を構える二人を交こう互ごに見やったハロルドが、「始め！」と試合開始を合図する。

　直後、木剣が打ち交わされる鈍にぶい音が響く。

　背せ丈たけが変わらず力も拮きつ抗こうしていたせいか、決着に時間がかかった。途中で互たがいの木剣が弾はじかれたため、最後は殴なぐり合あいでの勝負になっていたが。

「そこまで。こんな感じで肉にく弾だん戦せんに移行することもままあるから」

「了りよう解かいです。なら次はわたしが行きます」

「潔いさぎよいな。よっしゃ行ってこい」

　木剣を手にオフィは試合会場に入る。

　先ほどハロルドは二年目コンビと言っていた。

　王立騎士学院を卒業して、入団するのは十三歳。計算すると自分より年下だが、勝者は身体こそまだ細いものの、背はオフィより断然高い。

「頼たのむから怪我をさせるなよ！」

「当然です！　同じ従騎士とはいえ、レディを傷つけるなんて騎士の名折れですから！」

　舐めてるわね。腹の中でオフィは腐くさった。

　とはいえ騎士たちの反応もやむなし。周りから見た自分はうら若き乙女おとめでしかなく、守るべき対象ではあっても、戦う対象には見られていない。

　────上等よ。

「一つ言っておくけど」

「えっ、な、なにっ!?」

　何を期待したのか頰を染める相手に、オフィは構えながら抑よく揚ようのない声で言う。

「人を見かけで判断すると痛い目に遭あうわよ」

　開始の合図と同時にオフィは動いた。

　咄とつ嗟さ、過去の教訓が脳内をよぎる。

『剣が接触したら、相手の武器より伝わる圧力からその意図を読み取るのです』

（わかってるわよオースティン。相手が剛ごうで押し込んできたら抵てい抗こうせず柔じゆうで受け流す。やわらかいときはそのまま一気に押し込んで防ぼう御ぎよをこじ開ける、でしょ）

　しかし今回必要なのは安全な勝利ではなく、意識を変えさせるための圧あつ倒とう的てき勝利。

（そのためには瞬しゆん時じに仕留める！）

　風を切るような速度で間合いを詰つめたオフィは、柄つかを狙ねらって木剣を閃ひらめかせる。

　相手が木剣を手放し、無防備となったところで、ガラ空きのみぞおちを柄つか頭がしらで思い切り突く。

　急所への攻こう撃げきをもろに喰くらった少年は、腹を抱かかえて崩くずれ落おちた。

「勝者、フローラ・アシュレイ！」

　ハロルドの高らかな勝利宣言に外野がどよめいた。「なんだあの動き」「太た刀ち筋すじが見えなかった」──隊員たちの声に表れていたのは、予想だにしていなかった衝しよう撃げき。

「ったく、でたらめなスピードしてんな」

　参ったと肩かたを上下させるハロルド。オフィは応じる。「褒ほめ言葉として頂ちよう戴だいします」
















「〝判断〟を知ることにより〝距きよ離り〟を保ち、距離が〝時間〟を決定する。時間を知ることにより、確実に敵の〝位置〟を取ることができる」

「騎士学院で教わる勝利の四原則？　そっか、フローラはじいさん仕じ込こみだっけ」

　同じ教えであれば、女の自分は男には到とう底ていかなわない。身体のつくりや筋肉の質が違う。

「どうすれば力で勝まさる男と渡り合えるのか考えました。──相手が仕し掛かける前に仕留めれば、力もへったくれもないんじゃないかって」

　答えが出たならあとは進むだけ。オフィは徹てつ底てい的てきに速度と技術を磨みがいた。

「騎士学院の教練がどんなものかは知りませんが、少なくともわたしは、総隊長との鍛錬で何度も死にかけました」

　そう言い残してオフィは次の相手と対たい峙じする。

　後ろからは、「さらっと言うことか～？」と、ハロルドののんびりした声が追いかけてきた。




「なるほど、そのスピードはたいしたもんだ」

　二戦目。熟練隊員はオフィの斬ざん撃げきを危あやうげなくかわしながら告げる。

「だが、まだまだ甘あまいぜお嬢じようちゃん!!」

　様子見とばかりにオフィの攻撃を避よけ続けていた相手は、守りから攻せめに転じた。

　その右手から振り上げられた鋭い一いつ閃せんは鉛なまりのように重く、オフィの木剣は雲一つない青い空へと放物線を描いて吹っ飛んだ。

「──────っ、参り、ました」

　息も切れ切れに敗北を宣せんするオフィに、三十代前半とおぼしき隊員はろくに息も乱さず木剣を肩に担かつぐ。

「戦せん闘とうにおいて速度は大事だ。けどな、最後にモノを言うのは基き礎そ体たい力りよくと経験なんだぜ」

　まあ相手が悪かったながっはっは、と軽口を叩たたく余よ裕ゆうまでかます熟練隊員。彼は外野に向かって挑ちよう戦せん者しやを募つのり、オフィの視界から消えた。

　次戦の妨さまたげにならないよう、オフィは肩で息をしながら場外に腰を下ろす。

（……負けた。たったの、二戦目で……）

　一戦目は上出来だった。それで気がゆるんだ？　違う、それはただの言い訳だ。

　オフィの稽けい古この相手は王国最強のオースティン。彼が本気の百分の一も出していなくても、負けて当然。それが当たり前で、勝とうなどという考えがそもそもなかった。

　けれど今は違う。オフィは相手を負かすつもりで挑んだ。

　油断も手加減もしていない。それでも熟練隊員に、自分の全力を軽くあしらわれたのだ。

（手も足も出ないだなんてっ……！）

　一いつ瞬しゆんで間合いに踏み込む瞬しゆん発ぱつ力りよく、正確かつ素す早ばやい剣技。加えて柔じゆう軟なん性せいのある身軽な身体。それが力で劣おとるオフィの強み。

　その長所を生かして少年従騎士にうまいこと勝てた。──だからなんだ。

　相手は年下で、体格差もそれほどなかった。それもこれから第二次性せい徴ちようで、上にも横にも伸びしろのある男子には、あと二、三年と経たたぬ間に形勢をひっくり返されるだろう。

（基礎体力作りを疎おろそかにしていたつもりはないけど……）

　超ちよう絶ぜつ虚弱体質を克こく服ふくし、女子の平均以上の体力をつけた。それからは剣技や瞬発力など、自じ己こ研けん鑽さんを積むことに多くの時間を割さいていたのは事実。

　その結果がこれだ。

　序盤で決めさせてもらえなかったオフィは消しよう耗もうし、対して相手はこちらを試ためすほどの余力があった。

　アレクに舐めるなと大おお見み得えを切っておきながら、なんとみっともないザマであることか。

『まだまだ甘いぜお嬢ちゃん』

　熟練隊員の言葉が、研といだ刃はのようにオフィの胸に深く突つき刺ささる。

　甘い、の一言に、いったいどれだけの事案が含まれているのか。戦場に立ったことのない経験不足？　あらゆる相手に対しての臨機応変さ？　挙げだしたらキリがない。

（……意識を変えさせるなんて、甘かった）

　ほんの少しは変わったかもしれないが、ここは街の子供たちが通う稽古場とは訳が違う。

（忘れちゃいけない。わたしがいるのは……国民が羨せん望ぼうする《セント・クロワ》）

　その精鋭部隊の洗礼は齢よわい十六の、多少腕うでに覚えのある小こ娘むすめの鼻をへし折るには十分すぎた。

　悔くやしさや情けなさで気持ちはぐちゃぐちゃだ。

　心情のままに行動していいのなら、オフィは大声で泣なき叫さけぶことを選ぶ。

　だが公衆の面前、騎士の端はしくれとしての意地と、仮にも王女としての矜きよう持じがそれを許さない。

「っ、何が、王国最強の弟子よ……」

　この場で許される自じ嘲ちようを吐いたオフィは、暗い気持ちを潰つぶすように拳こぶしを強く握にぎりしめた。

　──一方、試合の一部始終を捉とらえ、オフィの独白も耳に挟んでいたアレクはぽつりと。

「……始まりの壁かべ、いかに挑む？」

　しかしその呟つぶやきはオフィに届くことなく、騎士のかまびすしいヤジに攫さらわれた。
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　仮入団から六日目の、詰所が宵よい闇やみに沈しずんだ頃のこと。

「フローラ、お前しんどいんじゃねえの？」

　オフィが書類を整理していると、ハロルドがふいに訊きいてきた。

「顔が青いっつーか白いし、目の下にクマがうっすら浮かんでるぜ」

「顔が白いのは元々なのと、ちょっと寝ね不ぶ足そくなだけでたいしたことありません」

　オフィは明るい笑え顔がおを作る。気き遣づかいへの感謝と並へい行こうして、追及を牽けん制せいする狙いもあった。

「大丈夫ならいいけど……」

「ご心配いただきありがとうございます。わたしなら大丈夫ですから」

　言ってオフィは残りの書類を仕し舞まい、執しつ務む机づくえに鎮ちん座ざするアレクの前で威い儀ぎを正す。

「書類の整理、完了しました」

「そうか。今日はもう上がっていいぞ」

「はい、お先に失礼します」

　視線をわずかに上向かせながらも、やはりアレクは一いつ貫かんしてオフィを正視しない。目くらい合わせなさいよと腹の中で吐きつつ、オフィは執務室を辞した。

　もう終業時刻を過ぎているので、隊員たちは宿舎に引き上げている。オフィは人ひと気けのなくなった館内を抜け、訓練場の隅すみに植わった大木の後ろに身を潜ひそめた。

（誰もいないわね……）

　小動物が巣穴から出るときのように、オフィはきょろきょろと周囲を注意深く窺うかがう。

　人の気配はなく、あいつコソコソ何やってんだと訝いぶかられる心配はなさそうだ。

（さて、今日も始めますか）

　身体をほぐし、一つ大きく呼吸をしたオフィは地を蹴けった。初めはゆっくりと風が頰を撫なでる程度で。そして徐じよ々じよに速度を上げていく。

　終業後にオフィはこうして、人目を忍しのんで走り込みを行っている。

　先日の一騎打ちで、自分の立ち回りがいかに脆ぜい弱じやくであったかを思い知らされた。

　その夜は気落ちしたし、枕まくらで声を殺して泣きもしたが──

（……めそめそしたって、時間は待ってくれないもの）

　仮入団期間はふた月。たとえ脱落せずに期間を満まん了りようしようとも、《セント・クロワ》の名を背負うに値あたいすると判断されなければ、正式入団できないのだ。

　猶ゆう予よは短い。オフィが今成すべきは打ちひしがれることではなく、地じ力りきを上げること。

『騎士を騎士たらしめるものは日々の努力に、わずかな素養を磨き上げる忍にん耐たいですぞ』

　鍛錬中のふとした瞬しゆん間かんに、師の言葉を思い出す。

　元虚弱体質には、残念なことに素養はない。だからって諦あきらめてなんかいられない。

　諦めて、逃にげるくらいなら。初めからオフィは騎こ士こを目指したりしていない。

　目の前の課題、ずばり基礎体力の向上を目標に掲かかげて今日で五日目。

　──正直、ハロルドが「しんどいんじゃねえの」と言ったことは当たっていた。

　ただでさえ訓練で酷こく使しした身体を、更さらに持久走でいじめ抜いている。筋肉痛と疲ひ労ろうで身体の内側は満まん身しん創そう痍い状態だ。

　おまけに睡すい眠みん時間を削けずっている上に疲つかれすぎているためか、目をつむった次の瞬間に朝を迎えるような感覚で、寝ねたのだか寝ないのだかわからない夜が続いていた。

（走り込みが終わったら、帰って素す振ぶりでしょ、あと剣の手入れもしてそれから……）

　このあとの予定を頭に並べていたら、くらっと眩暈めまいがした。ここ何日かで、何度か同じような現象が起こっている。

　それも目を閉じればすぐに治まっていたのに。今日は、視界が絵具えのぐを混ぜるように歪ゆがむ。

　奇き妙みような感覚に、オフィはたまらずその場にうずくまった。

「なにっ、これ、気持ち悪い……」

　臓ぞう腑ふを直じかに揺ゆすられるような、不快な感覚がせり上がってきた刹せつ那な。

　一気に天地がわからなくなり──オフィの世界は真っ黒に染まった。




（…………あれ？）

　なぜか、目線の先に、ぼんやりとした灯あかりの浮かぶ天てん井じようがある。

　外にいたはずなのに。まどろみに片足をつっこんだままの頭で考えるオフィの頭上が陰かげった。──人が上から覗のぞき込んでいる。

「あ、目ぇ覚めた？」

「ふく、たいちょう？　…………えっ、なんで副隊長!?」

　状じよう況きようは理解できないままだが、意識は覚かく醒せいする。

　そこで初めて、オフィは自分が長なが椅い子すの上で寝ていることを知った。上うわ掛がけと、ご丁てい寧ねいに頭の下には折りたたんだ布まで。

（ちょっと待って。ということは、ここはもしかしなくても!?）

　飛び起きると、そこは案の定、見慣れた執務室だった。

「三時間くらい寝てたぜ。喉のど渇かわいたろ、なんか飲みモン取ってくるな」

「そんなに……？　ありがとうございます、副隊長」

「いきなり飛び出してって、意識のないお前をここに運んだのはアレクだかんな。礼はあいつに言っとけ」

　────え、隊長が？

　そしてハロルドとは別に、もう一つ感じる気配。

　気配を辿たどって視線を動かすと、執務机にはアレクがいた。安定の仏頂面を晒しているが、その眉間の皺がみるみるうちに深くなっていく。

「ハルっ、お前なあ！」

「あ～悪ぃ、つい口からぽろっと」

　いきり立つアレクに、ハロルドは空気のように軽い謝罪を放はなった。そして逃げるが勝ちとばかりにそそくさ扉とびらを閉める。あの様子だと、どうやら口止めされていたようだ。

「……この五日間、訓練のあとに走り込んでいたようだな」

　突つき放はなすような冷たさはないが厳しいその声こわ音ねに、オフィはごくりと息を吞のむ。

「は、い。自主練を……」

「その自主練によって疲労が極限に達し、睡眠不足もたたって倒れたわけか」

　嵐あらしの前のような嫌いやな静けさが下りた三さん拍ぱく後、オフィめがけて特大の雷かみなりが落とされた。

「身体が資本の騎士にとって、健康管理も仕事のうちだろうが！　己おのれの体調をないがしろにし、無理を重ねてぶっ倒れるなんて本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだこのド阿あ呆ほう！」

　ガラスが割れるのではないかと思われるほどの怒ど号ごうが室内に響ひびき渡る。アレクにはこれまで何度も叱しかられたが、ここまで怒ど気きのこもった声を浴びせられたことはなかった。

　加減されていないその迫はく力りよくに気け圧おされてしまい、オフィは亀かめのように首を竦すくめる。

「も、申し訳ありません！　……でもどうして、隊長がそのことをご存じなんですか？」

「一昨々日さきおとといにたまたま窓の外を見たら、ちょうどお前が走っていたんだ。それからはたまに目を向けるようにしていた」

　そういえば終業後にオフィが走っている最中も、引き上げる際も、執務室の窓からは明かりが漏もれていた。その執務室、窓まど際ぎわのアレクの席からは、訓練場を一望できる。

（隊長が陰で気にしてくれてたから、寒空の下に放置されずに済んだのね）

　拒きよ絶ぜつ反応をおして運んでくれたことへの感謝と同時に、健康管理を怠おこたったせいで迷めい惑わくをかけたことを猛もう省せいする。

「俺が知っていたから運よく発見できたものの、下手をすれば危険だったかもしれん。走り込みはもうやめておけ」

「それはだめです！　わたしは努力して、力をつけないといけないのに」

「努力ってのをはき違えるな」

　ぴしゃりと言いきられてしまい、オフィは押し黙る。

「しゃにむにがんばりぶっ倒れて、得られるものがあると思うのか」

「っ、だって同じことしてちゃ追いつけないもの！」

　自分の瞳がにわかに潤うるんでいくのがわかる。オフィは咄嗟に顔を伏ふせた。

　絶対に泣くもんか。溢あふれたが最後、堰せきを切ったようにいろんなものが止まらなくなる。

「わかってますよ己の性能くらい！　けど二カ月の間に認められなきゃいけないから！」

　騎士学院を出ていなくても、戦場に立っていなくても、自分はオースティンに教授された身。そこそこやれるという自負はあった。

　なのに──

　熟練隊員にはまるで歯が立たなかった。少年従騎士は倒せたが、消耗戦になったらおそらくもたないだろう。瞬発力や技術では競せれても、女子であるオフィは体力や耐たい久きゆう性せいで劣る。

　わたしはやれるだなんてとんだ勘かん違ちがいだ。いざ現場に立ったら、経験も強度も足りない自分は薄うすっぺらくて脆もろかった。

　身も心も、嵐の去った大地のようにズタズタだ。

　それでも折れない。心に突き立てた誓ちかいを、折るわけにはいかない。

「──なるの、わたしは。《セント・クロワ》の騎士に、絶対」

　上掛けをぎゅっと握りしめると、頭に何かがコツンと当たった。淡たん黄おう色しよくのキャンディだ。

　顔を上げると、アレクが同じものを口に放り込んでいた。

（投げてよこしたってことは、くれたのよね？　……あの隊長が、わたしに？）

「自らの弱点を克服しようともがく向上心を否定はしない。むしろ壁を前に、挫くじけて前進を諦めるような奴やつはいらんからな」

　キャンディの食べ方としては間ま違ちがいの典型、がりがりと嚙かみ砕くだくアレクが言葉を継ぐ。

「だが忘れるな、お前はまだ記章すらないひよっこだ。追いつく以前の問題で、同じ場所に立っていると考える時点で図ずう々ずうしいわ馬ば鹿かめ」

「あのっ、さっきから阿呆とか馬鹿とか、少し失礼じゃありませんか!?」

「ここは血気盛さかんな武ぶ闘とう派の集まるところだぞ。罵ば詈り雑ぞう言ごんは挨あい拶さつ、自主規制用語も平然と飛び交う。阿呆や馬鹿なんて序の口も序の口、お綺き麗れいな部類だ」

　罵詈雑言はまだわかるけど、自主規制用語ってなんなの!?

「今日は帰ってすぐ寝ろ、隊長命令だ。もし逆らったらクビにしてやる」

「それって職権濫らん用ようじゃない！　最ッ低！」

「てめぇこの小娘、隊長への口のきき方がなってねーなこら」

「なんか口悪くなったわねこの暴君っ、最低馬鹿仏頂面!!」

　感情の高ぶりに任せて、罵詈雑言の語ご彙いを使い果たしたオフィが立ち上がると、ふいにアレクと視線が交わる。

　鋭く厳しいそのまなざしには嫌けん悪おより、見定めんとする真しん摯しさがあった。

「今は訓練に一点集中しろ。慣れたら走り込みでも武む者しや修しゆ行ぎようでも勝手にやれ」

「──わかりました。この屈くつ辱じよくは必ず晴らしてみせますので」

　捨すて台詞ぜりふとも宣戦布告ともつかない言葉をアレクめがけて投げた。そのときだ。

「おまちどぉ～。《セント・クロワ》の裏名物、味は『苦い』『辛からい』『すっぱい』の三重苦、でも疲労回復に効果てきめんの特製ジュース持ってきたぜ～」

　能天気な声を差し込ませ、雰ふん囲い気きも何もおかまいなしとばかりに押し入ってきたハロルドに、オフィはこけかけた。

「なんだぁ、このなんとも言えない空気？　二人ともどした？」

「……副隊長ってたまに最強ですよね。主に精神面で」

　それどういう意味？　首を傾かしげるハロルドからオフィはゴブレットを受け取る。

　中身は食べ物で出来ているというが、やけにとろみがある上に色は完璧に泥どろ水みず。味の三重苦に、『不快』を付け足したくなる見た目の特製ジュースを、オフィは潔く呷あおった。

「苦ッ、辛ッ、すっぱ！　ものすッッッごく不ま味ずいけど、ごちそうさまでした！　あと介かい抱ほうしてくれてありがとうございました！　失礼します！」

　まくしたてるように言って、オフィは執務室を飛び出した。慌あわただしく走り去りながら、もらったキャンディを口に放り込む。

（……キャンディを食べるのは、初めてじゃないのに）

　すぐに食べてしまうのはなぜかもったいない気がして、オフィは沁しみ込むような甘さをゆっくりと時間をかけて味わった。
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　従騎士（まだ仮入団中）となって、二度目の公休日。

　人ひと払ばらいした私室で、オフィは清せい楚そな紺こん色いろのワンピースに着替える。髪かみはレースのリボンで結び、足元は動きやすいブーツ。

　王女としては地味でも、いつもの男装まがいの制服姿を考えれば女の子らしい装よそおいだ。

（よし行こう、やっぱり疲れたときの特効薬はアレよね）

　町娘風の姿を取ったオフィは窓から木に飛び移った。そのまま枝を伝って難なく着地。少し離れた城じよう壁へきまで歩き、人ひと気けがないことを確認しまた木に登って城壁を越こえる。

　子供の頃から使っている脱だつ出しゆつ経路。彼女は供も連れずこうして忍ぶのが趣しゆ味みなのだ。

「誰もいない……と」

　城下に下りたオフィは、慣れた足取りで賑にぎやかな市場へと向かう。

　声をかけてくる男どもをいなしつつ、オフィはこの辺りでは珍しい、深い緑の木骨と白い壁がおとぎの国の家のように可愛かわいらしい店に堂々と入る。名前と虚弱体質しか知られていないからこそ可能なことだ。

「おや、フローラちゃんいらっしゃい」

　中にいたのは店主の奥さんだ。今日も今日とて肌はだ艶つやと恰かつ幅ぷくが良い。

「こんにちは。女将おかみさん、今日のおすすめはなんですか？」

「レーズンとナッツのフルーツケーキかね。甘く味付けしてあっておいしいよー」

　パンと焼き菓が子しを売っているこの店は、オフィの今一番のお気に入りの店だ。

　初めての公休日でこの辺りを歩いていたとき、オフィはごろつき同士の喧けん嘩かに遭そう遇ぐうした。

『喧嘩ならよそでやんな！　商売の邪じや魔まだよ！』

　店から出てきた女将が、ごろつきの頭をめん棒で力いっぱい殴ったかと思えば、

『おう若わけえの、イラつくのは糖分不足だ。オレの菓子食ってみな、ほっぺが落ちるぞ』

　と、店主は焼き菓子をごろつきの口にめいっぱいつっこんだという。

　そのあと夫ふう婦ふは通りがかった王立騎士にごろつきを突き出し、事を自力で解決。お菓子の味は無論のこと、オフィは店主夫妻の肝きもっ玉たまと人ひと柄がらがすっかり気に入ってしまったのだ。

「じゃあそれをください」

「はいよ。あとこれは店主の自信作なんだけどね」

　オフィが甘いものに目がないことを承知している女将は、他にも数種類のお菓子をすすめてくれた。しかし今日は棚たなに並んでいるパンとお菓子がいつもより少ない。

　オフィの考えを察したのか、女将は申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げる。

「ごめんよ、今は材料が手に入りにくいせいで数も種類も少なくて」

「えっ何かあったの？」

「ここのところ盗とう賊ぞくが商人の馬車を襲おそっているせいで、材料不足気味でね。早く討とう伐ばつしてもらいたいもんさ」

「……そっか」

　盗賊シメる。女将に自分が従騎士であることを伝えていないオフィは、心の中で固く誓った。

　宮きゆう殿でんの料理人が作るお菓子はもちろん絶品だが、おしどり夫婦の素そ朴ぼくで優しい味わいのお菓子はオフィの元気の素。食べられなくなっては困る。

「それとついさっき、チーズケーキが全部売れちゃったんだよ」

「えぇぇぇぇぇぇ!?」

「いつも大量に買ってく子が来てね。ぱっと見恐こわいけど男前で礼れい儀ぎ正ただしくてさ。フローラちゃんといい、うちのお客さんは美男美女率が高い気がするねぇ」

　男前はどうでもいい、色気より目先の食い気！　楽しみにしていた目当ての品がないとわかったオフィはその場にへたり込む。

　オフィがこの店で何より好きなのがチーズケーキだ。ほのかなレモンの香かおりが爽さわやかで、濃のう厚こうなのにくどくなくそのなめらかな舌した触ざわりときたら！

（ああ食べたかったなチーズケーキ……独ひとり占じめしていった奴、腹でも下してしまえ）

　どこの誰とも知れない人物を理り不ふ尽じんな理由で呪のろったとき。扉に付いたベルが鳴った。

「すまない、さっきのフルーツケーキをあと三つ追加で──」

「た、隊長っ!?」

「……アシュレイ？」

　入店したのは、大きな紙かみ袋ぶくろを抱えた仏頂面の上官だった。




（……なんでこんなことに？）

　店の軒のき先さきに設もうけられたテラス席。

　日よけのパラソルの下で、心ここ地ちよい風を感じながら憩いこいのひとときを過ごすための場所だが、なぜか向かいには先ほど店内で遭遇したアレクがいる。

　彼は仕立ての良い白シャツにグレーのベスト、黒いズボンといったシンプルな格好をしていた。

　顔とスタイルは無む駄だに良いので、これがまたなんとも決まっている。

「おやまあ知り合いかい？　さあ座った座った」と、この状況を強ごう引いんに作り出した女将はお茶を運び終えるなりそう言い残して、店内へいそいそ引っ込んだ。

　気をきかせたつもりのようだが、女将さーん、この人ただの上官なんですけどー。

　耳が痛い沈ちん黙もくが落ちる中、アレクはガサガサと紙袋を漁あさり始めた。そして。

「やる」

「…………え？」

　差し出されたのは膨ふくらんでいる紙袋。開けてみると、中には売り切れたはずのチーズケーキが二つ入っていた。

「扉を開ける前に『チーズケーキが売り切れた』って声が聞こえた。まさか床ゆかにしゃがんでうなだれるほど猛もう烈れつに落ち込んでいるのがお前とは思わなかったが」

「わたしもお菓子を大量に購入していったのが隊長とは……」

　オフィが疲労で倒れた折にキャンディを食べてはいたが。この仏頂面がケーキを頰ほお張ばる姿……いかに想像力を搔かき集めても、脳内キャンバスには描けそうもない。

「今日はまだ少ない方だ。これだと二日分ってとこか」

「その量で二日っ!?　どれだけ甘あま党とうなんですか!?」

「三度の飯より甘いものが好きなだけだ」

　言うが早いか、アレクはお茶にどばどばと尋じん常じようではない蜂はち蜜みつを落とす。

　そのままスプーンで何度かかき混ぜ、赤い激げき甘あま水すいと化した液体を何食わぬ顔、もとい仏頂面のまま飲みきった。

「……威圧感満点の風ふう貌ぼうに似合わない嗜し好こうをしているのはわかりましたけど。それなら、わたしにケーキをくれるのはどうしてですか？」

「食べたかったんじゃないのか？」

「そうですけど、自分のぶんがなくなりますよ」

「まだ残ってるからいい」

「何より隊長、わたしのこと嫌いでしょう？　そんな相手に譲ゆずっていいんですか？」

「お前の顔は天敵でも、別にお前自身を敵視してはいない」

「………………へ？」

　頓とん狂きような声が出た。毎日のように『胃の破は壊かい者しや』だの『視界の暴力』だのと暴言を吐いてくる人が、何を言っているの？

　懐かい疑ぎを剝むき出すオフィに、アレクは仏頂面のまま淡たん々たんと話す。

「俺はお前に騎士の厳しさを教えて、《セント・クロワ》から叩き出す気満々だった」

「満々って、どれだけわたしを追い出したかったんですか!?」

「ところがお前は口先だけの根こん性じようなしでも、生半可な気持ちでもなかった」

　こんちくしょうめ。用意していたお年とし頃ごろの娘らしからぬ罵ば倒とうの言葉は、アレクの不意打ちによる高評のせいで、喉の奥にうずくまったまま出てこなくなってしまった。

「だから最近俺はお前に対して、退団しろとは口にしてないだろうが」

「い、言われてみればそうですけど。わたしの顔に対する暴言は相変わらずですよね」

「俺は拒絶反応を堪こらえて、その冗じよう談だんみたいに綺麗な顔を拝むよう努めているんだ。暴言の一つや二つ大目に見ろ」

　たしかにここ二週間の間、アレクと目が合うことが度たび々たびあった。

（偶ぐう然ぜんじゃなかったのね。隊長なりに、歩み寄ろうと行動に移してくれたんだ）

　仏頂面の下に隠れた努力を思うと、感かん慨がい深ぶかいものはあるのだが。

「……上官の八つ当たりを受けることには、どうにも納得がいきません」

「なら無理やり納得しろ」

　こうも悪びれずに一いつ蹴しゆうされると、反はん撃げきする気が削そがれること甚はなはだしい。

「隊長くらいですよ、こんな美人を前にそんな悪態つくのは」

「残念だったな、自じ慢まんの顔によろめかない上官で」

「うわ嫌いや味みっ。言っときますけどこの顔にもそれなりの苦労はあるんですぅ」

「腹立つ語ご尾びやめろ。苦労ってのはどうせ男受けがいいとかだろ」

「簡単に言ってくれますが、これが結構大変なんですからね」

　オフィも純度満点の女子だ、異性からちやほやされて嬉うれしくないわけじゃない。

　ただ、

「昼夜を問わず、日常的に言い寄られたらどう思います？」

　自分の立場に置おき換かえているらしく、アレクが腕を組んで黙もつ考こうする。そのうちに、

「……地味に煩わずらわしいなそれ」

「ね？」

　それに輪をかけて煩わしいこともある。

「女は美人に対して厳しいんですよ。口では『お綺麗ですね』って褒めといて、こっちが『いえいえそんな』って謙けん遜そんすると、お腹の中ではそんなこと思ってないでしょうが、って敵認定する寸法なわけです」

　これが女め神がみ級きゆうのセラフィーネだと、人は妬ねたみや僻ひがみを抱いだこうとすらしない。

　美を追求して造られた石せつ膏こう像ぞうに嫉しつ妬としないのと同じで、相手との間に絶望的な差がある場合は比ひ較かく対たい象しようとみなさないからだ。

（わたしくらいの美人は、攻撃対象になっちゃうのよね）

　王女であることを秘密にしている以上、オフィは身分という武器で相手を退けられない。

　したがって女の世界──特に社交界では、レディたちから妬みの視線の一いつ斉せい掃そう射しやを浴びせられ、散々嫌味ったらしい言葉と態度をぶつけられてきた。

　そんな楽しいとはいえない実体験のおかげで、己の美び貌ぼう（変装時込み）が異性・同性にどの程度の影えい響きよう力りよくを及およぼすのか認にん識しきするに至ったわけだが。

「男はそういうのはあまりなさそうですよね」

「まあ女みたいに陰いん湿しつなものはないな」

　顔のことをねちねち言う男なんて、器うつわが小さいと思われるだけだしね。

「かくいう隊長も、仏頂面でもれっきとした美形ですし。あ、もしかしてしつこく女性に言い寄られたせいで美女嫌いになったとかですか？」

「ほとんどの女は、俺と目が合うと身を竦めるか後退する」

　言外に否定された。アレクの美女嫌いは女性のつきまといなどが発ほつ端たんではないようだ。

（でも理由をはっきり言わなかったのは、言いたくないからよねきっと）

　ならば追及すべきではない。人間誰しも、触ふれられたくない私的な部分はある。

　オフィはアレクが口にしていたクッキーを指さして、話を変えた。

「隊長、仏頂面のせいでせっかくのクッキーが、砂を嚙んでいるみたいに見えますよ」

「ちゃんとうまいぞ。お前も食うか？」

「えっ、と。じゃあ、いただきます」

　おすそわけは想定外だったがせっかくだ。オフィはクッキーに手を伸ばした。

　──うわっこれおいしい！

　鼻に抜ける粗あらめに砕いたアーモンドの香こうばしさ、バターのちょうど良い甘あま味み。

　口の中においしい幸せが広がればおのずと手が進み、気づいたときにはクッキーの袋ふくろはカラ。やってしまった。

「……すみません、おいしくてつい」

「菓子と酒、どっちが好きだ？」

　怒ど声せいか罵ば声せいが飛んでくると思いきや、アレクが発したのはどちらでもない質問。

「？　わたしは甘いものが好物なので、断然お菓子ですけど……」

「お前を評価できる点ができた。《セント・クロワ》は酒派が過半数を占しめるからな」

「そんな騎士の本分とまったく関係ないところで評価されても嬉しくないです！」

　テーブルを叩いて哮たけるオフィに、アレクは腹が立つほど尊大に言い放つ。

「騎士として評価して欲しいなら、俺にそうさせるだけのものを見せてみろ。言うまでもないが俺は嗜好以外甘くないぞ」

「仏頂面スイーツ将軍には、今に目にモノ見せて差し上げますから！」

「その意気やよし。……いや待て、その仏頂面スイーツ将軍ってのはなんだ」

「隊長の渾あだ名なに決まっていますっ」

「ふざけるな！　どうせならもっとうまそうな呼び名にしろ！」

　つっこむトコそこなの!?

　ぎゃいぎゃいと内容に重みのない舌ぜつ戦せんでやり合っていると。

　騒さわぎを聞きつけたのか、店内に引っ込んでいた女将がひょっこり顔を出す。

「盛り上がってるようだねぇご両人。今日はもう店を閉めちまおうか」

　この生ぬるい視線。十中八九、あらぬ誤解をされている。

　弁明したところで肝っ玉女将にはそうかいそうかい、と相手にされないのがセキノヤマ。『撤てつ退たいあるのみ』、二人の意見は珍しく一いつ致ちした。

　オフィとアレクが暇いとまを告げると、女将は「毎度～、二人でまたどうぞ！」と全力で誤解した見送りをしてくれた。次に訪ねた際になれそめは、と訊かれること必至だ。

「隊長が《セント・クロワ》の現げん役えき隊長だって、女将さんは知ってるんですか？」

「いや、下手に恐きよう縮しゆくされたくないからな。よほどの馴な染じみの店にしか言ってない」

「……ですよね」

　いかに肝っ玉女将とは言え、泣く子も黙る大騎士様と知りながらあの態度は取れまい。

「──あれ？　隊長、眼め悪かったでしたっけ？」

　隣となりを歩くアレクは、店を出るなり懐ふところから取り出した、縁ふちがほとんどない眼鏡をかけた。

　品の良いそれを人差し指で持ち上げつつ、アレクは「違う」と。

「視力に問題はない。これはただのガラスだ」

「じゃあなんでわざわざ？」

「俺に免めん疫えきのある人間の他は俺を直視すると恐がるからな。私生活でまで不必要に一般市民を怯おびえさせるのは本意じゃない」

「ならその仏頂面に、愛想をしつらえたらいいのでは？」

「……無理やり笑うとよけい恐がられる」

　これは過去にやって失敗したな。

「なんかすみません。……でも眼鏡は正解ですね」

　眼鏡で隔へだてることで、騎士をも怯ひるませる眼光の鋭い角が取れたように感じる。独特の威圧感は健在だが、普ふ段だんの三割ほどは軽減されているようだ。

「隊長って上うわ背ぜいはありますけど、あからさまに筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな大男ではないので。顔立ちも整ってますし、その姿だととても《セント・クロワ》の隊長格には見えません」

「喜んでいいものか微び妙みようだな」

「美人を連れて歩く男前かぁ、野郎のやっかみを買う典型的図式ですね」

「不本意にも程ほどがある」

　アレクが、にべもしゃしゃりもない言いようで斬きり捨すてた直後。彼の肩の下に、違う肩がぶつかる。

　肩の持ち主は男四人組みのうちの一人。全員、素行に難がありそうだ。

「ってえなぁ、どこ見て歩いてんだてめえ！」

「別べつ嬪ぴん連れ歩いて浮かれちゃってんじゃねえのー、なあ色男？」

　アレクが低くぼやく。

「言ったそばからか。お前いっそ仮面でもつけて生活したらどうだ？」

「そんな覆ふく面めん生活、まっぴらごめんです」

　顎あごを上げてそっぽを向くオフィに、アレクは無言で自らの荷物を押しつける。

「持ってろ、すぐ終わる」

「肩書きひけらかして追い払う方が手っ取り早いんじゃ？」

「それだと他に被ひ害がいが及ぶだろ。血の気が多い若わか僧ぞうには教育的指導をしておく」

　非番でも悪漢を放っておかないあたり、アレクはなかなかどうして仕事熱心である。

（向こうの男たちと隊長、たいして歳は違わないと思うんだけど）

　若僧呼ばわりの男四人組は、「女の前で恥はじをかかせてやるぜ」と意い気き込ごんでいる様子だ。

　ちんぴらが数人がかりだろうと、後おくれを取るようなアレクではない。帯刀はしていないが、懐にナイフかダガーは忍ばせているはずだ。出番があるかは怪あやしいが。

　黙もく視しを決め込んだオフィは邪魔にならないよう、アレクから距離を取る。

「あとはご自由に。行き過ぎた指導で、仮にも一般人の命を攫わないでくださいね」

「ぬかせ、俺がそんな下手を打つわけあるか」

　アレクの悠ゆう揚よう迫せまらぬ態度が癇かんに障さわったらしく、息巻いた男たちが襲いかかる。

「自らのバランスを保つための筋力がまずなってない。手と足の間合いも悪い、次」

　一歩たりとも動くことなく、アレクは二人を地面に転がす。

「親指を拳の中に入れたまま殴るやつがあるか。打った衝撃で折れるぞ」

（……なんかもう、指導というより……）

　癇かん癪しやくを起こした子供とそれを躾しつける親の様相を呈ていしている。要は喧嘩にすらなっていない。

「戦場じゃないんだ、突っかかる前に相手の力量を計れ。命を粗そ末まつにするな」

　最後は説教まで垂れたアレクは男らを片腕、それも手首から先だけで完かん封ぷうした。

　約束されたも同然の結末。しかしこうも一方的だと、のされた四人が不ふ憫びんでならない。

　汗あせの一筋も流さず事を収めたアレクは男らを悠ゆう然ぜんと担ぎ、通行の妨げにならないよう路みちの端に移動させる。後始末も抜かりない男だ。

「あとは王立騎士にきつく絞しぼってもらえば、素行も矯きよう正せいされるだろう」

「それってほぼ止とどめですよね……」

「俺はこいつらを引き渡すまで戻らんが、お前はどうする？」

「帰って大人しく戦利品を堪たん能のうします」

　オフィの返答にアレクは「大丈夫か？」と聞いてくる。一人になったオフィが、男に言い寄られることを気にしたゆえに出た質問だろう。

　思いがけず心配されて面めん喰くらったが、遅おくれてふんわりとした温かさが胸を満たす。

「大丈夫です。まとわりつく男を捌さばくのは慣れてますから」

「…………まあ、道中気をつけろ」

　了解ですと敬礼し、オフィはその場を後にする。

（初めて隊長とこんなに話したわ。……隊長、人のことをしっかり見てるのね）

　──大の苦手である顔のわたしでさえ、ちゃんと。

　上官との関係に好転の兆きざしが見えたことを喜ぶ一方で、少し面おも映はゆいと感じたオフィであった。
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　オフィが《セント・クロワ》に仮入団してから、一カ月が過ぎた。

　無理な走り込みをやめたことで体調不良はなくなっていた。とはいえ基き礎そ訓くん練れんと日課の素す振ぶりだけでも十分疲ひ労ろうしているのだが、最近では身体からだも少しずつ慣れ始めているようだ。

　今日も今日とて訓練を終えたのちに、オフィは執しつ務む室しつへとやって来たのだが。

「行くぞ」

　どこに？　訊たずねる暇ひまもなくアレクに首根っこを摑つかまれる。ひと月でアレクもだいぶ慣れたようで、鳥とり肌はだや吐はき気けをもよおすことなくオフィを扱あつかえるようになっていた。

　半なかば強制的に連れて来られたのは王城、オールドローズ宮きゆう殿でん。

　朝日を浴びるとき、夕ゆう陽ひを受けるとき、城全体が薔ば薇ら色いろに輝かがやく様さまは絶景と評される。

　訪おとずれる者を魅み了りようしてやまない美城を見慣れているアレクは、足を止めることなく廊ろうを進み、とある部屋の前で立ち止まった。

「すぐに済む。お前はここで待ってろ」

　そう言ってアレクは、抽ちゆう象しよう化かした何かの植物の葉を彫ほり込こんだ木き扉とびらの奥おくに消える。

（もう、用件ぐらい教えてよね）

　心の中で文句をこぼしながらも、オフィは命令に従って廊の端はしで待つ。

「あれ、もしかして君、《セント・クロワ》に入ったっていう美人すぎる新人ちゃん？」

　ぬっと現れ声をかけてきたのは制服姿の青年。意い匠しようは同じだが色は黒。王おう立りつ騎き士しだ。

　まともに相手をすると面めん倒どうね。オフィは言葉を発さず目礼して、視線を扉へ戻もどす。

「ほんとに美人だね～。今度ご飯行こうよ。僕、いい店知ってるんだ」

　形式的な態度で諦あきらめてくれるかと思ったが、相手は粘ねん着ちやく質しつなのか引き下がらない。そればかりか馴なれ馴なれしくオフィの肩かたに手を触ふれてきた。

（あーもーこういう軟なん派ぱ野や郎ろうって大っ嫌きらい！　普ふ段だんなら力づくで黙だまらせるのに！）

　何せ今は勤務中で相手は王立騎士。諍いさかいを起こすのは得策ではない。

　穏おん便びんかつ適当にあしらうか。──そう思った矢先。

「勤務中に女を口説くとはな。王立騎士団はそんなに暇だったか？」

　上から、低いが聞き取りやすい声が降ってきた。

「ロ、ローウェル隊長……！」

　狼ろう狽ばいする王立騎士にかまわず、アレクはオフィを庇かばうように立たち塞ふさがった。

　──こんな大きな背中になりたい。

　月日が経たつにつれて、オフィはそう思うようになっていた。

　アレクの騎士としての高い意識や姿勢などは称しよう賛さんに値あたいする。愛あい想そもへったくれもないが、おべっかづかいばかり上う手まい宮きゆう廷てい貴族たちより、よほど人間としてまともだ。

「時間を持て余しているなら、訓練を三倍にするよう俺が上に掛かけ合あってやるが？」

　顔面蒼そう白はくの青年が年ねん齢れい的には上だろうが、アレクは精せい鋭えいの一部隊を率いる隊長様。

　その地位にふさわしい、他者を圧あつ倒とうする風格に、青年は委い縮しゆくしきっている。

「し、失礼致いたしました！　ただちに持ち場へ戻りますっ！」

「賢けん明めいだな。それとこいつは《セント・クロワ》総隊長の縁えん者じやだ。生なま半はん可かに口説きでもすれば、総隊長と決けつ闘とう沙ざ汰たになりかねないぞ」

　ぞっとする光景を脳のう裏りに思い浮かべたらしい青年騎士は、顔面を青から白くさせて脱だつ兎とのごとく去っていく。

　小物だなと揶や揄ゆしたアレクは振り返るなり、オフィの後頭部をはたいた。

「痛っ、何するんですか!?」

「いつもの威い勢せいの良さはどうした。あんなのさくっと追い払え」

「相手は王立騎士ですよ。無下にすると隊長の立場が悪くなるであいたっ」

　またも同じところをはたかれて、オフィはアレクをキッと睨にらむ。

　恨うらみのこもった視線を受けても、アレクの仏ぶつ頂ちよう面づらは小こ揺ゆるぎもしない。

「思い上がるな。お前ごときに俺の面めん目ぼくが潰つぶせるか」

「人の心配をそんなばっさり斬きり捨すてなくてもいいじゃないですか！」

「他人の心配は一人前になってからやれ。半人前はまず自分の心配だけしてろ」

　不ふ遜そんな物言いのアレクの言葉が部下を慮おもんぱかるものであることに、オフィは遅おくれて気づく。

（なんだかんだで助けてくれたし……悪い人ではないのよね）

「用は済んだ、詰つめ所しよに戻るぞ」

「え、結局何をしに来たんですか？」

「いずれその時がくればわかる」

　言って、アレクが踵きびすを返したときだ。

「君が女性と向かい合って話をしているのを初めて見たよ、アレクシオ」

　どこからともなく流れてきたのは、穏おだやかな美声。

　誰だれかと思えば、艶つややかな黒くろ髪かみを背に流した青灰色の瞳ひとみの青年だった。名前をフェルディナント・クロフォードという。

　秀しゆう麗れいな顔立ちの美び丈じよう夫ふはハロルドの二つ年上の実じつ兄けい。王族公こう爵しやく領りようの一つ、南西部の広大なオルタンシア公領を治める若き青年公爵だ。

（う～ん。この品の良いい人が、勇ゆう猛もうの名を轟とどろかせていた叔お父じ様さまの嫡ちやく男なんとは思えない……）

　叔父である故王弟ラトウィッジは、第一王子ながら王立騎士団長に昇のぼり詰つめ、オースティンと共に『レーヌグランの双そう璧へき』と呼ばれたほどの豪ごう傑けつだ。

　しかし目の前にいる青年は戦場より薔ば薇らの庭園、剣けんよりピアノが似合う雰ふん囲い気き。

　フェルディナントは見た目も気き性しようも、侯こう爵しやく令れい嬢じようである母の血が強い。ちなみにハロルドは……武ぶはさておき中身は母親寄りのはず。イメージ上、父親寄りとは考えたくない。

「ご無ぶ沙さ汰たしておりますオルタンシア公爵閣下。お早いご到とう着ちやくですね」

　アレクが騎士の礼を取ったので、オフィも彼にならう。

「今年は冬季も比ひ較かく的てき天候に恵めぐまれ、不ふ逞ていの輩やからも現れず平和だったからね」

　この場合の不逞の輩とは、だいたいにしてソラール帝てい国こくからのならず者を指す。

　オルタンシア公爵領をはじめ、複数の領地は厳しい山脈に沿って存在するのだが、山脈の向こうはソラール帝国領なのだ。

「それはそうとアレクシオ、名前で呼んでくれてかまわないといつも言っているだろう」

「身分はわきまえておりますので」

「では公爵命令だ、敬けい称しようを禁ずる。かつ一いち人にん称しようも『私』と改めなくてよし」

「……権力の使いどころを間ま違ちがっていませんか」

「こうでもしないとお堅かたい君は名前で呼んでくれないからね。──ところでこちらの麗うるわしいレディは君の恋こい人びとかな？」

「まさか」

　アレクはフェルディナントの疑問を即そく座ざに否定した。肯こう定ていされても困るけど、こうも一いつ蹴しゆうされるとなんだか癪しやくに障さわる。

「彼女は総隊長の遠とお縁えんで、俺の従騎士です」

「お初にお目にかかりますオルタンシア公爵閣下。フローラ・アシュレイと申します」

「君は……」

　驚おどろいたように目を瞠みはったフェルディナントだったが、瞬まばたきする間にその目め尻じりは元に戻る。

「いや、驚いたな。ウィクリフ卿きようにこれほど美しい縁者がいたとは。しかしそうなると、アレクシオは試練を乗り越えて人生の春を……」

「迎えていませんし予定もありません」

　言い終わる前にきっぱりと断言したアレクに向かい、フェルディナントは朗ほがらかに笑えむ。

「まだだと言うなら私は協力を惜おしまないよ」

「とんでもない勘かん違ちがいをされておいででは!?」

　片や王族公爵、片や《セント・クロワ》の隊長。

　宮廷で顔を合わせる機会はあるだろうが、二人はもっと親しそうな間あいだ柄がらに見える。

（あのハロルドのことだから、当然親友を家族に紹介してるでしょうね）

　きっと自じ邸ていに招待して、三人仲良く酒盛りでもやったに違いない。

　という自分の勝手な想像は間違っていないと、両者の打ち解けた空気が教えてくれる。

「うちのよく言えば明朗快活、悪く言えば単たん細さい胞ぼうの弟が迷めい惑わくをかけていないかい？」

「いえ、ハルは明るくて腕うでが立ちますし、《セント・クロワ》でも人気者ですよ」

「あれが好き勝手できるのは君の冷静なフォローがあってこそ。すまないがよろしく頼たのむ」

「俺こそハルに助けてもらっていますから」

「あらあら、なんだか賑にぎやかね」

　気づけば階上に、神話に登場する美の女め神がみとみまごう絶世の美女の姿があった。

　優ゆう雅がな足取りで下りてきたセラフィーネに、フェルディナントがやあと声をかける。

「久しぶりだねセラフィーネ、息災そうで何よりだ」

「刺し客かくの数が激減しているおかげでね。わたくしにとって一番の不調の原因は、些さ事じの処理に時間を取られて政務が滞とどこおることだもの」
















　さらりと物ぶつ騒そうな裏事情を暴ばく露ろしてのける次期女王様である。

「とびきり美しい至高の薔薇には、毒を含んだ棘とげがあると理解したんだろうね。陛下ご自じ慢まんの後こう継けい者しやが美しいだけのはずがないことに皆みながどうして気づかないのか、逆に私は不思議だったけれど。そう思わないかいアレクシオ？」

「殿でん下かが美しく、権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけていらっしゃるのは間違いありません」

　失礼な毒の部分はやんわり否定し、アレクはセラフィーネに頭こうべを垂れる。

「セラフィーネ王女殿下、ご機き嫌げん麗しく存じます」

「アレクシオったら相変わらず目つきが物騒よ。素材はいいのにもったいない」

「生まれつきですので。それはそうと殿下、護衛の姿が見当たらないようですが？」

「『ついてきたらクビ』と言いつけて執務室に置いてきたわ」

「置いてこないでください！　御おん身みにもしものことがあったらどうされるのですか！」

「そんなことよりアレクシオ、こちらが話題の女性騎士じゃなくて？」

「そんなこと……。そうです。隊長付き従騎士として五番隊に配属されました」

　物申したい気持ちを堪こらえている様子のアレクを尻しり目めに、姉妹は「制服よく似合っているわ」「ありがとうございますお姉様」と視線で会話する。

　次に、血の繫つながりをおくびにも出さない儀ぎ礼れい的てきな挨あい拶さつを交わした。

「フローラ・アシュレイと申します。セラフィーネ王女殿下の美と英知はかねてより存じ上げておりました。本日こうして拝はい謁えつの栄えい誉よを賜たまわり、まこと恐きよう悦えつ至し極ごくにございます」

「女性の入団は喜ばしいこと。大変でしょうけれど励はげみなさい」

「恐きよう縮しゆくです、殿下」

「そうだセラフィーネ、陛下とオフィーリアの容態はどうだい？」

「陛下は本調子とはいかないまでも、いっときより回復されているわ。オフィーリアは相変わらず芳かんばしくないらしくて……」

　セラフィーネとフェルディナントが話をしている今のうちにと、オフィは会話を邪じや魔ましない小さな声で、横にいるアレクにふとした疑問を訊ねた。

「隊長、セラフィーネ王女殿下は平気なんですか？」

「殿下への感覚は、天使や女神が描かれた絵画を鑑かん賞しようするそれと同じだからな」

　同じ人とは思えない、ということか。

　セラフィーネの美び貌ぼうには、それこそ実の妹であるオフィでさえ目を奪うばわれる。美女嫌いにすら拒きよ絶ぜつ反応を起こさせないなんてさすがお姉様！

　──心中で吞のん気きに拍はく手しゆを叩たたいていたとき。

　ひゅっと、何かが空気を裂さく気配を感じた。

「殿下!!」

　オフィより早く異常を察したアレクが、上から落ちてきた何かを片腕で払はらいのける。

　床ゆかに叩きつけられると同時に、パリンと音がして割れたものは──

（花か瓶びん!?　どうしてこんなものが……）

　階段には手すりが付いているが、もちろんそんなところに花瓶は置かれていない。つまるところこの花瓶は、誰かが故意に落としたのだ。

　真下にいた、セラフィーネを狙ねらって。

「アシュレイ！　殿下とフェルディナント様のお傍そばにつけ！」

　命令を出すなり、アレクは目にもとまらぬ速さで階段を駆かけ上がった。

　残ったオフィは第二撃に備えて周囲を警けい戒かいしつつ、セラフィーネの無事を確かく認にんする。

「セラフィーネ王女殿下、お怪け我がはありませんか!?」

「平気よ。刺客が減ったと言ったばかりなのに、やってくれるわ。それにしても……花瓶を落とすなんて古典的で地味だけど、頭に直ちよく撃げきすれば致ち死し率りつは高いわね」

「古典的な手法を見直している場合ではないよ。何はともあれ、君が無事でよかった」

「殿下！」

　フェルディナントが安あん堵どの息を漏もらしたところで、刺客を追走していたアレクが戻ってきた。

「申し訳ございません、襲しゆう撃げき者しやを逃しました」

「顔は見えたの？」

「いいえ。周囲を確認しましたが、上には誰もいませんでした」

「犯行現場から逃げない、間ま抜ぬけな刺客はいないものね」

「私が傍にいながら殿下を危険に晒さらしてしまうなど、面目次第もございません……！」

　白昼の宮殿、それも複数の人間がいる場で花瓶を落とすなど想定外ではあるが、主君が襲撃されたのだ。

　その場に居合わせたアレクはセラフィーネに対して、最敬礼で謝罪を言上する。

「犯人は逃げた。そしてわたくしは無傷というのが今の結果よ。まずあなたはフェルディナントを部屋まで送り、その足で総隊長に報告して後を追わせなさい。今は人の少ない時間帯で目撃者は期待できないから、犯人特定は難しいでしょうけど」

　冷静に指示するセラフィーネに、フェルディナントが待ったをかけた。

「狙われたのは君なんだ。アレクシオは私より君を護衛すべきだろう」

「わたくしの執務室は目と鼻の先だからフローラに護衛してもらうわ。あなたも王位継承第三位の王族公爵。襲撃される可能性がゼロではないでしょう？」

「……わかった。くれぐれも気をつけるんだよセラフィーネ」

「ええ。アレクシオ、あとは任せるわ」

「御ぎよ意いにございます」

　アレクとフェルディナントの姿が見えなくなり、人の気配がないことを確認したオフィはセラフィーネに小声で問う。

「お姉様、刺客に心当たりは？」

「この国で一番命を狙われているのはおそらくわたくしだもの。心当たりならいくらでもあるわ。……中でもこの情勢で最も疑わしきは、フェルディナント擁よう立りつ派はかしらね」

「!!　でも……」

　花瓶を落とされたとき、用心するように促うながしたとき。フェルディナントは心底セラフィーネを心配しているように見えた。

　その彼が姉の命を狙うように指示したとは、オフィにはどうしても思えない。

「わたくしは幼い頃からフェルディナントを知っている。だから彼が王位に興味がないことも、わたくしに悪意を持っていないこともわかっている。その弟であるハロルドもね」

　でも、とセラフィーネは達たつ観かんした表情で続けた。

「彼の意思に関係なく、敗戦濃のう厚こうだった戦争で活かつ躍やくした英えい雄ゆうの嫡男を王に戴いただきたい。そう切望する者は今なお根強くいるわ」

　今から約二十年前に起こった、お隣となりソラール帝国との大規模な戦争。

　数においてレーヌグランは劣れつ勢せいだったにもかかわらず、勝利を収め、停戦条約を締てい結けつさせた。

　しかしその称しよう賛さんは当時軍の総大将だった王代理の母ではなく、勇猛の名を轟とどろかす王立騎士団副団長だったラトウィッジに向けられた。

　──今こそレーヌグランの王位継承における、長子相続制の伝統を廃はいすべき。

　もとより男子優位の風潮が強い宮廷では、そのような気運が一気に高まったという。

　だがしかし、これを真っ向から否定したのが、他ならぬラトウィッジだったのだ。

『我わが軍の勝利は王代理の知略があってこそ。これより先、私が玉座につくことはない』

　公言どおり、彼は姉が戴たい冠かんすると同時に、王立騎士団団長に就任した。

　姉の王たる資質を、政敵の御み旗はたであるはずの弟が唯ゆい一いつ認めていたとは。皮肉な話だ。

（まったく、他の連中はもっと本質を見み抜ぬく目を養えばいいのに！）

　歯は痒がゆさに拳こぶしを震ふるわすオフィに、セラフィーネはうっとりするほど綺き麗れいに微笑ほほえむ。

「大だい丈じよう夫ぶよ。わたくしは刺客ごときにこの命を奪わせるつもりはないから」

「なら護衛を四六時中はべらせておいてください。一人で出歩いちゃだめですよ！」

「善処するわ。ふふ、オフィは心配性ね」

　セラフィーネも護身術を身につけている。とはいえ本職に本気を出されたらひとたまりもないのだから、余計なくらい心配もする。

「それよりもわたくしの次に狙われるとすれば、王位継承第二位のあなた。虚きよ弱じやくの王女を屠ほふるために、危険を冒おかしてまで離り宮きゆうに忍しのび込む者はいないでしょうけど、念のため用心して」

「もしも刺客が襲おそってきたら返り討うちにしてやります」

「頼もしすぎるわね」

　少し困ったように笑うセラフィーネが「そろそろ執務室に戻るわ」と踵を返す。

　未来の女王の手を取り、オフィは階段を一段ずつ上った。




　その日、陽がすっかり暮れてから、アレクは一番館へ出向いた。

　セラフィーネが襲撃された件を報告した折に、総隊長から「話があるから仕事上がりに来い」と命じられたためで、本日二度目の来館である。

「ご苦労様です、ローウェル隊長」

　館の入り口で立りつ哨しようしていた騎士は、アレクを認めると引き締めた表情で敬礼する。事前にオースティンから知らされていたようで、用向きを言わずとも通してくれた。

　総隊長執務室の前に着くとアレクは扉を三回──入室確認を意味するノックをした。

「アレクシオじゃろう、鍵かぎはかかっとらんぞー」

　中からは気軽い声が返ってくる。アレクは扉を開けた。

《セント・クロワ》をまとめる総隊長の部屋は、他の隊長執務室より倍近く広い。執務机の両りよう脇わきに掲かかげられた国旗と団旗も、金の房ふさが付いた豪ごう華かなものだ。

　二番隊以下の質しつ実じつ剛ごう健けんな執務室と比べると、その権けん威いを知らしめるように内装が華はな々ばなしい。

「五番隊隊長、アレクシオ・ローウェル、推参致しました」

「そんな堅かた苦くるしい真ま似ねなんぞしとらんとこっちに来い」

　来客用の椅い子すにもたれたオースティンは、赤いワインの注がれたグラスを傾かたむけている。

「……執務室で何を堂々と酒盛りやってるんですか総隊長」

「終業時刻はとっくに過ぎとるからいいんじゃ。お前さんも一いつ杯ぱいやれぃ」

　アレクに拒きよ否ひ権けんはないとばかりに、オースティンは空のグラスをワインで満たす。
















　上官の酒を断れば、待っているのは「俺の酒が吞のめねーのか」という常じよう套とう句く。

　後が面倒なので、アレクは向かいの椅子に腰こしかけるとワインを一気に飲み干した。

「ほう、いつ見てもいい吞みっぷりじゃな」

「もう結構ですよ、どうせいくら吞んでも酔よわないので」

「ザルのせいで酒に酔えず、美女にも酔えず。お前さんもつくづく可哀かわいそうな男よのう」

「ほっといてください」

　いや、俺はこんな非生産的な会話をしに来たのではなく。

「総隊長、酒を酌くみ交かわすために俺を呼び出したわけではないのでは？」

「酒を酌み交わすために呼び出したと言ったら？」

「グラスを顔面に投げつけて引き上げます」

「お前さんが言うと冗じよう談だんに聞こえん。ヨボヨボジジイは労いたわらんといかんぞー」

「殺しても死なない化け物がアホ抜かさんでください」

　ジジイはともかく、《セント・クロワ》歴代最強と呼ばれ、現げん役えきの隊長たちを小こわ童つぱ扱いで手玉に取る男に、ヨボヨボはどう考えたって当てはまらない。

「かつての教え子が冷たい。おじーちゃんは悲しいぞ」

「騎士学院の特別講師であるあなたには世話になりましたが、孫になった覚えはないです」

「教え子はみな儂わしの孫じゃ。可愛かわいくてつい、からかいたくなるんじゃよ」

　歳としを重ねた屈くつ強きような戦士に、茶目っ気たっぷりにのたまわれても困る。

　アレクは思わず溜ため息いきをついた。オースティンはこと戦せん闘とうにおいては無類の強さを誇ほこり、戦場を軍神のごとく駆けるその姿には、惚ほれ惚ぼれするものがあるというのに。

（普段はつっこみどころ満まん載さいの、ひょうきんなじいさんとはな……）

「とまぁ、可愛い部下との楽しい掛け合いは仕し舞まいにして。本題に入ろうかの」

「……早さつ急きゆうにお願いできますか」

　精神的な重労働を終えたようにどっと疲つかれた。常に戦場での大たい将しよう面づらを保ってくれ、頼む。

「最近、王都周辺の街かい道どうで、商人や旅人を襲う盗とう賊ぞくの話を知っておるか」

「行く先々の菓か子し屋やで耳にしていました」

「……お前さん、密ひそかに王都に情報網もうを張っとるな」

「そのつもりはありませんが、結果として長くて早い耳を得ています」

　時として街人は、諜ちよう報ほう員いんよりも早く正確な情報を手に入れる。

　街人ならではのご近所付き合いと井い戸ど端ばた会議を侮あなどってはいけない。国一番の諜報員は奥様方。これまでの経験から、アレクの中ではそう結論づけられている。

　オースティンはグラスを卓たく上じように置いた。

「先日、儂は団長からその話を聞いておったんじゃが」

　現王立騎士団長とオースティンが旧知の仲とは耳にしていた。両者とも無類の酒好きで、よく一緒に吞んでいるとか。

「単刀直入に言うと、お前さんの隊にその盗賊を討とう伐ばつしてもらう」

「害がい獣じゆうや盗賊の討伐は、王立騎士団の仕事では？」

「急遽、団長から譲ってもらったのじゃ。セラフィーネ王女殿下にも許可はいただいておる。……これは、現場にいながら襲撃者を取り逃がしたお前さんへの罰ばつじゃな」

　犯人はまだ捕まっていない。主君を守ったとはいえ、あの場にいたアレクには犯人を確保できなかった責任がある。上官であるオースティンがアレクを罰するのはもっともだ。

「──その件については面目ございません」

「せめて人相がわかれば話は違ったが、それがかなわぬとなれば困難は明白じゃ。──狙われたセラフィーネ王女殿下の誕生会まで、あとひと月足らず。今日の件と盗賊に関係性があるのかはわからんが……。不安要素を潰せて部下への仕置きにもなる。これはお得と思ったんじゃよ」

　失態を演じたアレクをオースティンが揶揄するのは正論なのだが──最後の一言で威い厳げんも何もぶち壊しだ。

　残念ぶりが否いなめず、アレクは指で眉み間けんをほぐす。それから気を取り直して総隊長を臨のぞむ。

「此こ度たびの襲撃犯を取り逃がしたのは俺の落ち度。その任務、謹んでお受け致します。何より菓子屋を困らす不逞の輩には、個人的にきつい仕置きをくれてやりたいと思っていたのでちょうどいいです」

「……盗賊がちっとばかし気の毒に思えてきたのう」

　オースティンは苦い顔になるが、そのあとずいっと身を乗り出してきた。

「話は変わるが、儂のかわゆいフローラはどうじゃ、仲良くやっとるか」

「面と向かって会話できる程度にはとりあえずなりました。……従騎士としては、純じゆん粋すいな力比べや持久戦では体格的に分が悪いのは否めません。ですがあの瞬しゆん発ぱつ力りよくといい、速い太た刀ち筋すじといい、並みの相手なら十分に戦えるでしょう」

　評価を述べると、オースティンはうんうんとうなずきながら顎あご鬚ひげをしごく。

　妥だ当とうと安心しているそのわずかな隙すきを突ついて、アレクは言の葉の槍やりを投とう擲てきした。

「俺の性質を承知の上であれを預けたと知ったときは、殺意が湧わきましたけど」

「目が据すわっとるぞ、アレクシオよ……」

「手紙を受け取ったその日は本気で闇やみ討うちを考えましたから」

　アレクは当時の真しん剣けんさと恨みを込めて、『本気』をひときわ強く発音する。

「しかしまあ仕方なかろう、フローラはあれだけの美人なのじゃ」

「おかげで自隊員には手を出したら即そく除隊と命令を出しましたよ。どうやらうちの隊以外にも、あれの美貌は知られているようですが」

「そうじゃろうとも。この間も宮廷で、どこぞの貴族がフローラとの見合いをせがんできてな。儂と決闘して勝てば見合いをさせてやると言ったら、すぐ逃げたわい」

「総隊長との決闘なんて本職の騎士でも逃げるでしょう、死し刑けいと同義ですから」

「ふおっふおっふおっ、まだまだ若いもんには負けられんからのう」

　まだまだって、あんたどんだけ現役続行する気だ、生しよう涯がい現役か。

　アレクは十年後あたりの未来を想像してみた。……この化け物なら十分あり得る。

「それはまあいいとして、総隊長。なぜ彼女を《セント・クロワ》に入れたんですか？」

「なんじゃ、不服か」

「この数十年で時勢は変わりましたから、そうやすやすと開戦はしないでしょう。ですがソラール帝国との緊きん張ちよう状態は続いています。王立騎士団はまだしも《セント・クロワ》は国王の精鋭部隊。正騎士ともなれば、開戦の折は前線に赴おもむくことになる」

　王立騎士団の実戦部隊とてそれは同じだが、あちらには後方支し援えんなど、比較的危険の少ない部隊もある。同じ騎士でも、王立騎士の方がまだ安全が保障されているのだ。

「何よりも粗あらっぽい騎士の世界より、彼女には華やかな社交界の方が似合うはず」

　ごつい野郎相手に組手をするより、ワルツを踊おどっている方がよほど様になる。それに黙っていれば飾りけのないワンピースでさえ絵になる女だ。着飾れば、そんじょそこらの貴族の娘むすめでは太刀打ちできないほど美しい令嬢になるだろう。

　そう考えるのが自然だと思ったからこそ、アレクはオースティンにあえて訊ねた。

「……儂はもともと、あの子を騎士にする気はなかった」

　オースティンは思い出に浸ひたるように、一度瞼まぶたを閉じる。

「フローラの母親に頼まれ、儂は彼女の師となり鍛きたえた。じゃが本当は『諦める』と言ってくれることを望んでおった。結局あの子は弱音らしい弱音さえ吐くことはなかったが」

「そうでしょうね。……あれで、なかなか根こん性じようのある奴やつですから」

　立ちはだかる壁かべを前に、前進か挫ざ折せつかの選せん択たくを新人は必ず迫せまられる。だが前進しようと向上心を燃やしたところで、身体がついていかないのが現実だ。

（新人、それも女子なら先に身体を休めるのが当たり前だろうに）

　アレクも新人時代を経験してきている。それゆえ仮入団直後がいかに体力的にも精神的にも削けずられるかを、身をもって知っている。

　己おのれの不ふ甲が斐いなさを顧かえりみて、日中の訓練後にぶっ倒れるまで走り込むなんて真似、やろうと思ったところでそうそう実行できるものではない。

「剣技はともかく、体力・経験共に厳しいことは予想がついておった。そこはジジバカ心で、あの子には言えんかったがな。……いや、たとえ言うておったとしても、あの子は《セント・クロワ》の騎士を諦めるという道は選ばんかったじゃろう」

「危険を伴ともなうとわかっていながら、何がそこまで彼女を駆り立てるのでしょうか」

「それは儂にもわからん。──じゃが儂はたとえ血族だろうと、ふさわしくない者を《セント・クロワ》に入れるほど耄もう碌ろくしてはおらん」

　オースティンから、孫を愛めでる好こう々こう爺やの影かげが失うせる。代わりに表立つのは、総隊長としての冷静で風格のある表情だ。

「フローラの《セント・クロワ》の騎士になるという決意と覚かく悟ごは本物じゃ。あの子は挫くじけても泣いても努力をやめん。今までも、これからもきっとの」

　信じているだけと言うには、それはあまりに確信に満ちたものだった。
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　穏おだやかな陽気の昼下がり。

《セント・クロワ》の本部へと続く石いし畳だたみが敷しかれた道を、オフィは両手に荷物を抱かかえて足早に歩いていた。

『糖分不足だ。可か及きゆう的てき速すみやかに甘いものを仕入れてこい』

　執しつ務む室しつに入るなり、アレクはオフィに挨あい拶さつではなく命令を下した。

　──昨日買ってきたばっかりですけど!?

　という言葉は吞のみ込んだ。アレクの糖分の消しよう耗もうが激しい理由を知っていたからだ。

　大人しくオフィは城下でお菓か子しを購こう入にゆうしてきたわけだが……あれもこれもと選んでいるうちに、すぐにでもお茶会が開けそうな量になってしまった。

（あの甘党だもの。多いぶんには文句は言わないわよね）

　なんなら自分も消化を喜んで手伝おうと企くわだてていた道中。宮きゆう殿でんよりも淡あわい色調の薔ば薇ら色いろの石で造られた王室教会を通り過ぎようとしたオフィは、穏やかな声に呼び止められた。

「ごきげんよう、レディ・フローラ」

「オルタンシア公こう爵しやく閣かつ下か」

　荷物を置いてお辞じ儀ぎをしようとするオフィに、「そのままでかまわないよ」とフェルディナントはにこやかに笑う。

　ハロルドとはまた別の意味で、彼も王族公爵家当主らしくない気さくな人だ。

「この間はセラフィーネを護衛してくれてありがとう。その後は何事もなかったかい？」

「はい、隊長によると、あれから不ふ審しんな動きはないようです」

「ならばよかった。セラフィーネほど王にふさわしい人物はこの国にいないし、何より彼女は大事な従妹いとこ。何かあっては困る」

　胸を撫なで下おろすフェルディナントの表情は心底ほっとしたときに浮うかべるものだ。

　それを見れば彼が本気で心配していたと、どれだけ鈍にぶい人間でもわかる。

　やはりフェルディナントがセラフィーネをどうこうしようとするはずがない。オフィは改めて確信する。

「それにしてもすごい量だ、運ぶのを手伝うよフローラ。……失礼、レディ・フローラ」

「どうかお気き遣づかいなく。それと閣下さえよろしければ、フローラとお呼びください」

「馴なれ馴なれしくてすまないね。……この間も思ったんだが、やはりこうして間近で見ると、君はどことなく王配殿でん下かと印象が重なるな」

（っ!?　うそっ、バレた!?）

　喉のどから出かかった悲鳴を、オフィは根こん性じようで押おし殺ころす。が、腹の中は、地じ震しんと竜たつ巻まきと雷かみなりがいっぺんに起こったような恐きよう慌こう状態真まっ只ただ中なかである。

（なんでどうして!?　そりゃわたしはどちらかと言えばお父様似らしいけど!?）

　王配である父は二十年前の終戦後に婿むこ入いりしてきた、ソラール帝てい国こくの第四皇子。オフィが物心つく前に病やまいで早そう逝せいしたのだが、とても聡そう明めいで穏やかな人だったそうだ。

　──お母様やお姉様に似ていないからって、油断してた。

　父は他国の皇族出身のためあまり顔は知られていない。だが従兄いとこにとっては義理の伯お父じである。

（騎き士し学院に入学して社交界から足の遠のいたハロルドとは違ちがって、フェルディナントはお父様に会う機会が度たび々たびあったはずよね!?）

　フェルディナントは王弟子息だ、国王夫妻に目通りすることを当然許されている。

　臣下の中の誰だれより近くで、なおかつ血の繫つながらない立場で女王の伴はん侶りよを映したその碧へき眼がんは、実の娘むすめも気づかない父の面おも影かげを『フローラ』に見み出いだしたのかもしれない。

　王配の血を引く者はレーヌグランでは二人の王女だけ。そのうちの一人で、顔を知るセラフィーネを除けば答えは一いつ択たくで……

（──ええいっ、思し惟いの沼ぬまにはまってないでいったん落ち着けわたし！）

　まだバレたと決まっていない。なのに焦あせったら怪あやしまれていないものも怪しまれる。

　女は度胸。オフィは対社交界用に叩たたき込まれた技わざを応用し、冷静な表情と声を作り出す。

「そう、ですか。申し訳ありません、わたくしは王配殿下のご尊顔を存じ上げませんので」

「いやこちらこそ不ぶ躾しつけなことを言った。亡なき義伯父おじ上うえは、見事な赤毛と緑の瞳ひとみをお持ちだった方でね。君の髪と瞳の組み合わせが似ていたんだ」

　それでつい。少し気き恥はずかしそうな笑いを浮かべるフェルディナントに、オフィを探さぐるような素そ振ぶりは露つゆほどもなかった。

　印象が重なったのは、どうやら外見の色しき彩さいが原因らしい。言われてみれば納なつ得とくだ。

（寿じゆ命みようが縮ちぢんだわ……。心臓に悪いったらないわね）

　事あるごとに身分を隠かくしているが、虚きよ弱じやくの触ふれ込みの姫ひめと、健康優良児を結びつける人間はそういない。王配を切り口になどそれこそ皆かい無むだ。

　オフィは元来、隠し事は得意分野ではないので、こう直裁につっこまれると肝きもが冷える。

「閣下にそのように思っていただけて光栄です。ときに、閣下はお一人でどちらに？」

「護衛にはこの先で待機してもらっているんだ、父上にはゆっくり挨拶をしたいからね」

「お父上に……それでこちらにいらしたのですね」

　すぐ右手にそびえる王室教会。ここの霊れい廟びようには代々レーヌグランの王統が祀まつられている。

　八年前にラトウィッジは自ら団長職を辞したらしい。ハロルドの産後から調子が優すぐれず、オルタンシア公領で静養する夫人に付つき添そいたいというのが理由だったとか。

　その一年後、叔父は領地へ向かう道中で落石に巻き込まれ、命を落としてしまったのだ。

「父上が亡くなったと聞かされたときは信じられなかった……正直今でもね」

「今でも、ですか？」

「亡くなってもう七年が経たつのに、未いまだに父上が馬ば蹄ていを響ひびかせて帰ってくる気がしてならないんだ。……父上はあのウィクリフ卿きようと並び称しようされる強つわ者ものであらせられたから」

　そう言って、王室教会を眺ながめやるフェルディナントがどんな表情をしているのか。彼より背が低いオフィにはわからない。それでもその声からは、喪そう失しつ感かんがひしひしと伝わる。

　──そう感じたときだった。フェルディナントの背後に、揺ゆらめく黒いモノが見えたのは。

（黒い影かげ、いいえ、靄もやみたいな……？）

　瞬しゆん間かん、オフィの心の上に刻まれた金十字の紋もん様ようが急に熱を発する。直じかに炎ほのおであぶられるような熱さに、反射的にオフィは左胸を押さえつけた。

　こんなことは未だかつてなかったが──

（……何か、いる？　ヒトじゃない……？）

　漠ばく然ぜんとした、それでいて確信めいた予感。未知なる正体を確かめようと、オフィは瞼まぶたを乱暴にこする。

「ずいぶん話し込んでしまったな、私はそろそろ行くとしよう」

「閣下っ、お待ちください、後ろに……！」

「後ろ？」

　目を離はなしたほんの一いつ瞬しゆんの間に、黒い靄は影も形もなくなっていた。

　帯びていたはずの熱も噓うそのように消えている。自分は白はく昼ちゆう夢むでも見ていたのかと、奇き異いな思いにとらわれたオフィは言葉を濁にごす。

「……ええと、今、黒い何かが……」

「黒？　私の髪のことかな？」

　艶つややかな黒くろ髪かみを一ひと房ふさ手に取る、フェルディナントの顔には淡い微び笑しよう。声は穏やか。

　平常どおりの従兄からは、何かごまかさんとする暗さは微み塵じんも感じられない。

「私たち兄弟の黒髪は父上譲りでね。それがどうかしたかい？」

「……いえ、気のせいだったようです。失礼致いたしました」

　自分の中でそう咀そ嚼しやくして、オフィは頭を下げる。

「お引き止めして申し訳ありませんでした。皆みな様さまによろしくお伝えください」

「伝えておこう。ああそうだ、次からは君も私を名前で呼んでくれてかまわないよ」

「ありがたいお言葉ですが……」

　男だん爵しやく令れい嬢じようという設定上オフィは恐きよう縮しゆくの態ていを取るが、フェルディナントは譲らなかった。

「君は弟と、弟の親友が大事にしている部下だ。私も仲良くなりたいから、名前で呼んでくれると嬉うれしい」

　この下心ゼロの好意とやわらかい表情、年とし頃ごろの乙女おとめなら即そく陥かん落らくだろう。

　顔も家いえ柄がらも性格も文句なし。これが『理想の王子様』ってやつかと、オフィは心の中でひとりごちる。

「……仰おおせのとおりに、フェルディナント様」

「ありがとうフローラ。それでは怪け我がをしないように励はげむんだよ」

　優やさしさ満点の笑え顔がおを残していったフェルディナントをオフィは見送る。

　そのあとは呼び止められる前よりも速度を上げて、本部へと向かった。




　ところ変わって、五番館の執務室。

　閉めている窓を突き抜けてくる、腹の底から振ふり絞しぼった掛かけ声ごえと剣けん戟げき音おんを聞きながら、アレクは書類に目を通していた。

　──コンッ、ココン、ココン。

　独特のリズムを刻むノック音。

（……ハルか）

《セント・クロワ》の詰つめ所しよは隊長の執務室に、立りつ哨しよう兵へいを配していない。

　本部の置かれた敷しき地ちに出入りできる者は限られている。それにたとえ間かん者じやが紛まぎれ込み襲しゆう撃げきしてこようと、制圧しうる実力を自負しているからだ。

　アレクは書類から視線を上げずに、「開いてるぞ」と声だけ飛ばす。

「お疲れ、例のもんもらってきたぞ～」

「悪いな」

　ハロルドから受け取ったのは、セラフィーネ王女誕生会会場の警備配置図。

　宮殿内外の警備は平常どおり近衛このえ隊たいが務める。《セント・クロワ》の任務は、セラフィーネの直接警備と会場内の警備だ。直接警備に関しては二番隊が行うので、アレクたちは主に監かん視しの目を光らせることになるだろう。

　ただ、当日一番隊は離り宮きゆうで療りよう養よう中ちゆうの女王の警備にあたり、長期任務で不在の隊もある。

　先日セラフィーネが襲撃されたこともあって、王立騎士団からも人員が駆かり出だされる手て筈はずになっていた。

「楽しみだよな～セラフィーネの誕生会。うまいもんいっぱい出るだろうし」

「それ公爵令息の台せり詞ふじゃないぞ。そもそもお前は当日警備する側だろうが」

「毒見も仕事の一いつ環かんだって」

「いやそれ部署違うだろ」

「まーまー堅かたいこと言わずに。なんにしても、とっとと盗賊討伐の案件を片付けたいよな」

「あとは偵てい察さつからの報告待ちだ。数日中に片かたが付く」

　アレクは手にしていた書類をハロルドに渡す。

　執務机に腰こしかけたハロルドは読み終えるなり、ふへぇと気の抜けた声を上げた。

「北の森か。あそこは使われてない狩しゆ猟りよう館かんがあったっけな」

「怪しい人物を見かけたって情報もあるし、そこが拠きよ点てんでほぼ間ま違ちがいない」

「よくもまあ、この短期間で割り出したもんだ」

「略りやく奪だつした荷物を運べる距きよ離りで、複数の輩やからが身を隠せる場所となると限られてくる」

「オレが警備の打ち合わせに参加してる間に割り出しちゃうとは。おみそれしました」

「ハルがそっちを請うけ負おってくれたからな、おかげで助かった」

　なんか礼しろよ～と軽快に笑うハロルドに、アレクは書類に載のっていない情報を明かす。

「ただ目もく撃げき者しやによると、盗とう賊ぞくは外国語を話していたらしい」

「不法入国者ってこと？」

「正規の手続きは踏ふんでいないだろうからな。しかしそうなると腑ふに落ちない」

「何が？」

「不法入国のルートは大きく三つ。国境、海、山のいずれかだ。まずよほどの阿あ呆ほうか命知らずでなければ、国境警備隊が守りを固める国境は避さける」

　捕つかまって五体満足で強制送そう還かんならいいが、首と胴どうが離れた状態で無言の帰国もあり得る。

「船を持ってるならわざわざ陸に上がる必要ねえし……」

　そこでハロルドがハッとする。あまり考えたくない可能性に気づいたようだ。

「残るは山やま越ごえ？」

「なだらかとは言えない山脈に阻はばまれるから簡単じゃないが、不可能ではない。だが成功しても領地の検問所で引っかかる。強行突とつ破ぱしていれば報告が王都に届くはずだが、それがないとなるとこちら側の人間が手引き、あるいはなんらかの思おも惑わくがあって見み逃のがしたか」

「おいおい、ただの盗賊討とう伐ばつが雲行き怪しくなってきてない？」

「推測の域を出ないが、殿下が襲撃され、誕生会も近いとなるとな」

　──床とこに臥ふして三年。女王は第一王女の誕生会で、存命退位と譲じよう位いを表明する。

　今年に入ってからというもの、宮きゆう廷ていではそんな噂うわさがまことしやかに囁ささやかれていた。

「陛下譲りの政戦の才覚を持つ殿下を疎うとんじる古ふる狸だぬきは少なくない。それに優ゆう秀しゆうな君主は他国にとっては障害と同義だ。内も外も警けい戒かいするに越したことはない」

「……兄ちゃんを王に、って動いてる奴やつもいるかもなんだよな」

「…………」

　安易に否定もできず、アレクは沈ちん黙もくした。

　亡くなってから七年が経った今でさえ、ハロルドの父を指示する臣下がいることを、アレクとて知っている。

　息むす子こたちの与あずかり知らぬところで、不ふ穏おんな行動を起こす輩がいないとは断言できない。

「──お前は騎士だ。なら迷わず己おのれの使命をまっとうすればいい」

　アレクは左胸の記章を拳こぶしでドンッと叩く。

　騎士の使命の最たるは、国に害成す脅きよう威いを排はいすること。

　そして救国の英えい雄ゆうシギスマンドを掲かかげた《セント・クロワ》の精神は、〝他人の窮きゆう地ちに昂こう然ぜんと立ち向かい救済する〟こと。

　自分たちが成すべきことの根源は『守る』。ただそれ一つのみ。

「そだな。オレは何があってもセラフィーネを裏切らねぇし、命に代えても守る」

　自分と同じように記章を叩くハロルドがことさら明るく笑う。普ふ段だんのくだけた口調は変わらないが、声こわ色いろはいつになく真面目だ。

　ハロルドは騎士学院時代から《セント・クロワ》しか眼中になかった。

　その動機を、アレクはいつぞや酒に酔よった彼から聞いた覚えがある。

　──セラフィーネが外面を気にしないで話せる馬ば鹿かが、一人くらい傍そばにいないとな。

　だからなのかとアレクは思った。

　大国レーヌグランの次期女王に定められたセラフィーネに、ハロルドはあくまで自然体を貫つらぬいている。

　誰からも敬うやまわれ傅かしずかれる君主にとって、自らを繕つくろわずにいられる存在は貴重なもの。

　セラフィーネが従兄とはいえ臣下であるハロルドの態度を咎とがめようとしないのも、彼の気持ちを承知の上だからなのかもしれない。

「そういや、『春はる色いろのじゃじゃ馬』はどこ行った？」

　話題を変えたハロルドが室内のあちこちに視線を運ぶ。ここかー？　長なが椅い子すの下を覗のぞき込むハロルドに、アレクは猫ねこじゃあるまいしそんなところにいるかとつっこむ。

「買い出しに行かせた。それよりハル、その渾あだ名なで呼ぶのはやめろ」

「いいじゃんぴったりの渾名だし」

　そう言われてしまってはぐうの音も出ない。アレクは額に手を当て溜ため息いきをつく。

　入団当初、フローラには『薔薇の君』『エメラルドの天使』といった渾名が付いていた。

　だがしかし、血気盛さかんな騎士相手に一歩も引かない気の強さと負けん気から、いつしか『春色のじゃじゃ馬』という渾名が定着してしまったのだ。

「で、アレクから見て、フローラのこのひと月の成長はどうよ？」

「めざましいとは言わんが本人にやる気があるし、努力をしているぶん着実に成長している。度胸はもともと新人の域じゃなかったしな」

　稽けい古こをつけてやったことも何度かあった。そこでアレクが驚おどろいたのは、跳はね上がりのフローラが稽古の最中はアレクの指し摘てきを至し極ごく素す直なおに聞き入れることだ。一つも聞き逃さないといわんばかりの真しん剣けんさにこっちも熱が入った。

　強さを吸収することに貪どん欲よくで努力家の彼女は、これからもっと伸のびるだろう。

「そうかそうか、よしアレク、フローラを嫁よめにもらえ」

　ぶっ飛んだハロルドの提案に、アレクは椅子からずり落ちそうになった。

「……お前の思考回路がどうなっているのか、俺には甚はなはだ疑問なんだが」

「いやだって、アレクにビビんない女なんて三番隊長を除けばフローラぐらいだろ」

「ビビるどころか、俺にガンくれてきたぞあいつは」

「それに何より、フローラには美び女じよ嫌ぎらいの症しよう状じようが出なくなってるじゃんか～」

「この先ずっと顔を合わせないわけにいかないから死ぬ気で耐たい性せいをつけただけだ。だいたい俺の好みは慎つつましやかな女であって、あんながさつなじゃじゃ馬は論外だ」

「がさつではないだろ。立ち居や飲み食いをよく見りゃ、ちゃんと礼れい儀ぎ作法習った貴族の令嬢ってわかるし。髪や爪つめの手入れもきっちりしてて、むしろ女子力高いぞ？」

　そのあたりをきちんと見てるのか。

　普段は庶しよ民みん的てきすぎて忘れがちだが、こういうときにハロルドが王位継けい承しよう権けんを持つ王族構成員なのだと思い出す。

「聞いた話じゃ、女子隊員の間でもフローラは『突き抜けた美人なのに、媚こびないところが格好いい』って、憧あこがれ度数が絶賛上じよう昇しよう中ちゆうらしいぜ」

「あいつは性別を間違えて生まれてきたとしか思えん」

「絶世の美形騎士か。あー想像したらすげえ敗北感！」

「勝手に落ち込んでろ」

　ハロルドはアレクのぶった切りなど意に介かいさず、主張を続行する。

「まぁなんにせよ、アレクの嫁になる女には、お前を無理やりにでも止められる威い勢せいの良さが必要だと思うぜ～？」

「なんでだよ？」

「お前なまじ仕事できるから黙だまって無茶するもん。この案件だって誰もアレクのせいで回ってきたと思ってねえのに、一人でほぼほぼ片付けちまうし」

　こんなふうにな？　と、ハロルドは先ほどの書類をペラペラ揺する。

「でもまーアレクがいらないってんなら、オレが狙ねらっちゃおっかな～」

「お前はああいうのが好みなのか？」

「おんやぁ、気になるぅ？　むふふ、自分の気持ちに素直になれよアレクちゃ～ん♪」

　からかい口調にニタニタ顔。完全におもしろがってるなそうかそっちがそうくるなら。

「木もつ剣けんじゃなく真剣で一ジ騎ユ打ツちトやるかハル？」

　鉄面皮に今年一番の笑顔をへばりつけて、アレクは脅おどしをかける。

「笑顔が冷たい黒い恐こわい！　つーかそれもう死し刑けい執しつ行こうだから！　まじで勘かん弁べんしてっ!!」

　いつも能天気なハロルドがこうも慌あわてふためくのは珍めずらしい。

　同期といえど、十三歳から八年余り最前線で戦ってきたアレクが実力では上位。さすがのハロルドも、その点においてはアレクを恐おそれている。

「冗じよう談だんだ。俺には親友を手にかける動機も趣しゆ味みもない」

「は～寿命が尽つきたかと思った……。ま、当のフローラは今んとこ仕事一筋みてーだけど。この間も他隊の子し爵しやく家け出身騎士の求きゆう婚こんを一いつ蹴しゆうしたらしいし」

「どこで仕入れたそんな情報」

「木こ陰かげでうずくまってたから、体調が悪いのかと思って声かけた瞬間に泣きつかれてさ～。オレもどうせ泣きつかれるならむさ苦しい野や郎ろうより、別べつ嬪ぴんなフローラのがいいんだけど」

「あれが泣きつくようなタマか」

「だよなぁ～」

　肩かたを落として残念がるハロルドの横を素す通どおりしたアレクは長椅子に寝ね転ころがる。

　ここ数日は徹てつ夜や続き。仕事も一段落したし休きゆう憩けいしてもいいだろう。

「俺はしばらく休む」

「なら留守番しといてやるよ。ゆっくりおやすみ～」

　向かいの椅子に腰かけるハロルドに「ああ」と返し、アレクは目を閉じた。




　五番館に戻ったオフィは、歩ほ幅はばを狭せばめず廊ろうを歩く。

　途と中ちゆうで「おうアシュレイ、買い出しか」「お疲つかれさん」と声をかけてくる同隊員らに挨拶を返しつつ、執務室に到とう着ちやくした。

「ただいま戻りまし……」

「おぅ、おかえり～」

　入室するなり、手を振りながら出で迎むかえてくれたのはハロルド。副隊長の彼が執務室にいるのは当たり前なのでそこは特に驚かない。が、いつもと違い声がかなり控ひかえめなのが引っかかる。

「副隊長、隊長は……」

　どこ、と問う前に、オフィの目に長椅子で横になるアレクの姿が映る。

　ハロルドが人差し指を立てた。静かに、という仕草だ。

「しばらくそっとしといてやって。ここんとこ徹夜だったからさ」

「徹夜の原因は、総隊長からていよく課せられた任務めんどうごとのせいですよね」

「まあな。襲撃犯を確保できなかったのは自分の失態だっつって、できる限り他の隊員に仕事を振らないようにしてたし」

　ちらりとオフィは長椅子に視線を落とす。アレクの瞼は落ちたままだ。普段は気配に敏びん感かんなのに起きないなんて、よほど疲れていたのだろう。

　オフィは仮か眠みん用ように備えられた上うわ掛がけを手に取り、寝転がっているアレクにかけた。

「最初の険悪ぶりからは想像もつかない図だな」

　様子を黙って見物していたハロルドがからかうような声で言う。オフィは唸うなった。

「……餌え付づけは恐ろしいと実感する今日この頃ごろです」

「あ～菓子は万ばん人にんで分かち合うべしってアレク特有の施ほどこし精神な」

「最近じゃ、わたしが怒おこってるときにあえて渡してくるんですよ。そうすればわたしがほだされると思って。その手に乗るかと思うのに、甘い誘ゆう惑わくに勝てない自分が憎にくい」

　オフィは眠ねむっているアレクをじろっと睨ねめつける。

　さすがに寝ねているときは眉み間けんに皺しわも寄らないようで、その表情は幾いく分ぶん和やわらいでいた。元は美形なのだから、いつもこうしていればもっと女性も寄ってくるだろうに。

「けど餌付けされただけでそこまで懐なつかないだろ？」

「なっ、懐いていません！」

　否定の声が思いっきりうわずってしまう。

　へ～？　と語ご尾びを上げるハロルドの顔がニヤついているので、オフィはいたたまれずに視線を泳がせた。

（しょうがないじゃない、最初が最初だったんだから……）

　ハロルドの言うように懐くとまではいかない。それでもオフィが先ごろからアレクに好意的になっているのは本当だ。自分でもしっかり自覚している。

　アレクの訓練は厳しいが、彼は相手の癖くせを見み抜ぬく能力に長たけているため、改善点の指摘が的確で非常に参考になる。それに見た目の冷れい淡たんさとは裏腹に、それとなく隊員一人一人を気にかけているのだ。

　そんな面めん倒どう見のいい上官相手に、悪態の一つや二つを根に持ち続けるほど、オフィはひねくれていない。

（だからってその親友相手に肯こう定ていするのは恥はずかしすぎる！）

「相変わらず人に暴言を吐はきますし、上から目線で厳しいですし！」

「あ～はいはい、懐いてねえのな。わかったわかった」

　まくしたてるように否定を重ねてみてもまったく相手にされない。動どう揺ようを隠しきれなかった自分をオフィは呪のろった。

「じゃ、フローラが懐かない理由の一つを解消する話をしてやる」

「懐かない」をわざとらしく強調されて、オフィはますますいたたまれなくなる。お願いだから羞しゆう恥ちを煽あおるのは勘弁して。

「アレクが美女嫌いになった原因な。まぁ座れ」

　オフィが空いている椅子へ腰を下ろすと、ハロルドは小声で話し始めた。

「アレクの父親はあいつが五歳のときに流行はやり病やまいで亡くなった。家か督とくを継承できるのは十三歳からで、跡あと取とりの兄貴はそんとき十二。だからその間、母親が伯はく爵しやく代理になったわけだ」

「……あのー、隊長の美女嫌いとお家事情になんの関係が……」

「関係大アリだ。なんせアレクが美女嫌いになったのは実の母親のせいだからな」

「えっ!?」

　驚いたオフィは大きな声を上げてしまう。

　慌てて口を両手で覆おおってアレクを見やるが、彼の目は変わらず閉じたままだった。

「自分の母親って、どうして……」

「なんでも伯爵家当主の権限が自分のものになった途と端たんに豹ひよう変へんしたんだと」

「豹変？　どんなふうにです？」

「莫ばく大だいな財産を湯水のように使っての豪ごう遊ゆう三さん昧まいから始まって、そのうち夜会と称して若い男を連れ込みだし、衰おとろえ知らずの美び貌ぼうで誑たぶらかしては愛人として囲うようになったとか」

「……堕だ落らくの典型じゃないですか」

　しかし名門伯爵家のそんな醜しゆう聞ぶん、耳にしたことがない。その手の噂が大好物の宮廷で、話題に上らないはずはないのに。

「ま、幸いにも一年後に兄ちゃんが家督を正式に継ついだおかげで、財政が逼ひつ迫ぱくする前に建て直せたっぽい。醜聞も使用人たちのおかげで外部に漏もれるのを防げたみたいだし」

　使用人たちが己の仕える家の名めい誉よ、そして次期当主たちの未来を守るために奔ほん走そうしたことで、宮廷人のあまり質の良くない俎そ上じように載せられずに済んだようだ。

「ちなみに、隊長のお母様は……」

「精神が少なからずおかしくなってたそうだからな。療養の名目で、領地の辺境に今も幽ゆう閉へいされてるらしい。……幼いアレクの心に深い傷を残しくさったんだ、当然の報むくいだな」

　見たことのないハロルドの険しい表情に、異様な迫はく力りよくを感じてしまう。この手は怒らすと恐いタイプだ。

「副隊長は、隊長が大事なんですね」

「そりゃまあ。アレクは見た目のせいで誤解されやすいけど良いい奴だし、親友だしな」

　なんら衒てらいなく『良い奴』と言ってしまえるのが、ハロルドのすごさではなかろうか。

「とまあ、そんなこんなでアレクは乱れきった母親への軽けい蔑べつをこじらせて、最終的には母親と同じような美女にまで嫌けん悪お感かんを抱いだく美女嫌いになっちまったわけ。誰にも言うなよ？」

「言いませんけど……他言無用の話をどうしてわたしに？」

「フローラはアレク付き従騎士だし？　なんとなく話しといた方がいいかなって」

　曖あい昧まい極きわまる理由を述べたハロルドが、「なんか飲んでこよー」と扉とびらへ向かう。

　見送っていたオフィはふと、先ほど出会った人物を思い出し、背中に知らせておいた。

「そういえばさっき、王室教会の前でフェルディナント様にお会いしました」

「兄ちゃん近くまで来てんの!?　久々に手合わせしてぇし、ちょっと呼んでくるわ！」

　ハロルドは執務室から突とつ進しんする猪いのししのような勢いで走り去っていく。

　残ったオフィは開けっ放しで放置された扉を、音を立てないようにゆっくりと閉めた。

　その足でアレクが眠る長椅子に向かい、足元にそっと膝ひざをつく。

「……何も知らないのに、ひどいことを言ってごめんなさい」

　囁くようにオフィは謝罪を口にする。

　勝手に話を聞いた手前、本人に直接謝あやまるわけはいかない。それでも謝らないわけにはいかなかった。理由を知ってしまったのだから。

　だから眠っている彼にこっそり謝った。──はずだったのだが。

「お前の口からそんな殊しゆ勝しような言葉が飛び出すとは思わなかった」

「っ!?」

　びっくりしすぎて声が喉の奥おくで引っかかった。

　空耳か幻げん聴ちようもしくは寝ね言ごとでありますように──逃とう避ひに近いことを祈いのりながらオフィは視線を下にずらす。そして青あお紫むらさきの双そう眸ぼうと視線ががっちり合う現実にぶち当たった。

「た、たた隊長っ、いつから起きてっ……」

「目をつむってただけで最は初なから寝てない」

　一番そうあって欲しくない答えをアレクは無機質に述べる。最悪だ。

　羞恥に頰ほおを染めるオフィは、勢いよく膝を伸ばして上からアレクに嚙かみつく。

「寝たふりするなんて卑ひ怯きようです！」

「俺は一言も『寝てる』なんて口にしてないだろ」

「目をつむっていて反応がなければ、誰だって寝てると思います！」

「ハルは俺が起きてることに気づいてたぞ」

「付き合いの長い親友と一いつ緒しよにしないでくださいっ!!」

　ハーロールードーめーっ!!

　起きていると知りながらなにゆえ暴ばく露ろした。アレクもアレクだ。意識があるなら自らの身の上話を止めればいいものを。

　と不条理に立腹したところで、結構ですと断らなかった自分にも非はある。

　長椅子に起き上がったアレクをオフィは横目に見やった。

「……その、すみません。隊長の私的なことを無断で聞いてしまって」

「ハルが話すと判断したのなら俺はかまわない」

（お互たがいにすごく信しん頼らいしてるんだな……）

　オフィも姉に全ぜん幅ぷくの信頼を寄せている。それとはまた違う、親友という強固な関係。

　身分的な事情や秘密もあって、オフィにはそこまで信頼できる他人がいないから、二人の関係を少し羨うらやんだ。

「俺の美女嫌いが母親のせいってのは意外だったか」

　女性にしつこくされたことはなさそうだから、そういうことが原因でないのは知っていたけど。

「正直なところ、思ってもみませんでした。でも……まだ小さい子供だった隊長が美女嫌いになるのも無理ないなって」

　伯爵夫人は豹変する前はおそらく、貞てい淑しゆくでよき母親だったのだろう。

　慕したっていたからこそ、その変わりように幼いアレクの心は耐たえきれなかったのだ。

　親に愛されていないと感じる子供のつらさを、オフィは知らないわけではない。当時のアレクの気持ちを考えたら、胸が痛んだ。目には見えない傷である母親を連想させる存在を弾はじくことは、彼なりの自己防衛だったのかもしれない。

「隊長はその、お母様のことを……」

「昔と変わらず嫌悪している。もう一生、会おうとも思わないな」

「じゃあやっぱり今でも、美女はみんなお母様と同じだと考えていますか？」

「さすがにそれはない。総じて性悪が多いとは思うがな。それと一応言っておくが、嫌悪感も仕事中は集中力で抑え込める。お前は規格外で無理だっただけだ」

「……責任転てん嫁かされた気がしますが、今では普通に接してくれているのでよしとします」

　奮ふん闘とうしてくれたんですよね？　と笑えば、アレクが苦虫を嚙み潰つぶしたような顔になる。

　刹せつ那な、その青紫の瞳が真しん摯しなものに変わった。

「なぜ、お前は騎士になった」

「なんですか藪やぶから棒に？」

「中身は向こう見ずなじゃじゃ馬でも、顔は唯ゆい一いつの取とり柄えと言えるほど綺き麗れいだろう」

「……褒ほめるか貶けなすかはっきりしてもらえませんか」

　半眼のオフィを無視してアレクは問う。

「おまけに貴族だ、求婚者は吐いて捨てるほどいたはず。わざわざ危険と隣となり合あわせの騎士になる必要がどこにある？」

　言ってしまえば、そんなものはない。

　血統、美貌、富、権力。誰もが欲しがるものを、オフィは持っている。

　美しく着き飾かざり、ふさわしい相手と何不自由ない、誰もが羨む一生を送ることもできた。

「────小さい頃ころ、わたしはろくに外に出られないほど身体からだが弱かったんです」

「女子の平均をしのぐ体力を持つお前がか？」

「はい、びっくりでしょ？」

　話す義理なんて、本当はないのかもしれない。

　しかし彼の過去は聞いておきながら、自分は口を閉ざすなんて不公平だと思った。

『フローラ』である自分は騎士。ならば騎士らしく公明正大でいたいのだ。

「けどわたしの肌はだ、訓練している割には妙みように白いと思いませんか？」

「……言われてみれば、そんな気もするな」

「生死の境を彷徨さまようほどの高熱を出したときに、色素がだいぶ抜けたらしくて。それからはどれだけ陽を浴びても焼けなくなったみたいなんです」

　肌にしかあえて触れなかったが、オフィのストロベリーブロンドの髪も元は父同様に、見事な赤毛だったそうだ。

「美しすぎるわたしに、神は試練を与あたえたのだと幼心に思いました」

「神しん罰ばつが下らなかったようで残念だ」

「嫌いや味みは聞こえなかったことにしてと。……そのせいで、可愛かわいがってくれた人が亡くなったとき、お別れが言えなかったんです」

　王女と知られるわけにはいかない。かといって即そつ興きようで作り話ができるほど器用でもない。

　亡くなったのが王配（父）である点は伏せ、オフィは真実と胸の内を語る。

「葬そう儀ぎの日、熱のせいでわたしは寝しん台だいから起き上がれなくて……悲しくて、悔くやしかった」

　父は王配として公私共に女王を献けん身しん的てきに支え、それでいて決して表立とうとしない謙けん虚きよな人だったそうだ。その人望を示すように、弔ちよう問もんには多くの臣民が訪おとずれたらしい。

（ほとんど覚えてないけど……お父様は優しく愛情深い方だったと聞いた）

　寝台から出ることもままならぬオフィを、緑豊かな離宮に移させたのも父だという。

　家族や国民を慈いつくしみ愛してくれた、最愛の父の死に目に会えなかった。悔くやんでも悔やみきれず、何度となく、無力で弱い自分はもうたくさんだと嘆なげいた。

　そんなオフィにもたらされた〝秘密〟と「あの言葉」──一大決心する理由には十分だった。

「……変わりたいと願うだけじゃ変われない。大切な人は守れない。そう思ったから、わたしは強くなると決めたんです。子供の頃に憧れた、シギスマンドのように勇ゆう敢かんな騎士に」

　騎士になると申し入れた際、当然ながら母も姉も大反対だった。

　王女が騎士になるなど前ぜん代だい未み聞もん、それにその身体で。正論の矢をオフィはいなし続け──数カ月にわたる攻こう防ぼう戦せんを制したのは結局オフィであった。

（お母様はきっと、諦あきらめさせるつもりで王国最強のオースティンを指南役にした）

　オースティンもそのことはわかっていたはずだ。人並みの体力をつけて、騎士ではなく社交界の花として、王女の役目を果たせる身体に仕上げるのが自分の役目だと。

　だがオフィは苦しくてもつらくても、『騎士になるのは諦める』とは口にしなかった。

　オフィの本気に、母たちはやむを得ないと今度こそ折れたのだ。

　あれから十年、オフィは心を散らすことなく一心に、ここまで走ってきた。

（……それでも、事あるごとに嫌いやというほど思い知らされる）

　己の実力だけでは《セント・クロワ》の一員に成り得なかったことを。

　オフィは一般の女子と変わらないほど線が細く、どうがんばっても体格のいい格上相手に勝ち目はない。実戦なら、逃にげの一択を選ばざるを得ないだろう。

（わたしの価値は、『女』ということだけ）

　王女として表おもて舞ぶ台たいで役に立てず、騎士の世界では自分より強い人間はごまんといる。

　──半はん端ぱだ。そう心の中で自じ嘲ちようして、オフィは両の掌てのひらを返す。

「まあ《セント・クロワ》に入れたのは総隊長のコネがあってこそですが」

「それがどうした」

　黙って耳を傾かたむけていたアレクの発した台詞に、オフィはえっ、と内心驚く。

　それがどうしたって、それはまるで…………

「少なくとも五俺番た隊ちは、お前が総隊長の七光だけじゃないと知ってる」

「隊……長？」

　立ち上がったアレクがオフィを見下ろす。

　自分を臨のぞむ鋭するどい青紫の瞳から目を逸そらすことができず、オフィはそのままアレクを見つめ続ける。

「うちの隊員にとってはじめのお前は『守るべきお嬢じよう様さま』だった。それがこの一カ月で『同じ隊の後こう輩はい』へと変わった。意識を変えさせたのは他でもない、お前の努力だ」

　慰なぐさめじゃない。アレクの物言いは、単に事実を述べているにすぎないといったもの。

「その容姿である限り色眼鏡で見られることは避けられん。だが腐くさらず精しよう進じんを続けろ。努力が必ず実るとは言わないが、努力すれば俺たちみたいに認めるべくは認める奴も必ず出てくる」

　身分を伏せているオフィはただの小こ娘むすめだ。それに対する世間の評価は外見を褒めそやすものばかりで、誰もオフィの中身を見ない。見ようとさえしなかった。

　──初めてわたしを拒きよ絶ぜつした男が、なんでよりにもよって欲しい言葉をくれるのよ。

　こんなのずるい反則だと、半ば八つ当たりのような感情と一緒に涙なみだが込み上がってくる。

　オフィは口元を強く嚙みしめた。

　ここで涙を流しでもしたら、アレクに幻げん滅めつされてしまう。ようやく自分自身を認めてもらえたのだ、それだけは避けたい。

「言われるまでもありません。眼光だけで人を震しん撼かんさせる隊長の元にいるんですから、この状じよう況きようを騎士として糧かてにさせてもらいます」

「……お前はしおらしさを落っことして生まれてきたのか」

「しおらしい乙女が騎士になれますか」

「ふん、女として可愛げはないがその気き概がいは買ってやる。仮入団期間も折り返しを過ぎた、正式入団したいのならせいぜい気を抜くな」

　アレクはついと手を伸ばしてきた。仰あおぎ見るオフィがなんだと思うより先に、アレクに頭をぽんぽんと叩かれる。硬かたいその手つきは意外なほど優しい。

　そのままアレクは何も言わずに、執務室を出て行った。

「今の……がんばれ、って意味よね？」

　優しい手から伝わってきた意図の解かい釈しやくは、たぶん間違っていないはずだ。仏ぶつ頂ちよう面づらでも冷たくはない隊長からの声なき激げき励れいに、顔がにやけるのを我が慢まんできない。

　これで懐いていないとはもはや言えないなと、オフィは心の中で観念した。
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「偵察から報告が来たぜ。アレクの読みどおり、北の森で当たりらしい」

　翌日の夕刻。朝から不在だったハロルドが執務室に顔を出すなりそう口火を切った。

「来たか。思ったより早かったな」

「やっこさんの一味が酒さか樽だるを運んでたらしくて、追つい跡せきも楽だったみたいよ？」

「ということは、また略奪があったんですか？」

　眉まゆをひそめるオフィに、ハロルドが違う違うと首を横に動かす。

「酒はちゃんと酒屋で購入したもんだってさ」

「お金を払はらった……？」

　他人の金銭や糧りよう食しよくを奪うばうはずの盗賊がなぜ。

　被ひ害がい者しやがいなくてほっとしたものの、矛む盾じゆんを覚える。

「盗とう品ひんの中には骨こつ董とう品ひんや宝ほう飾しよく品ひんがあった。おそらくその売買契けい約やくが成立したんだろう」

「じゃあ祝しゆく杯はい的てきな？」

　うなずくアレクの予測にハロルドが補足する。

「盗品の質量を考えて大口の取り引きだったはず。酒樽の多さからして、今夜は大宴えん会かいだろうよ」

「浮かれて警戒を怠おこたるとはな。所しよ詮せん、盗ぬすっ人とは盗っ人か」

「こっちはいつでも動けるぜ隊長？」

　スッと目を細めたアレクが執務机に両りよう肘ひじをつき、指を交差させた。

　たったそれだけの仕草で、肌に触れる空気が明らかに張りつめる。

「突とつ入にゆうは明朝。馬鹿どもにレーヌグランで蛮ばん行こうに及およんだことを後こう悔かいさせてやれ」

「了りよう解かい。すぐ会議室に集まるよう他の隊員に伝えてくる」

　素す早ばやくハロルドが部屋から消えると、アレクの視線がオフィへ注がれた。

「お前、真剣の使用経験は？」

「総隊長相手にならありますが……」

　オースティン曰いわく、

『敵も我わが身みも貫く剣けんを恐れなされ、さりとて恐きよう怖ふに吞まれるなかれ』

　打ち勝つには経験を重ねるしかないと、ここ数年の鍛たん錬れんでは真剣を使用していたのだ。

「なら俺に付いて同行しろ」

「!?　わ、わたしを連れて行ってくれるんですか!?」

「お前には実戦経験が足りない。ならば実地で学ばせてやるのが上官である俺の役目だ」

　ただし、とアレクが語気を強くする。

「俺たちの任務はあくまで生いけ捕どり。対して盗あ賊つ側ちは殺す気で向かってくる。──それでもやれるか？」

　王国最強の化け物に学んできた〝事実〟。《セント・クロワ》でしごかれた〝実績〟。

　これまでの経験で、汗あせと泥どろにまみれながら加減は身体で覚えた。

　絶対なんてまだまだ口にできるものではないが、できないとは言いたくないし、言うつもりもない。

「努力の成果とこの度胸、きっちり発揮してみせます」

　にっと笑えば、アレクは「上等」と口の片かた端はしを釣つり上あげる。

「口がきければ問題ないが足をやると護送が面倒だ。狙うなら上半身を狙え」

「はい。って隊長、台詞が完全に悪役ですよ」

「菓子屋が危あやうく休業に陥おちいるとこだったんだ。多少は痛い目に遭あわせて然しかるべきだろ」

　ふむ、食べ物の恨うらみは根深く恐い。

「これから打ち合わせもあるし、今夜は帰宅せず執務室ここで休め」

「執務室にわたしが居い座すわったら、業務に支障をきたしませんか？」

「鍵かぎの付いてない宿舎に放り込む方がもろもろ支障をきたす。一晩長椅子で我慢しろ」

　つっけんどんな言い方だが、要するにオフィを気遣ってくれているらしい。

（もうちょっと愛あい想そ良くすればわかりやすいのにね）

　アレクは部下から間違いなく恐れられている。語り草になっているという、刃は向むかう輩への容よう赦しやのなさ。おまけにこの怜れい悧りで整った顔立ちと鋭い眼光の組み合わせだ、無理もない。しかしそれを上回るほどに信頼されていると、このひと月余りで感じた。

　隊員たちは知っているのだ。

　自分たちを率いる若き隊長が実は部下想おもいで、努力を正当に評価し認める、誠実な人物であることを。

「アシュレイ、……おいそこの顔面凶きよう器き娘っ」

「聞き捨てならないですよその蔑べつ称しよう!?」

「一度で返事をしないお前が悪い」

　いけしゃあしゃあとこの男はっ！

　訂てい正せい。持ち前の美女嫌いは部下であっても容赦なく適用される。

「何ぼさっとしている。さっさと会議室に行くぞ」

「はいはいただいまっ！」

　足音も怒らせたオフィはそれでも小こ鴨がもよろしく、親鴨アレクのあとに続くのだった。




　討伐作戦の人員編成も決定し、あとは盗賊を取っ捕まえるだけの運びとなった。

「アシュレイ、ちょっといい？」

　声をかけてきたのは、オフィの記念すべき一ジ騎ユ打ツちトデビュー戦で痛い目に遭った少年従騎士だった。

　あのあとみくびってごめんと彼から謝罪され、それからは遺い恨こんなく接している。

「どうかした？」

「これから夜食作るから手伝ってくれない？」

「夜食？」

「うん、せっかくだからアシュレイにも作ってもらおうかなって」

　肉体を酷こく使しする上に食べ盛ざかりの騎士たちだ。ボリューム満点の晩飯だけでは足りない、しかし食堂は夕方で閉まる。そこで隊内で夜食作りなるものが恒こう例れい化かしたらしい。

「わかったわ。あんまり上手くはないかもしれないけどいい？」

「大丈夫。オレも学院の野営訓練とかで、ちょっと習ったくらいだから」

　少年についていくと、調理室には他に三人の騎士がいた。だいたい四、五人一組で週ごとに交代で作っているのだそうだ。

「メニューはもう決めてあるの？」

「スモークチキンとチーズのサンドウィッチにするつもり」

　詰所には生活に必要な一通りの設備が整えられている。調理室もその一つだ。

　ただあくまで簡易なもので、調理するための機器備品は最低限。来客の食事をまかなうような本格的な厨ちゆう房ぼうには程ほど遠とおい。

（食材は日持ちするものが多い、調味料も少ないし……）

「もう一品作るなら相あい性しよう的てきにもスープが妥だ当とうかしらね、ここにある材料使っていいの？」

「うん、じゃあそっちは任せて大だい丈じよう夫ぶ？」

　オフィがうなずくとそれが合図のように、一いつ斉せいに調理が始まった。

　にんじん、たまねぎ、にんにく、じゃがいも、あっトマトがある使っちゃお。食材が決まったオフィは次に、ナイフで皮を手早く剝むいていく。

　すべての皮をやっつけると、今度はザクザクとみじん切りにとりかかった。小さく切ると火の通りも早く、やわらかくて美お味いしくなる。

「うわ早っ」

　オフィの手元を見たらしい一人がそんな声を上げた。

　何を吞のん気きな、と呆あきれて振り返ると、当番の隊員は揃そろいも揃って野や次じ馬うまと化していた。

「なんかこなれてるなー」

「多少ね」

　剣を扱あつかう前段階でオースティンが教えたのは、ナイフを使用した野菜の皮剝きだった。

　刃は物ものをすべらす手首の初歩的動きを覚えるのに適し、なおかつ野菜はそのまま料理に使えるという理由だ。料理を教わる際、料理人にはすごく感謝をされた。

「ほらさっさと持ち場に戻って。でないと顔の皮剝むいちゃうわよ」

　おっかねーと笑いながらそれぞれが作業を再開する。

　気を取り直して。

　野菜を刻み終えたオフィは、鍋なべにオリーブオイルを熱してにんにくを炒いためる。香かおりが出たらみじん切りにした野菜を投入。しんなりしたところで（放置されて）熟したトマトもつぶしながら入れ、水を加えてあとは煮に込こむ。

　──コトコトコト。

（そろそろかしら？）

　野菜もやわらかくなっている、これならいいだろう。調味料で味を調ととのえれば完成だ。スープって、材料切って鍋にぶっこめば勝手に出来上がるから重宝するのよねー。

「お、うまそう」

「そっちも完成？　あー、これぞ男子メシって感じね」

　パンに具材をぎゅうぎゅう挟はさんで、一刀両断したかのような豪ごう快かいな盛りつけ。

　質より量重視の男子に、出で来き栄ばえを気にしろというのがそもそも間違いか。

「じゃ、談話室に運んじゃって。オレは皆を呼んでくるから」

「了解」

　皿を乗せたトレーを両手に抱えたオフィたちは、調理室と談話室をばたばたと往復する。

　横長のテーブルに食器を並べて間もなく集合した隊員たち。その中にはもちろん隊長アレクと副隊長ハロルドもいる。

「スープがある、珍しー」

「まだ夜は肌はだ寒ざむいですから、あったかいものがいいかと思って」

　オフィが言うと、おおっと隊員たちが大げさにどよめく。

「気遣いのある台詞、腐ってもさすが女子！」

「腐ってもは余計です！　というかこの間までは揃いもそろって人に鼻の下伸ばしてたくせに、何この凄すさまじい掌てのひら返し！」

「お前根性も肝も据すわってるし」「下手な野郎より逞たくましいし」などなど、隊員たちからは似かよった返事が返ってくる。

　はじめこそ同隊員がオフィへ向けるまなざしは、異性を意識した熱っぽいものだった。

　が、それも最近ではなりをひそめ、熱を抜いた親しみあるものに変わっていた。アレクの『同じ隊の後輩』という評は正しかったのだ。

　騎士としての格は上がった。反面、女の格は（底辺の配はい慮りよはあるにしても）下がったと思うのは気のせいではない。

（……まあいいんだけど）

　色目で見てくる男がいないのはオフィにとっては新しん鮮せんで楽だ。

　何より名前は違えど本当の、飾かざらない自分を受け入れてもらえている。『秘密の姫ひめ君ぎみ』として生きる手前、うわべしか評価されなかったオフィには、それが嬉しかった。

「お疲れさん。なかなかがっつりな夜食だけど、胃い袋ぶくろ大丈夫か？」

　オフィの横の席にはハロルドが、向かいにはアレクがついた。質問を投げたのはハロルドである。

「騎士団に入ってから、許容量が増えましたので」

　入団当初のオフィは、食堂のボリューム満点の昼食を食べきれなかった。それが訓練をこなすにつれて、身体と共に胃袋も鍛きたえられて今ではぺろり。

　夜は夕食のあと、必ず夜食を食べるまでになったのだ。

「前より食べる量も回数も増えましたけど、体重は一向に増えませんし」

「体重と戦う世の女子を敵に回しそうな台詞だな」

「運動量が違いますもの。といっても、夜よる遅おそくに好物の甘いお菓子を食べすぎると、運動で体重は保てても肌はだ荒あれ一直線ですから。そのへんは気を遣つかってますけど」

「なんか女子ぶったこと言ってる」どこからか明るいヤジが飛ぶ。オフィは吠ほえた。

「まぎれもない女子です！　男は肌も髪も気にしなくていいんでしょうけど、女はそうはいかないの！　元が良くても努力は不可欠、美人は一日にしてならず！」

「年頃の娘らしい主張はわかったが、それはひとまず置いておけ」

　冷めるだろ、と結んだアレクに全員が賛同する。温かいスープは温かいうちに食べてこそ価値がある。

　食べる順番など決まっていないが、物もの珍めずらしさもあって全員が一様にスープを口に含む。

　時を移さずして、

「ぬぉが──────────っ!?」

　どうやって発音したのか不明の大絶ぜつ叫きようが、誰かの喉から放たれた。

「なんだこれっ、何がどうしてこうなった!?」

　水を勢いよく呷あおるハロルドの顔がわずかなうちにげっそりした。他の隊員も似たような反応。訓練中でも、彼らがこんなに疲ひ弊へいした顔はあまり見たことがない。

「あまっ、フローラなんでスープが激げき甘あまなわけ!?」

「野菜をたくさんぶち込みましたからね」

「違うこれは野菜から溶とけ出たなんて可愛いもんじゃない、もっと人じん為い的てきかつ驚きよう異い的てきっ！」

　人為的……もしかして。

「隠し味に入れた砂糖でしょうか？」

「隠せてないむしろ単独で最前線だっ！　これはもう砂糖の凶器！」

　そこまで酷こく評ひようするかとふてるオフィだが、待てよと記き憶おくを掘り起こす。

　過去に野菜の皮剝きと平行して習った料理を作って、振る舞ったことがあった。

　オースティンからは「お気持ちで胸と腹はいっぱいです」、セラフィーネからは「ごめんなさいね、さっきお茶を飲んだばかりで」──二人とも一口で手を止めていた。

「そういえばわたしが料理を作ると、『甘めの味付け』になるって」

「ずいぶんまろやかな表現にしたなそれっ」

　二人はオフィを傷つけまいとしたのだろう。

　セラフィーネが「お菓子を作ってみたらどうかしら」と言っていたのも、砂糖を大量に使う前提の方向に舵かじを切らせるための誘ゆう導どうだったのだきっと。

（改めて考えると、料理は毎度一口で終わってたような）

　オフィの舌は甘味への耐性が強かったらしい。自覚はなかったが、この凶器とまで称される激甘スープを食べてなんともないのだから。

　視線を周回させてみたところ、隊員らは水をがぶ飲みしたり、テーブルに突っ伏して押し寄せる甘あま波なみが引くのを待ったり自衛にいそしんでいた。さすがに申し訳ない。

「……なんか任務に障さわりそうな勢いなので残してください。食材無駄にしてすみません」

「せっかく作ってもらったけど、悪わりぃもう食えねえ」

　ハロルドを皮切りに百ひやく戦せん錬れん磨まの精せい鋭えいたちが、甘あま味みの強きよう襲しゆうに手も足も出ず白旗を上げる中。顔色を少しも変えずに、黙もく々もくとスープを食する強つわ者ものが、一人。

「あの隊長、ご無理なさらない方が……」

　胃の被害を慮おもんぱかる心優しき隊員に、アレクは「無理？」と眉をひそめる。

「何が無理なのかわからん。俺は普通にうまいと思うが」

　事もなげなアレクの感想は、オフィにとって完全に不意打ちだった。

「まだ残ってるなら持ってこいアシュレイ、俺が食う」

　完食ばかりか、おかわりいただきましたっ!?

「アレクすげえわ～。明日からお前とフローラを甘あま舌じたコンビって呼んでいい？」

「いいわけあるか阿呆。それいらないならよこせハル」

「あーはいはいどうぞ」

　ハロルドのスープもアレクは難なく平らげ一言。

「なんでお前らこれが食えないんだ？」

　へこんでいた気持ちに、アレクの無造作な言葉は容赦なく入ってくる。やばい。

　オフィは残ったスープを豪快に喉へ押し込むと、勢いよく席を立つ。

「スープを取りに行ってきますっ」

　びゅんと音が鳴るほどの速さで踵きびすを返したオフィは、大急ぎで調理室に逃げ込んだ。

（危ない……もう少しで顔がにやけるところだったわ）

　寸前で談話室から逃げ果おおせたので、バレはしなかったはずだが。困ったことに、頰の筋肉は勝手にゆるむし、胸が変にどきどきするのだ。

（だって初めてなんだもの……わたしの料理を全部食べてもらえたのって）

　超ちようの付く甘あま党とうの口にたまたま合っただけの話。隊員たちの反応を憐あわれんだアレクが、オフィを庇かばったわけではない。

　わかっているが、喜ばずにはいられないだろう。何しろ初めてのおかわりなのだ。

（こんなだらしない顔を人目に晒さらすわけにいかない。しばらく戻れないわね……）

　スープを温め直さなきゃいけないし。ていのいい口実を得たオフィは炉ろに薪たきぎをくべて、熱が均等に伝わるようにスープを底からゆっくりかき混ぜる。

　やがて調理室に、スープの匂においが立ち込めたときだ。

「なんだ、遅いと思ったら温め直してたのか」

「きゃあ!?」

　自分のすぐ背後から聞こえた低い声に驚いた拍ひよう子しに、オフィの指が鍋の外肌に触れた。

「あつっ!!」

「おいっ火傷やけどしたのか!?」

　アレクはひったくるようにオフィの手首を摑つかむと、問答無用で調理室の端はしにある水場へ連行した。

（…………え？）

　オフィは固まる。手を浸ひたしたボウルに張っていた、水の冷たさに驚いたからではない。

　手首を摑むのは後方から伸びた大きな手。背に密着するのは硬くて厚い感かん触しよくだ。

　──近い近い近いっ！　これってまさか後ろから抱きすくめられた体勢なんじゃ!?

　理解して一瞬で、オフィは全身が熱くなった。熱々の鍋に触れた比ではない。

「冷たいだろうが我慢しろ、でないと痕あとが残る」

　むしろ身体中が沸ふつ騰とうしそうなんですけど!?

　全身が心臓になったみたいに、どきどきうるさい。恥ずかしくて、今すぐこの場から逃げ出したかった。こんな気持ちになるのは生まれて初めての経験でオフィは惑わく乱らんする。

　背後から覗き込むようにしていたアレクはしばしのち、手を放してくれた。

　ほっとしたのもつかの間、

「痛みや灼しやく熱ねつ感かんはまだあるか？」

　耳じ朶だのそばで囁かれ、オフィの心の臓は再び派手に跳ね上がる。だめ倒れそう。

「アシュレイ？　聞いてるかお前？」

「も、もう痛く、ないです……っ」

　声がひっくり返りながらも、オフィはどうにか返答を絞り出す。「ならいい」とアレクが言うと、背中にかかっていた重みが消えた。

「念のためもう少し冷やしておけ。俺は先に談話室に戻る」

　スープはもらっていくぞと言い残して、アレクは調理室を離れた。鍋ごと持って行ったのは、おかわりのたびに往復するのが面倒だからだろう。

（頰に血が集まってる……絶対今顔が真っ赤だわ）

　男に迫せまられたことはなくもないが、その場合は嫌悪感が先に立ち、平手をかますのが常つねだった。だが下した心ごころ満まん載さい野や郎ろうとは違いアレクは──ちっとも嫌だとは思わなくて。

「なんでこんなにどきどきするのよ……戻るに戻れないじゃないっ……！」

　鎮しずまれと強く念じても、オフィの胸に甘い高鳴りはしばし居座り続けたのだった。
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　空が白み始める、朝早い時間。

　五番隊が馬を走らせたのは、王都からそれほど遠くない、昔は狩猟場だった北の森。

　今回の討伐任務では、隊員は数人ずついくつかの組に分かれて編成されていた。

　その中で隊長のアレクが率いる突入組の面メン子ツは、オフィを筆頭に従騎士ばかりだ。

（後輩の育成に熱心な隊長らしい計らいよね）

　オフィは馬上でそんなことを考える。何かしら考えていないと、昨夜の調理室での一件で服越しに伝わってきたアレクのぬくもりや、しっかりした身体の感触を思い出して、落ち着かなくなるからだ。

　当のアレクに処置以外の他意はないためか、一晩経った今朝も、顔を合わせたところで態度はいつもと変わらなかった。わたしは意識して気まずかったのに。

（あーもーやめやめ！　今から任務よっ！）

　半人前が脳内に桃もも色いろ空間を展開している余よ裕ゆうはない。オフィは片手でパンと頰を叩いて活を入れ、頭を戦せん闘とう一色に染める。

「ここから先は徒歩で向かう。ここは頼むぞお前たち」

「了解しました」

　かすかに霧きりがかかった入り口で、先頭を行くアレクが馬を下りた。

　総員が彼に続くように馬を下り、軍ぐん靴かで可能な限り足音を殺して進んでいく。

（馬車が通れるほど広いけど痛みが激しい……。馬を下りて正解ね）

　これだけ路みちが劣れつ化かしていては、馬の足だと接近に気づかれてしまうかもしれない。

　後ろ暗い事情を抱えた人間は敵意に敏感なものだ。悟さとられて蜘く蛛もの子を散らすように逃げられると面倒。一いち網もう打だ尽じんが最善だ。

「隊長」

　木の陰かげから姿を現したのは偵察役だ。隠おん密みつ行動に白い制服は不向きなためか、目立たない黒くろ装しよう束ぞくに身を包んでいる。

「館やかたはこの先の少し開けた場所にあります」

「どうだ連中の様子は」

「朝方近くまでやかましかったですが、今は静かですね。見張りは正面入り口の柱の陰に一人ずつ、他はほとんどが一階の奥の部屋に集まっています」

　偵察からの報告を受けたアレクは即そく座ざに指示を飛ばす。

「後方は崖がけだったな。捕ほ縛ばく組は正面及び側面で待機。逃とう走そう者しやは絶対に逃がすな」

「はっ」と敬礼する隊員の間を縫ぬって、ハロルドの「ほ～い」という緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない声が届く。

「捕縛組の突入するタイミングはオレの判断でいい？」

「ああ。遅くとも十分後には制圧できる」

「アレクが出るとなると今回オレらの出番なさそう。その辺りで酒でも飲んでるかな」

「逃走者を逃がしでもしたら地じ獄ごくを見せるぞ」

　こえ～とまったく怖こわがっていないハロルドをよそに、他の隊員は縮み上がっている。この人が地獄と言ったら、冗談抜きで地獄なんだろうな。

「見えました。あそこです」

　……あれが、元は貴族の狩猟館？

　なるほどたしかに立派な造りの建物だ。しかしながら放置されている間に白い壁かべには蔦つたが這はい、風雨に晒され続けたせいかずいぶんと薄うす汚よごれてしまっている。

　今や貴族の狩猟館だった頃の華やかなりし面影はなく、さびれた廃はい墟きよと化していた。

（朝なのになんだか不気味……）

　近づく者を撥はねつけるような、逆に誘さそうような。独特の雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　冬でもないのに、オフィの背に悪お寒かんめいたものが走った。

（ってこんな体ていたらくじゃご先祖様に笑われる。しっかりしなさいっ！）

　胸の内で己を叱しつ咤たし、オフィは首につけているネックレスを制服の上から握にぎった。

「さてと、ここから先は騎士らしく正々堂々、正面突破といくか」

「アレクはしんがりがいいと思いま～す。先せん鋒ぽうだと一人で全ぜん滅めつさせちゃうし」

　横よこ槍やりを入れるハロルドを睨にらむアレクだが図星だったようで、その意を受け入れた。

「見張り以外全員寝ね入いってるってことはないだろう。周囲への警戒は怠るな」

　オフィを含めた突入組の従騎士が「はいっ」と声を揃える。

「後ろは気にせず奥を目指せ。──行くぞ」

　静かな合図と共に、オフィたちは一斉に飛び出した。

〈なんだおま──〉

　見張りが気づいたところで、時すでに遅し。

　先行する二人の従騎士に昏こん倒とうさせられ、夢（たぶん悪夢）の中に強制的に追いやられる。

（今見張りがしゃべったのはひょっとして……）

　頭に疑念がかすめたが、この場では捨て置く。

　瑣さ事じに気を取られれば隙すきを生みかねない。戦いにおいて一瞬の隙が命取りとなると、オースティンからもアレクからも口をすっぱくして教えられた。

「突入しますっ!!」

　従騎士の一人が古びた玄げん関かん扉を勢いよく押し開くと、金具が外れて扉が吹っ飛ぶ。

　窓が割れるどころではない、けたたましい破は壊かい音おんが館中に響ひびき渡った。

「……後輩にいいとこ見せたい気持ちはわからなくもないが、気合い入りすぎだ」

「大丈夫です隊長、自分は冷静ですっ」

「右に同じくっ」

「どこがだ。……まあいい。これで奴らは覚かく醒せいしたはずだ。やり合うつもりでいろよ」

　呆れた声色のアレクに窘たしなめられた二人の従騎士は、「了解です！」と元気いっぱいに返事をする。かなり燃えていらっしゃるようだ。

〈まずは女から狙えっ！〉

　廊の列柱の陰から飛び出してくる男。その手には抜ぬき身みの刃やいばが。

『己を斬きられる覚かく悟ごがあって初めて、剣を持つ資格が生まれるのです』

『そして一度覚悟を決めたら自らの正義と誇ほこりに従い、迷わず剣を振るいなされ』

　騎士としての在り方を示す、オースティンの言葉が頭の中をすべっていく。

　──剣を手にした瞬間から迷わない。

　男の凶きよう刃じんをオフィは目にも止まらぬ一いつ閃せんで弾はじく。生け捕りが至上命令であるため、どてっぱらに肘ひじ打うちを決めるにとどめて相手の膝を屈くつさせた。

「こちとら本職どもに毎日揉もまれてんのよ。舐なめないでくれる？」

「初めての実戦でたいした思い切りと度胸の良さだな。決め台詞は生あい憎にくと悶もん絶ぜつ中ちゆうの相手に届いていないようだが」

　余裕で見物していたアレクを、今度は違う柱の陰から飛び出してきた男が襲おそう。

　向かいくる短たん剣けんをアレクは最低限の動きでかわす。そして短剣を握る腕うでを難なく捉とらえ、男の顔面を裏うら拳けんで殴なぐりつけて床に沈しずめた。

　よくよく見れば、アレクの長ちよう剣けんは剣帯に吊つるした鞘さやに収まったまま。

「隊長、素す手でもお強いんですね」

「武器がないと困るような軟なん弱じやく者ものに《セント・クロワ》の隊長が務まるか」

　……この人も十分に化け物クラスだ。この若さで隊長を張るだけある。

「だが武器ってのは、それ自体が一種の脅しになるからな」

　言うなり、アレクは鞘から長剣を抜き放つ。

　見るからに切れ味鋭い、腰を飾るためではなく戦うために鍛え上げられた業わざ物もの。刀身は氷のように光っているが、新品とは違っていい意味でよく使い込まれた風合いだ。

「隊長、奥の部屋は鍵がかかっています！」

「かまわずぶち破れ」

　端たん的てきな指示に従い、扉が力づくで蹴けり飛ばされる。

　踏み込んだ室内にはやはりというべきか、武器を手に臨戦態勢を取る男たち。一、二、三、……ざっと数えて二十人といったところだ。

〈なんだてめえら！〉

（やっぱり聞き間違いじゃないっ）

　先ほどの疑念がこれで決定的となった。

　盗賊が口にしたのはレーヌグラン語でも、ましてや国際的に使われる公用語でもない。

「……久々に聞いたな」

（そうか、隊長は……）

　前に歩み出たアレクはレーヌグラン語ではなくソラール語──盗賊の発した言語で警告を与える。

〈我らは国王直属騎士団《セント・クロワ》だ、大人しく投降しろ。──抗あらがえばそれ相応の重傷を覚悟してもらおう〉

　抜き身の長剣を引っさげたアレクの威い圧あつ感かんは、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい。

　盗賊らは武器を下ろしこそしないものの完全に気け圧おされ、じりじりと後あと退ずさる。

　それは突入組の二人とオフィも例に漏れず。気を抜けば足が震ふるえる始末だ。

（味方の立場でこのザマ。……敵だったらと思うと正直ぞっとするわ）

　戦いでのこの落ち着きと圧あつ倒とう的てきな迫力。これだけの貫かん禄ろくは幾いく度どの死線を勝ち抜いた猛も者さしか持ち得ない。悔しいなんて、半人前が思うことすらおこがましいだろう。

　──追おい詰つめられた者の選せん択たくは大きく分けて二つ。

　戦意を喪失し諸もろ手てを上げるか、自や棄けを起こして刃向かうか。

〈相手はたった四人だ、片付けろ！〉

　盗賊たちが選んだのは、後者。

「投降の意思なし。──愚おろかな選択をしたな馬鹿どもが！」

　おぉぉ！　雄お叫たけびを上げて突とつ撃げきしてくる一いち番ばん槍やりが、アレクの間合いに入った刹那、床に崩くずれ落おちた。

　スピードには自信のあるオフィでさえ、アレクの剣戟速度は速すぎて太た刀ち筋すじが見えず。

　それなのにぱっと見だけで全然本気じゃないとわかるのだから、もはや強さの次元が違う。

　──手を伸ばせば、すぐに届くのに。

　その大きな背中がオフィには果てしなく遠い。一生かかっても越えられないほど。

（……なんて、感傷に浸ってる暇ひまはないわね）

　振り向きざま、ギンッと刃がぶつかり合う。

　後ろから仕掛けてきた男の武器を打ち払い、その顎あごめがけて勢いよく足を斜ななめ上に蹴り上げた。手応えあり！

　頭部をしたたかに揺らされて脳のう震しん盪とうを起こした相手は、仰向けにぶっ倒れた。

「ふうっ、命中。まったくもう、レーヌグランで二番目に美しいわたしを襲いたくなるのが男の性さがでも、背後から来る卑怯者はお断りよ」

「……つっこみどころしかなくて逆につっこめないぞ」

　一人ですでに半数を切り伏せたアレクが、白けた表情でオフィに一いち瞥べつをくれる。

「一番は不動でセラフィーネ殿下です。妹君のご尊顔はわかりかねるので暫ざん定てい二位で」

「つっこむ気力が失うせた」

「なら引っ込んでくださってかまいませんよ！」

　軽口を叩く間も、アレクとオフィは手を止めない。

　どこからか漏れ聞こえた、「冬の嵐あらしと春の嵐だ」という表現そのままの激げき烈れつさで、対たい峙じする敵を撃げき破は。

　宣言どおりに、突入からものの十分で盗賊の一味を制圧せしめた。

「はじめはこんなもんだろ。俺だけなら五分もあれば終わったけどな」

「最後の一言が余計ですっ!!」

　腰の鞘に剣を佩はき直すアレクに食ってかかろうとしたとき。

　玄関の方から、複数の軍靴の音が響いてきた。

「お疲れ～ほんとに十分で終わったじゃん。アレクだけなら五分で終わっただろうけど」

　捕縛組を率いたハロルドの、いの一番の台詞がアレクと被かぶる。この親友同士め！

　オフィの怒いかりが上乗せされたなど露知らぬ隊長・副隊長コンビは、これからの予定について打ち合わせる。

「オレらの任務は捕縛まで。あとは王立騎士団に引き渡して終わりだな」

「ああ。尋じん問もんにはソラール語のできる奴を当てるよう伝えておいてくれ」

「こいつらソラール人だったんだ？」

「おかげで国境にいた頃を思い出した」

　王立騎士学院では軍事学や武芸の他に、上流社会での作法を仕込まれる。その中で外国語も学ぶが、宮廷で嗜たしなまれる公用語に重きを置かれる。

　だが最前線である国境警備隊が主に相手どるのは隣りん国ごくソラール帝国。そのため国境警備隊志願の訓練生は、公用語の他にソラール語を修得する。

　あとは習うより慣れろの精神でもって、現場で口くち汚ぎたない言葉をものにしていくのだ。

「フローラは推すい薦せん入団だし、騎士学院出てねえよな？」

「ええまあ。語学に秀ひいでた知り合いがいたので、公用語とソラール語はわかりますけど」

　まさか王女の嗜みで数か国語を操あやつれる、なんて言えるはずもない。

「ローウェル隊長、クロフォード副隊長──っ」

　ひとしきり話し終えたところで、隊員の一人が息せき切って走り寄ってきた。

「盗賊の捕縛並びに盗品の回収、完かん了りよう致しました」

「ご苦労。ハルは隊を連れて引き上げてくれ。俺は念のため館を確かく認にんしてから戻る」

「お前ほんと現場大好きだよね……。フローラ～、残ってアレクと確認作業頼むわ」

「了解です」

「おいハル、何を勝手に……」

　怪け訝げんな顔つきになるアレクの肩を、ハロルドが腕を回して引き寄せる。

「アレクが残るならその従騎士も残るのが当然じゃん。が・ん・ば・れ☆」

「何をだ。っつか親指立てて片目をつむるな気色悪い」

　何を話しているのかしら？　やりとりの声こわ音ねが小さくて、オフィには聞き取れない。

「ほんじゃまあ、オレは先行くわ。取とり憑つかれないように気ぃつけろよ」

「引き上げるぞ～」というハロルドの間延びした号令で、隊員らはぞろぞろと去っていく。

　あっという間に姿が見えなくなり、館内は水を打ったような静せい寂じやくに包まれた。

「……取り憑かれるって、副隊長何を言ってるんでしょうね」

　冗談でもやめてくれ、と内心では動揺しまくるオフィにアレクがさらりと。

「ここはいわくつきの幽ゆう霊れい屋や敷しきだからな」

「ゆ、幽霊屋敷……？」

「知らなかったのか？　この界かい隈わいじゃ割と有名だぞ」

　知らない。そんなの知らない聞いてない！

　オフィの表情が急速に強こわ張ばっていくことに気づかないアレクは、詳しよう細さいを事務的に語った。

「静養のため訪れた病弱の娘はその日に容態が急変しそのまま他界。母親も病で、父親は落馬でと相次いで亡くなり、一家は断絶したらしい」

「……へ、へえ」

「それからここは黄よ泉みへの入り口だの、娘の霊れいが彷徨さまよっているだのと噂されて」

「どこにでもその手の話はありますよね！　じゃあわたしは二階を確認してきますっ！」

「？　ああ、俺は一階を見回る」

　強ごう引いんに話を切り上げたオフィは階段を三段飛ばしで上る。危ない、話を聞いたのが捕縛が終わってからでよかった。

「いけない、集中しないと！」

　声に出すことで気合いを入れ直したオフィは、手近な部屋に入った。

　埃ほこりっぽいが、外観とは違って室内はそう荒あれていない。レースのカーテンに花はな柄がらの壁や椅子──この、いかにも女子が好みそうな可愛らしい内装はもしや、例の娘の……

（このタイミングで行き当たるの──っ!?）

　爆ばく発はつしそうな絶叫をオフィはすんでのところで吞み込んだ。

　どうしよう、まさかもうすでに憑つかれてる!?

（いやいやいやっ、今は朝だし明るくなってきたし！）

　首を左右にちぎれんばかりに振って、オフィは邪じや念ねんを無理やり振り払う。

　大丈夫、今は朝、そう朝なの。春の朝は清すが々すがしいわー。不自然なまでに明るい声で独り言を呟つぶやく様子は傍はたから見れば不審者でしかないが、現状の彼女がそれに気づく余裕はない。

「ここも異常なし、と」

　余計なことを考えないよう、確認にすべての意識を集中させるオフィ。

　見終わった大きなクローゼットを閉めようとするが、建て付けが悪いようでなかなか閉まらない。

　えいやっ、と力を入れて閉まったのはいいが、部屋全体が思いのほか振しん動どうする。

　────ゴトン。

（……な、にか、後ろ）

　音がした。家具が倒れたのとは違う感じの。

　ぎぎぎ、と油の切れた人形よりもぎこちない動きのオフィが後ろを振り向くと。

　ガラス玉のような青い瞳が、こっちを見て──

（────っ！）

　もうだめ。オフィの中で耐えていたものが、一気に弾はじけ飛ぶ。

「きゃああああああああああっ!!」




　──館内に、到とう底てい男のものではない、甲かん高だかい悲鳴が轟とどろき渡った。

　心当たりは一つしかない。アレクは床を抉えぐらんばかりに蹴って階上へ走る。

（まだ残党がいたのか？）

　いや、あの娘がそんなことで悲鳴を上げるはずがない。そうするだけの想定外のことが起こったのだ。

（くそっ、まだ一人にするべきじゃなかった！）

　いくら腕が立とうと、彼女はまだ不測の事態に対応しうる経験に乏とぼしい新人なのに。

「いやぁ────っ！」

　最初の悲鳴に継ぐ切せつ羽ぱ詰つまった叫さけびにアレクの血の気が引く。頼む無事でいろ！

「ここか!?　──っ!?」

　扉の開いていた部屋に踏み込んだアレクの胸に、小さな塊かたまりが飛び込んできた。

　やわらかくて、ふわりといい匂いのする──

「アシュレイ!?」

「で、で、出たぁ──っ！」

　誰だこれ!?

　抱きついているのはまぎれもなくフローラなのだが、あの強気な娘があろうことか号ごう泣きゆうしている。

　初めて見るフローラの泣き顔に、アレクは顔には出さず胸の内で激しく狼ろう狽ばいする。

「と、とにかく落ち着け。出たって何がだ」

「あ、青い目の、ゆ、幽霊……っ」

　フローラが震える指で差した先。床の上に、青い目の少女の人形が転がっていた。

　傍に置かれたテーブルの端には座位の体勢で飾られていたときの埃の跡が。おそらく何かの拍子に落下したのだろう。

「よく見ろ！　あれはただの人形だ！」

「こわいっ無理こわいぃぃぃっ」

　錯さく乱らんしきっているフローラにアレクの言葉は届いていない。

　更さらに強く取り縋すがってくるフローラに、アレクの困こん惑わくは臨界に到とう達たつ寸前だ。幽霊は斬ったことないな、いやそれ以前に剣で斬れるのか。とか、あさってなことを考えるくらいに。

（っ、落ち着け俺。いやまずは俺よりもこいつを落ち着かせないと）

　こんなときはどうすればいい？

　なにぶん泣いて逃げられる経験は豊富でも、泣いて抱きつかれる経験はさっぱりだ。

　打開をはかろうと過去を遡さかのぼるアレクの脳のう裏りに浮かんだのは、甥おいっ子こが恐い夢を見たと泣きついてきたときの記憶。たしかあのときは……

「フローラ」

　これまで呼べずにいた名を口にすると、ようやくフローラと視線が重なる。

　見慣れたと思っていたが、至近距離での彼女の美しさは別物だ。それも涙に濡ぬれ、今いま際わの花のような儚はかなさをはらむ今のフローラには、アレクでさえどきっとする。

　他の隊員がいなくてよかった。こんな弱った状態のこいつを目にしたら、どうなるかわかったものじゃない。

「大丈夫だから。落ち着け」

　息を吸って吐け、ゆっくりな。アレクは子供をあやす要領で、フローラの背中を規則的に叩いてやる。

　ほどなくして震えが止まったフローラは今度、糸が切れたようにしなだれかかってきた。

　その細い身体を片腕で抱えたまま、アレクは床に座り込む。

「ず、るい……」

　何か言ったか？　くぐもっててよく聞こえん。

「なんで男の人ってこんな、でっかいの、身体硬いの、力強いの。ずるいわたしも男に生まれたかったぁ……」

　僻ひがみを垂れて再び号泣。これはあれか、涙るい腺せんがほどけるのと一緒に、気持ちの糸もほどけたのか。

（……いつもの強気には、少しの虚きよ勢せいも混じってるんだな）

　それはそうだ、ただでさえ騎士の世界は男社会。そこに若干十六の娘が身を置く大変さは、男であるアレクの想像の域を超こえるだろう。

　選せん択たく肢しが他になかったとはいえ、美女嫌いな上官の下につかされ。見た目で舐められ侮あなどられた彼女は、どれほど屈くつ辱じよく的てきな思いをしたことか。

「お前は体格差をもろともせずよくやっている。ちゃんと自分を誇ってやれ」

「誇ってますよ……すっごく努力してるもの」

　ここまでになるのほんとに大変だったんだからぁ云うん々ぬん。……おい年頃の娘が上官とはいえ男の胸に顔をうずめてくるのはどうなんだ。お前世間では超ちよう絶ぜつ美人ってやつだろう。

　説教の一つもしたくなるが、泣いてぐずる女を無理に引っぺがすわけにもいかない。

　色々諦めたアレクは父親になったつもりでフローラをあやすに徹てつする。あーよしよし。

（そういや、まだ十六だったか）

　度胸や腕っぷしのせいで忘れかけていた。十代の後半に片足を踏み出したばかりだと。

　子供のくせに。

　大の男でさえ音ねを上げる訓練に、歯を食いしばってついてくる根性は脱だつ帽ぼうもの。

　強気、勝気、じゃじゃ馬。おまけに見た目に反して口が悪い。

　それでいて根は素直でどこまでもまっすぐ。

　ドレスや宝石より剣を望んだ──馬鹿だが眩まぶしいほどにひたむきな騎士だ。

（この細い腕でよく剣を振り回せるな……）

　以前に過労で倒れたフローラを運んだ折にも感じたことだが。

　その肩も腰も、驚くほど華きや奢しやだ。火傷を処置するために昨晩、図はからずも後ろから覆いかぶさってしまったフローラの肢し体たいも、アレクの腕にすっぽりおさまるほど小さかった。

「──っう、ひっく」

　縮こまっているフローラがあえかな嗚お咽えつを漏らす。どうするかとわずかに逡しゆん巡じゆんしたアレクは彼女を支える腕に、いくばくか力を込める。

　そのときフローラがアレクの上着をきゅっと摑んだ。

「も……わ、たし、格好悪い……」

　──格好悪いことがあるか。

　人目を惹ひく容姿のせいで理り不ふ尽じんに晒されても、逃げ出さずに向かっていった。色素が抜けるほどの熱に冒おかされた身体で、弱い自分は嫌だと立ち上がった。

　その強い意志の尊さを、アレクの心よりも先に身体が認めたのだ。

　拒絶反応を堪こらえるどころか……こうして触れることをなんら厭いとわないという形で。

「何が襲ってきても守ってやる。──お前は俺の大事な部下だからな」
















　美女は嫌いだ。元げん凶きようは実の母で、変わってしまった彼女に絶望し、子供心に厭えん悪おした。

　いつしか美女を母と同列の汚けがれた人間とみなすようになり、爪つま弾はじきにしてきたのは間違いない。

　それゆえフローラを拒こばんだのはアレクにとって道理だった。

　けれど、

（俺は……このじゃじゃ馬が嫌いじゃない）

　今となっては顔を理由に弾くのは不当だと思えるほど。

　人として、フローラがいかに善良で温かいかを、アレクはもう知っている。

「ごめんなさい隊長……自分が、情けない……」

　自らを恥じ入るフローラに伝わるよう、アレクは大げさに肩を上下に揺らす。

「くだらんことを気にするな阿呆」

　ぶっきらぼうな言葉と裏腹に、優しい手つきでアレクはフローラの頭を撫でた。




　しばらくして。

　時間の経過と共に、平静を取り戻したオフィの心境はまさに「やらかした」だ。

　百歩譲って、泣きながら弱音をポロポロはまだいいとしても……

（この体勢ってどうなの!?）

　オフィはアレクの胸に寄りかかり、そのアレクはオフィの背に腕を回している。誰がどう控えめに見ても、抱ほう擁ようを交かわしているとしか思わないはずだ。

（さ、昨夜に引き続いてまた！　って全部わたしのせいなんだけどっ）

　そのくせ頰と胸は急激に熱くなっていく。心臓は早はや鐘がねを打って、呼吸が上う手まくいかない。

（……最近のわたし、変よ……）

　どうしてアレクにだけ、こんなにもどきどきするのか。

　くすぐったくて、でもわけもわからずのたうちまわりたくなるような。この気持ちをなんと呼べばいいのか、オフィにはてんでわからない。

「────落ち着いたか？」

「!!　えっと、はい……。激しく取り乱してすみませんでした……」

　失礼は承知の上で、オフィはうつむいたままアレクに詫わびを入れた。あれだけの醜しゆう態たいを晒した上に、恥ずかしさが抑おさえきれない状態で直視などできない。

「「………………」」

　無言で二人は立ち上がる。

　決まり悪げに前まえ髪がみをかきむしりつつ先に口火を切ったのは、アレク。

「その、なんだ。人間苦手なもんの一つや二つあるからな……」

　未だかつてない声音の優しさ！　やめて気を遣わないでどうせなら鼻で笑って！

「……お恥はずかしながら、幽霊とか、もうほんっとにだめでして……」

　昔は会える人間が限定されていたオフィは、一人の時間を過ごすことも少なくなかった。

　その孤こ独どく感かんに端たんを発した心細さから、夜にふっと目覚めたときの部屋の隅すみや、風もないのに揺れる窓などに、目に見えないモノがいると思い込み──

　一度も見たことのない幽霊を、ひたすら恐がるようになってしまったのだ。

（いくら苦手だからって上官に抱きつくとか！　何やってんのわたしぃぃぃ！）

　穴があれば埋うまって土の肥やしになりたかった。そんな後悔の念とは真逆に、アレクの腕の強さやぬくもりに安心して、恐さを忘れた自分がいる。後ろめたい感が半端じゃない。

「まあすごいものを見た。……ぶっ」

（…………噴ふき出した？）

　そろりと視線を動かせば。なんと、表情筋を滅めつ多たに動かさない、仏頂面が標準装備のアレクが肩を震わせて笑っているではないか！　笑うと存外かわい……じゃなくて！

「隊長でも笑ったりするんですね……」

　珍ちん事じと呼べる予想外の出来事で、オフィから恥じらいの気持ちは一気に吹き飛んだ。

「あの取り乱しようを見たら笑うしかないだろ。武装した盗賊相手には平気で立ち回るくせに幽霊が泣くほど苦手って……。だめだ、思い出したらツボに入った」

　……気まずい空気が消えてよかった。よかったのに、屈辱を感じるのはなぜかしら。

　複雑な心境のオフィに、ひとしきり笑い気が済んだらしいアレクがいつもの調子で言う。

「俺のここ数年で一番の珍事については他言無用にしておく」

「隊長が笑うことの方がよっぽど珍事な気がしますけど。……お心こころ遣づかい感謝します」

「見てくれだけはいいじゃじゃ馬の弱点が露ろ見けんして、隊員が色めき立つと面倒だからな」

「そこはまずわたしの貞てい操そうの危機を心配してくださいっ！」

　下品にも舌打ちまじりに怒ど鳴なるオフィを、アレクがじっと見つめる。

　いつになく強いそのまなざしに、オフィはたじろいだ。

「な、なんですか、穴が開くように人の顔を見て」

「やっぱり威勢があった方がお前らしい。泣いてると女っぽくて調子が狂くるう」

　なんの気ない言い方なのに、不思議と色気を感じて心がざわざわする。

（って違うから！　ちょっと女だと意識されたくらいで何を動揺してるの！）

　自分にあからさまな好意を寄せてくる男は数多くいたはず。

　あの濃こい感情に比べれば、アレクの女扱いなどまっとうすぎて比ひ較かく対象にすらならない。

　この頰の火ほ照てりや動どう悸きは、今までの扱いが不当だったから。そのせいで昨夜から発生している不ふ慮りよ（？）の接せつ触しよくに過か敏びんになっているのだ。断じてときめきや胸きゅんではない。

「……さっきから何を一人で百面相やってんだ」

　不審なものを見るような目つきのアレクはいたって平常どおりの仏頂面。変にどぎまぎしてしまった自分が恥ずかしい。

「万年仏頂面の隊長と違って、わたしは表情筋が発達してるんです！」

「それだけの憎まれ口が叩けるなら問題ないな。引き上げるが、お前はこのまま直帰しろ」

「え、でも……」

　食い下がろうとするオフィに、アレクは自分の目元にとん、と指をあてがう。

「目が赤い。それじゃ泣いたってバレバレだ。あとは俺が上手く言っておく」

「うっ、……わかり、ました」

　鏡で確かめるまでもない指摘に、オフィは首を縦に振る。

　頭を下に向けたところで、手を置かれた。オフィの頭に手を伸ばすアレクはおもむろにストロベリーブロンドを撫でる。

「……えーと、なんでわたしは撫でられているんでしょうか」

「子供が言うことをきいたときは褒めてやるものだろう」

「わたしもう十六ですっ、子供扱いしないでください！」

「幽霊が恐いとぴーぴー泣く奴はれっきとした子供だ」

　ぐうの音も出ない。くそう、くやしいっ！

「お前の下宿先は城下にあるんだったな。道すがら送ってやろうか？」

「!?　いえっあの結構です！　《セント・クロワ》の隊長が前触れなく訪ねてきたりしたら、さすがに家人も仰ぎよう天てんしますので！」

「それもそうか」

　ふー、とオフィは気づかれないように冷ひや汗あせを拭ぬぐう。隠し事に触れられるのは、やはり精神衛生上大変よろしくない。

「今日はゆっくり養生しろ。明日からはセラフィーネ殿下の誕生会に焦しよう点てんを絞って動く」

　その言葉で、オフィの時し化けに見み舞まわれていた頭と心がやにわに凪なぐ。

　──大国の第一王女、それも次期女王の誕生会ともなれば、多くの人間が集まる機会。

　それはつまり、間者にとっては絶好の好機となり得る。

「無事に終わらせて当然。万が一が起こったとしても阻そ止しする。それを肝に銘めいじておけ」

　誕生会まであとわずか。

　今回とは比べ物にならない大きな山場を前に、オフィは「了解です」と気を引ひき締しめた。
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　めまぐるしく時間は流れ。ついに迎むかえたセラフィーネの誕生会当日。

　会場は宮きゆう殿でんの大広間。高木を形象化したような列柱に支えられた室内は広く、見上げた先にあるアーチ型の高い天てん井じようを覆おおい尽つくす天井画の壮そう麗れいさには溜ため息いきしか出ない。

　このたびの祝事に合わせたかのごとく、こぼれるように花をつけた色とりどりの薔ば薇らが会場のそこかしこに飾かざられ、見る者の目を楽しませていた。

　──そんな中、薔薇の優ゆう雅がな花姿には目もくれない二人が。

「に、似合う。隊長すっごく似合うんですけど……ぷっ」

「ぶあははははははっ！　毎度のことながら笑っちまうんだけど！」

　オフィとハロルドの視界を占せん拠きよするのは、仏ぶつ頂ちよう面づらをより険しくしているアレクの姿。

「──お前ら笑いすぎだ」

　こめかみに血管を浮き上がらせたアレクのドスの利きいた低い声にも、爆ばく笑しよう中ちゆうの両名は怯ひるまない。

「だって、愛あい想そとは縁えんのない隊長がっ！」

「金の飾モりー紐ルでばっちりキメた正装に、これ以上ないキザッたらしい黒の羽ク根エ飾スりト付きの白しろ帽ぼう子しまで装備しちゃってんだもんよ！」

　騎き士しの正装において、金モールと白しろ手て袋ぶくろは共通だ。これに階級によってマントや腕わん章しようを身につける。そして公式行事に限り、隊長はクエスト付きの帽子を着用するのだ。

　セラフィーネの誕生会は無論、公式行事に該がい当とうするわけで。

「俺だって好きでこんな悪目立ちするもんかぶってるわけじゃない」

「あー腹痛いてえ。まぁアレク男前で似合ってるし、舞ぶ台たい役者みたく歌ってみれば？」

「誰だれが歌うかっ！」

（隊長の歌……ちょっと聞いてみたいかも）

　頭の片かた隅すみに湧わいた好こう奇き心しんを口に出したら、間ま違ちがいなく恐おそろしい剣けん幕まくで叱しかり飛とばされる。

　オフィはいつかはと密ひそかに野望を抱いだくにとどめた。

（散々笑っておいてなんだけど、隊長ってば様になってるのよね）

　銀糸のような髪かみに白と黒の帽子はよく映はえるし、金モールで飾られた白い制服は目に眩まぶしい。年とし頃ごろのレディなら、その凜り々りしい麗れい姿しに心を奪うばわれてもなんら不思議はない。

「訓練で血ち反へ吐どを吐はかされたくないなら、その目を会場に向けろ阿あ呆ほうども！」

　……心を奪われたのち、鋭えい利りな刃は物もののような眼光を前に、乙女おとめの「お近づきになりたい」という下心はもろくも砕くだけ散ちっていくのだろう。

「ではフローラ・アシュレイ、監かん視しを再開致します」

　アレクの血管がブチ切れる前にどうにか笑いを収めたオフィは、会場をぐるりと見渡す。

（さすがお姉様の誕生会。賓ひん客きやくの顔ぶれがすこぶる豪ごう華かだわ）

　国内の大貴族や、大陸に名を馳はせる高名な芸術家、中央政権の重じゆう鎮ちんに軍の幹部まで。

　これだけ要人が多いと、警備する側としてはなかなか気を揉もむ。

「ところでさっきからチラチラチラチラ、野や郎ろうの視線が絡からみついてくんだけど」

「わたしのような滅めつ多たにいない美人の存在がよほど気になるんでしょ」

「極ごく上じようの壁かべの花ってか。フローラも綺き麗れいなドレスが着たかったんじゃねえの？」

「いえ（部屋着用のドレスからして最上級の代しろ物ものなので）別に」

「やあ三人とも。警備ご苦労だね」

　春風が吹き抜けるような笑え顔がおで近寄ってきたのはフェルディナントだ。

　着ているのは上品な緋ひ色いろの、やや丈たけの長いコートとウエストコート。前身ごろや袖そでの折り返しには職人が手間暇ひまかけた細密な金の刺し繡しゆうが縫ぬい取とられており、胸には薔薇色のルビーのブローチをつけている。より優美さを増したその姿はまさしく貴公子だ。

（会うのは王室教会以来ね。やっぱり特に変な感じはしない……）

　謎なぞの事象もあのときの一度きりだ。やはりあの場で自分はたまたま体調でもおかしかったのだろうと、オフィは一人納なつ得とくする。

「やっぱキラキラの格かつ好こう似合うな兄ちゃん。東大陸では『馬ま子ごにも衣い装しよう』って言うんだろ」

「ハル、その諺ことわざは褒ほめ言葉じゃないぞ」

「学の足りない弟ですまないね、後ほど仕置おしえておくよ」

「兄ちゃん字が違ちがってない!?」

　他愛ない会話を繰くり広ひろげる三人を、オフィは遠巻きにじいっと眺ながめる。うーんさすがに。

「どうした？」

　視線に気づいたアレクがこっちを見た。

「なんというか、系統の異なる美形がこうも揃そろうと壮そう観かんだなぁと」

　思ったことをそのまま口に出すと、アレクは目を見開き、ハロルドは破は顔がんし、フェルディナントは顎あごに手を当てて笑った。

「フローラこそ相変わらずの麗うるわしさだ。殿との方がたは君とお近づきになる好機を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているようだよ？」

「横に目つきの悪い銀毛の番犬がいるので大だい丈じよう夫ぶです」

「誰が目つきの悪い番犬だこら」

「仲なか睦むつまじくて何よりだ」

　公こう爵しやく様さまは、この殺さつ伐ばつとした空気のどこに仲睦まじさを感じるのかしら。

「と、すまない少し失礼するよ。またあとで」

　踵きびすを返すフェルディナントにオフィは一礼する。顔を上げたらちょうど、彼が女性に声をかけているところだった。取り立てて目を惹ひく容姿ではないが、上品な印象の淑しゆく女じよだ。

（ただの知り合い、ならフェルディナントから声をかけたりしないか）

　しかしながら四よ十そ路じくらいの見た目からして、恋人という線は薄うすそうだ。フェルディナントは熟女好き、なんて乙女の悲鳴が炸さく裂れつしそうな噂うわさは聞いたことがない。

「ん～？　兄ちゃんと話してんの、誰かと思えばチェンバレン伯爵夫人じゃん」

「副隊長はあのご婦人をご存じなんですか？」

「おう、父ちゃんの右みぎ腕うでだった前チェンバレン伯はく爵しやくの一人ひとり娘むすめだ」

　敬愛する父親の腹心の身内。ならばフェルディナント自みずから声をかけたのにも得心がいく。

「今の当主は婿むこ養よう子しで、前伯爵は半年前に亡なくなったんだけどな。臨終の間ま際ぎわに、兄ちゃんは前伯爵を見み舞まったらしいけど……」

「二人ともそこまでだ。お見えになったぞ」

　話を遮さえぎったアレクの視線を辿たどり──

　息が、時が止まる。

『セラフィーネ殿でん下かのなんと美しいこと……』

　誰の口からともなく、感かん嘆たんの声が漏もれた。

　古風で上品な形に結ゆい上げられた金きん髪ぱつの輝かがやきは、星ほし屑くずを散らしたかのよう。

　とびきり大きな涙なみだ型がたのサファイヤにダイヤモンドをあしらった、ネックレスとイヤリングはもはや芸術品だ。あれは神がかった美び貌ぼうのセラフィーネにしか似合わないだろう。

　そして何より皆みな々みなの目を釘くぎ付づけにしたのは、女性として完かん璧ぺきな曲線を描えがく肢し体たいに纏まとう、濃こい鮮あざやかな青のドレス。

　会場がにわかにざわめく。──やはりそうなのかと。

「皆様、本日はわたくしのためにお集まりいただきありがとうございます」

　ただの挨あい拶さつがまるで魔法のように、ざわめきが消える。

「職人のたゆまぬ努力の甲か斐いあって、我わが国くにが誇ほこる薔薇が今年も美しく咲さきました。まずは春の象しよう徴ちようを愛めでながら、ごゆるりとお過ごしくださいませ」

　そう締しめたセラフィーネが満開の薔薇も恥はじらう美しい笑顔を浮うかべてみせる。

　笑顔一つで会場の人間を魅み了りようしてのけた本日の主役は、瞬またたく間まに賓客に囲まれた。

「今日のセラフィーネ殿下ときたら、貴石で造られた花さえ霞かすむまばゆさですね……」

「すげえベタ褒め！　フローラもセラフィーネの美しさは認めるか～」

「当たり前です。わたしなんてセラフィーネ殿下の前では、地べたを這はう虫ケラ同然」

「それはねぇから。お前のレベルで虫ケラだと、他の女は何に例えりゃいいの？」

「そもそもセラフィーネ殿下と比べること事態おこがましい」

「会話放ほう棄きか！　お～いあさっての方を向いてんな戻ってこーい」

　すっかり熱が入ったオフィはハロルドの叫さけびなどもちろん聞いちゃいない。

「西大陸一の美しさと謳うたわれる絶世の美貌。政戦両略に長たけ、思考力には女性的な弱さは微み塵じんもなく、男性の適応力を備えておいで。セラフィーネ殿下こそ美と英知の極きよく致ちたる至高の存在でしょう！」

「……よくもそこまで賛辞を並べ立てられるな。お前は殿下の信者か何かか」

　熱弁をふるって気の済んだオフィは、若じやつ干かん引き気味のアレクに胸を反らして豪ごう語ごする。

「セラフィーネ教なるものがあるならわたしは即そく改宗します。そして騎士道を邁まい進しんしつつ、美と英知の女め神がみセラフィーネの信徒として布教活動に努めましょう」

「うすうす思ってはいたがお前、殿下至上主義者だろ」

「否定はしませんが、わたしのセラフィーネ殿下に対する想おもいは高こう尚しようそのもの……」

　────と。

　突とつ如じよ、オフィの横を黒い何かがものすごい勢いで通り過ぎた。

「な、何っ!?」

　咄とつ嗟さに剣けんの柄つかを握にぎる。けれども黒い何かが──黒いマントに、金モールを飾った黒い制服、それも《セント・クロワ》とは逆、白いクエスト付きの黒帽子をかぶった王立騎士団の隊長だとわかり、慌あわてて手を引っ込める。

　アレクは表情を動かすことなく静かに立ったままだが、その右手はみぞおちあたりで黒い制服の男の拳こぶしをがっちり捉とらえていた。

「──仕し掛かけるなら時と場所を考えろ。下手すりゃ意識不明の重体だぞロベール」

「人の渾こん身しんの一打をこうも簡単に防がれると、同じ隊長として泣けてくんだけど？」

　無む謀ぼうにもアレクに殴なぐりかかっているのは、短たん髪ぱつも瞳ひとみも明るい栗くり色いろの青年。たぶんアレクと同い年くらいで、元気潑はつ剌らつな少年がそのまま大人になったような感じだ。

「同じ隊長位でも、アレクとロベールじゃ経験値も格も違うから防がれて当然だって～」

「同期で苦楽を共にした親友の傷口に塩塗ぬり込むなよハル!!」

　あ、この人もなんだ。じゃなきゃ隊長に殴りかかるなんて自じ滅めつ行こう為いに出るわけないか。

「気を取り直して、自己紹介するな」

　立ち襟えりを正した青年が、マントを芝しば居いがかった仕草で翻ひるがえす。

「王立騎士団第八部隊部隊長、ロベール・レビィだ。よろしく、美しい騎士嬢じよう」

　キメ顔で帽子のつばをくいっと持ち上げるのはいいが、いかんせんさっきのやりとりを見てしまったあとでは笑いしか誘さそわれない。

「フ……フローラ・アシュレイです……」

「必死に笑い堪こらえてんじゃん！　格好つけたかったのにどーしてくれんだよ！」

「お前は存在自体が面おも白しろいから無理だろ」

　ハロルドの容よう赦しやない台詞せりふに、ロベールは色をなした。

「失礼千万だな！　よーし表に出ろハル。久々に勝負といこうぜ」

「お、いいね～。負けた方が酒奢おごりな？」

　唐とう突とつに勢いよく燃え上がる両者の脳天に、ゴンッとアレクの拳げん骨こつが落とされる。

「今は警備中だろうが！　お前らその熱くなると周りが見えなくなるのいい加減直せっ」

「「すみませんでした……」」

　本気でなくとも結構な打だ撃げき力りよくだったようだ。ハロルドらは涙目で頭を押さえている。

　大層偉えらい地位にあるはずの三人の様子がおかしくて、オフィは喉のどの奥で笑いを嚙かみ殺ころす。

「……フローラ、笑いが嚙み殺せていないぞ」

　盗とう賊ぞく討とう伐ばつ（オフィの中では幽ゆう霊れい屋や敷しき号ごう泣きゆう事件）以来、たまに名を呼ぶときにアレクはオフィを『フローラ』と呼ぶようになった。

『アレクはな、自分の背中を預けられるくらい信しん頼らいのおける人間は名前で呼ぶの』

　とハロルドに聞いてからは、名前で呼ばれるたびにこっそり喜びに浸ひたっている。

　──ただし、今はお腹なかがよじれる爆笑のツボに入ってしまい、浸る余よ裕ゆうはない。

「も、隊長、これは無理。やんちゃ坊ぼう主ず二人とその保護者にしか見えません」

「騎士学院時代はまさにそうだった。好奇心旺おう盛せいなこいつらの世話がいつしか俺の役目に」

「「アレク昔っから面めん倒どう見いいもんな～」」

「世話をかけた張本人どもが声を合わせるな！　──で、何か盗賊の情報は」

「それがまあ盗賊が揃いも揃って『銀の悪あく魔まがー！』しか言わねえの。どこぞの馬ば鹿か強い仏頂面隊長がよっぽど恐ろしかったみたいで、取り調べ以前に会話が成り立たねえ」

「…………」

　返す言葉の見つからないアレクは無言になる。

　時間が経過した今思い出しても、戦いの場でのアレクは味方でさえ戦せん慄りつものだった。

　敵の恐きよう怖ふは計り知れず。まともな神経の持ち主ならトラウマになって当然だ。

「とまあ情報は皆かい無むだ。そこで相談、アレクあいつらの所持品見てくんねぇ？」

「俺が？」

「無理やり口を割らす乱暴な取り調べには、しち面倒な段取りがいるのは知ってんだろ。今は申請中待て状態でさー。接収した中に腰こし巻まきとかターバンとかあったから、お前が見ればなんか情報引き出せるかもだろ？」

「レヴィ隊長おぉぉぉぉぉ!!」

　叫びながら風ふう塵じんが舞まう勢いで駆かけ寄よってきたのは、黒い制服の王立騎士。左腕には白い腕章がついているので副隊長だ。

「勝手に持ち場を離はなれないでください！　まったくあなたはまた他隊に面倒をかけて！」

「あーわかったわかった。戻るからそうガミガミ言うな」

『また』の部分から、日ひ頃ごろのロベールの奔ほん放ぽうぶりと副隊長の気苦労が窺うかがいしれた。

「じゃあおれは戻るわー」

　連れ戻しに来た部下の後に続こうとするロベールを、アレクが呼び止める。

「ロベール、さっきの件だが引き受ける。接収した現物を見せてくれ」

「さんきゅー。あとでお前のとこに届けさせるからよろしくな」

「ああ」

　ひらひらと手を振るロベールを見送ったオフィは、隣となりのアレクを仰あおいだ。

「どうして隊長を頼たよるんですか？」

「織おり物ものはイリス伯爵家の伝統産業だかんな。アレクのその道の知識は、職人に引けを取らないんだぜ」

（織物で財を築いたって、前にお姉様が言ってたような……）

　それはそうと、なにゆえ当のアレクではなくハロルドが自じ慢まん気げなのやら。

　オフィはハロルドから見えない位置でへっと笑う。どれだけ仲良しなのよ。

「俺にも責任の一いつ端たんがあるからな、何か賊の手がかりになる民族的なものだといいんだが」

「すごい特技ですね。隊長は騎士をクビになっても、その道で食べていけますよ」

「お前はそれで褒めているつもりか！」

　口から転がり出た余計な一言に激げき昂こうしたアレクに雷かみなりを落とされたときだ。

「あ、セラフィーネがこっちに来るぜ」

　ハロルドの言ったとおり、セラフィーネは影かげのように張り付く護衛の騎士らを伴い、歩み寄ってきた。

「セラフィーネ、誕生日おめでとさん」

「こらハル、公おおやけの場だぞ口を慎つつしめ」

「いいのよアレクシオ。ハロルドに遜へりくだれと言うのが土台無理な話だもの」

「オレだってその気になれば模も範はん的てきな臣下の真ま似ね事ごとできるぜ～。なんなら誕生日プレゼントってことで、今この場で跪ひざまずいて祝辞を格調高く述べてやるけど？」

「宮きゆう廷てい医師が総出で押し寄せる事態になるからやめてちょうだい」

　跪いて遜るハロルド……だめだ想像がつかない。というかそんなのハロルドじゃない。

「それはそうとあなたたちがすぐに見つかってよかったわ」

「我々に何かご用でしょうか？」

　にっこりと、セラフィーネがとても素す敵てきな笑顔を浮かべた。

「こわっ！　こーゆー笑い方するときのセラフィーネって絶対なんか企たくらんでる！」

「ハロルドったら人聞きが悪くてよ。ねえアレクシオ？」

「……私は二年前に既き視し感かんを覚えますね……」

　追つい憶おくにふけるアレクの目が若干死んでいる。

　二年前で思い当たるのは、アレクの騎士人生の分ぶん岐き点てんともなった《セント・クロワ》への鞍くら替がえと昇しよう進しん（断れば強制見合い）だが……

　隊長をここまで追おい詰つめるなんて、お姉様ってば彼をどんなふうに脅きよう迫はくしたの？

「心配しなくても今回は無理難題をふっかけるつもりはないわ。ただこのあと、あなたの従騎士フローラを貸して欲しいの」

「今回『は』が気にかかりますが。彼女をどうなさるのですか？」

「わたくしの審しん美び眼がんにかなう美人だから今夜は傍そばに置こうと思って」

　誤解を招きかねない言い回しに、アレクとハロルドがびしりと固まる。

（わたしが妹だとは知らないわけだし、お姉様男っ気ないしねぇ……）

　一いつ拍ぱくののちに、男性陣じんは弾はじかれたように主君に詰め寄った。

「おま、おま、お前まさかそっちの趣しゆ味みなのかよっ!?」

「そういうごく私的な話をこんな公の場でするものじゃない！」

　予想に違たがわぬ誤解をしてくれたようだ。アレクに至っては敬語が外れてしまっており、かなり動どう揺ようしている模様。

「昼間より一層多くの人間が集つどう夜会では、護衛は女性の方が何かと都合がいいの。美人ならなお油断を誘いやすいもの」

　したり顔のセラフィーネに、アレクとハロルドは大おお仰ぎように息を吐いて脱だつ力りよくした。

「っあー、際きわどい表現勘かん弁べんしてくれ～。まさかの性せい癖へき暴ばく露ろかと思ってすげー焦あせった」

「美しい女性はもちろん好きだけれど、わたくしの恋れん愛あい対象は異性のみよ」

「失礼致しました……しかし殿下、今のはわざとですね？」

「あなたたちの呆ぼう然ぜんとした表か情お、誕生日の贈おくり物ものとしてはなかなか上等だったわ」

　誰をも魅了する女神の微笑ほほえみでしれっと言いきられてしまっては、アレクらとて追つい及きゆうしようもない。もうお姉様ったら、お茶目なんだから。

「三番隊が任務で不在の今、彼女が適役でしょう。しかしまだ入団して間もない新人。それでも所しよ望もうされると仰おおせですか？」

「あなたたちを間近で見て騎士として育っているなら、不安視する必要はないでしょう」

　──『言げん質ちを取られないよう、宮廷では常に交かわす言葉に注意を払う必要があるの』

　ふと甦よみがえったのは、いつだったか、セラフィーネの口からついて出た台詞だ。

　絢けん爛らん豪ごう華かに見える宮廷の常識は、正直は愚おろか、虚きよ偽ぎは利口。利己的で貪どん欲よくな、化け生しようよりも化生らしい人間がひしめく伏ふく魔ま殿でんであると、オフィも断だん片ぺん的てきとはいえ知っている。

　隙すきを見せればあっという間に足を掬すくわれる。そんな薄はく氷ひようの世界の中心に立つセラフィーネは、誰の味方でもあるかのように振る舞いながら、真意は決して表に出さない。

　そう心得ているセラフィーネが露あらわにした〝信頼〟。

（社交辞令ならこんな直裁な言葉を選ばない。これはお姉様の本心からの言葉）

　セラフィーネはオフィには信頼を寄せてくれる。それはオフィが同腹の妹で、絶対に裏切らない、敵に回らないとわかっているから。

　つまり彼らはセラフィーネの中で、オフィとは立場は違えど、似たような位置づけが成されているのだ。警けい戒かい心しんの強い姉が懐ふところに入れることを許すほど、彼らは次期女王に絶対の忠誠を捧ささげている。

（お姉様には、ちゃんと地位のある人が味方についてる）

　それが自分の信頼している尊敬できる人間なら、これほど心強いことはない。

「主君にこんだけ信頼されちゃ、首を横に振るわけにいかねえよな隊長？」

「……彼女の戦せん闘とう能力と度胸は隊長である私が保証します。どうぞ殿下のお傍に」

「上官の許可も取り付けたことだし、お願いできるかしらフローラ？」

「光栄です。この剣に誓ちかってセラフィーネ殿下をお守り致します！」

　──このままいけば隠かくし通せる。いけるわ、この誕生会を乗りきって、わたしは《セント・クロワ》の一員になってみせる！

　握りこぶしを固くして気合い十分のオフィに、セラフィーネは一言。

「目立たないよう夜会ではドレスに着替えてもらうけれど、動きやすく、かつあなたにふさわしいものを用意してあるから」

「…………ご高配痛み入ります」

　護衛は建前でそっちが本命では？　そう思っても口には出せないオフィであった。
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　西の空が少しずつ茜あかね色いろに染まり始めた黄たそ昏がれ時どき。

　夜会までいったんお開きとなり、五番隊は会場の警備の準備をするため、アレクは二番隊長に事の成り行きを説明した。

「絶世の美貌の二人をいっぺんに拝めるなんて眼福だね。喜んで預かるよ」

　見た目は十代半ばの少年。しかしその実、四十目前のおっさんという奇き跡せきの童顔隊長からは「いいのか!?」と危あやうくつっこみかけたほどの快かい諾だくが返ってきた。

「張り切りすぎて殿下や他隊に迷めい惑わくをかけるなよ」

「大丈夫です。隊長たちに恥はじはかかせませんから！」

　やる気をみなぎらせるフローラに、くれぐれも突つっ走ぱしるなと念押しして送り出し。

　最終の警備の確認を終えたアレクは、夜会の会場近くで待機中なのだが……

（フローラのやつ、今頃何をしているのやら）

　セラフィーネを崇あがめているらしいフローラが無礼を働くことはないにしても。あれで結構そそっかしいところのある娘だ。

　自分の目が届かないところで何かやらかしやしないかと、アレクは気が気でない。

「なーに仏頂面に辛しん気き臭くささ付け足してんの？　そんなにフローラが心配？」

　肩かたに乗ってきたハロルドの腕うでをそのままにアレクはぼそっと呟つぶやく。

「殿下の護衛を無事に務め上げられるといいんだが……」

「武装した盗賊を捻ひねっちまう女よ？」

「殿下に申し上げた保証に噓うそはない。あいつは信頼のおける部下だ」

「それでこうなるって相当可愛かわいいんだな～」

　……相当ではないが否定はしかねる。

　アレクを見上げる最近のフローラの表情には警戒心がまるでない。喧けん嘩か上等かかってこいや、と顔に書いて威い嚇かくしていた頃が噓のように──たまに嚙みつくが──ずいぶんと懐なついた。

（俺には泣き顔も弱点も晒さらしてしまった手前、気を張る必要がなくなったんだろうか……）

　理由はどうあれ、目つきの悪さと冷たい外見のせいで同業者からも畏い怖ふされるアレクだ。

　ここのところ見かけるようになった、フローラの屈くつ託たくない笑顔はアレクへの信頼の証あかしで、こそばゆいが上官冥みよう利りに尽きる。部下として可愛くないわけあるか。

「で、親友になんか報告すべきことない？」

　想像していなかった方向から飛んできたハロルドの問いかけに、アレクは首を傾かしげる。

「特にないが？」

「またまた～。オレとお前の仲なんだからそう照れるなって」

　きらきらという効果音が聞こえそうなほど瞳を輝かせて待っているハロルドには悪いが、報告すべき事案がさっぱり浮かんでこない。

　両りよう腕うでを組んだアレクが唸うなり始めると、ハロルドの瞳からきらきらが失われていく。

「いやさ、ここ最近フローラって名前で呼ぶし、頭もちょくちょく撫なでてるし」

「……俺はそんなにあいつを撫でていたか？」

「おう。オレのわかる限りじゃ盗賊討伐の後あたりからかな。これは密室でアレクが男を発揮してなんかやらかしたかと、オレはわくわくどっきどき☆なわけよ」

　……下世話な期待に胸を膨ふくらませている親友は、あとでこらしめるとして。

　フローラは何事にも常に一いつ生しよう懸けん命めいで、見ていると応援の気持ちがむくむく膨れ、つい手を伸のばしたくなってしまう。それはもう仕方ないだろう、毎日のように傍にいたら情も移る。

「……やらかすといえばあの向こう見ずなじゃじゃ馬のことだ。ドレスでも制服と同じ要領で動いた挙句に、裾すそを踏ふんづけてすっ転ぶかもしれない……」

「過保護な親父おやじかっ！　ったく色気ねぇな～」

　ハロルドに呆あきれたような溜息をつかれる。その反応がどうにも釈しやく然ぜんとしない。

「セラフィーネはフローラを気に入ったみたいだし。心配するだけ無む駄だだって」

「それはそうだが……」

　器うつわの大きいセラフィーネは、懐に入れた人間には特に寛かん大だいで慈じ悲ひ深ぶかい。反面、敵とみなした人間には一いつ切さいの容赦がなく冷れい徹てつだ。

　見み目め麗うるわしいゆえ見誤る者は多いが、敵に回すと恐ろしいことこの上ない御お方かたである。

「つってもセラフィーネ一番のお気に入りは妹オフイーリアだけど。オレが噂の真相を訊きいても教えてくんないし」

「……ハル。お前触れてはいけない話題にあえて触れたのか」

　類たぐい稀まれな虚きよ弱じやくの姫ひめ君ぎみこと第二王女の容姿は一切公表されていない。いっそ病的な情報の遮しや断だんぶりに、死亡説なんて突とつ飛ぴな憶おく測そくが飛び交ったほどだ。さすがにこれは否定されたが、それでもなお身内はオフィーリアに関して、言わざるの態度を崩くずさなかった。

　するといつしか暗あん黙もくのうちに、『オフィーリア姫について触れることは御ご法はつ度と』とされるようになったのだ。

「だって気になるじゃん？　直球を投げれば案外ぽろっと吐いてくれるかな～って」

「相手は突とつ拍ぴよう子しもない珍ちん事じや不測の事態を前にしても、口くちの端はに笑えみをたたえて泰たい然ぜんとしておられる殿下だぞ？」

「『その首を城門に飾るというなら教えてあげてもいいわ』って牽けん制せいされました」

　あの冷たい目はおっかなかった……。遠い目をして呟くハロルドの反応から、手痛いしっぺ返しを頂ちよう戴だいしたとみえる。

「立ち入り禁止の領域に土足で踏み込んだお前の自じ業ごう自じ得とくだな」

「だからって従兄いとこを氷の微び笑しようで震しん撼かんさせるかフツー!?　綺麗なぶん恐こわいのなんのって」

「たった一人の妹君なんだ。お身体からだのこともあるし、大切にしたいんだろ」

「純じゆん粋すいな疑問で他意はねえのにさー。悔くやしいから不器量説肯こう定てい派はになるって決めた」

「子供か……」

　親友の幼よう稚ちな決意に嘆たん息そくするアレクの耳が、「隊長」と呼ぶ声を拾う。

　目の前にやってきて、直立体勢で敬礼する部下の小こ脇わきには、袋ふくろらしきもの。

「王立騎士団第八部隊長レヴィ殿どのの遣つかいより、隊長にお渡しするようにと預かりました」

「もう来たか」

「やるとなったらロベールは仕事早いよな～」

　いつもそうだと副隊長の気苦労も半減するだろうに。

　かつての世話係として現在の世話係に同情しつつ、アレクは袋の中身を引っ張り出す。

「ターバンかこれ？」

　横から覗のぞき見るハロルド。そうだとアレクはうなずく。

　海を彷ほう彿ふつとさせる青の縦たて縞じま。複雑で細かいひし形の織りを施ほどこしているが、形状だけならさして珍めずらしくもない代物だ。

　しかし。

（この模様、どっかで見たような……）

　職業柄、記き憶おく力りよくは鍛きたえられている。アレクは腕を組んで過去を辿った。

《セント・クロワ》、違う。国境警備隊、違う。騎士学院、いや違うもっと前に。

　────あっ。

　思い出した。実家の工こう房ぼうに研究資料として保管されている見本品サンプルだ。あれはたしかレーヌグランのものではなく……

（…………だがそれなら、いや、まさか）

　頭をもたげた動揺をアレクは一秒とかからず捻ねじ伏ふせる。

　それでも至ってしまった〝可能性〟にいてもたってもいられず。中身ごと袋を部下に押しつけてアレクは駆け出した。

「悪いがそれを詰つめ所しよに運んでおいてくれ、あとで俺から返す！」

「は、はい。了りよう解かいしました」

「アレク!?　どこ行くんだよ!?」

「殿下のところだ、お前はここにいろっ」

　振り向かずに指示するアレクの足をハロルドが叫んで止める。

「待てって！　セラフィーネなら部屋にいねえぞ！」

「どういうことだ？」

　追いかけてきたハロルドは「たぶんだけど」と前置きし、

「夜会まで時間あるし、セラフィーネは白の庭園に立ち寄ってると思う」

「白の庭園て宮殿の北にある？」

「あいつのお気に入りなんだよ。昔っから遊ぶとなったらいつもあそこを選んでたし。警備がしやすいからって、憩いこいの場として今でも重宝してんの」

　セラフィーネの直属の臣下となって一年余りのアレクは、主君の行動パターンを読みきるにはまだ至っていない。その点ハロルドは彼女に長年仕える直属の臣下かつ、従兄だけのことはある。

　……あの食えない主君のことだ。本当に悟さとられたくないことは完璧に隠すのだろうが。

「そうか、恩に着るハル」

「一いつ緒しよに行く。オレが必要になるかもしんないし？」

　ハロルドの申し出を承しよう諾だくしたアレクは古株の隊員にしばらく抜ける旨むねを伝えて、今度こそ庭園へ急ぐ。

　夕刻というのもあって人ひと影かげはまばら。おかげで遠目にも、庭園に続く門を守るようにして立つ白い制服の集団を見つけられた。

「読み的中！　さすがオレ！」

「いつもこうして冷静に分ぶん析せきしてくれると俺も助かるんだがな」

「オレ基本は脳筋の直感型だから♪」

「威い張ばって言うことか」

　阿呆な会話を交わす最中、白い塊かたまりの中に、染しみのように浮かぶ黒い羽を発見した。

　悪目立ちする装備品も、場合によっては役に立つ。

「あれ？　アレクシオどうしたの？」

　こちらに気づいた二番隊長にアレクは「殿下は庭園の中ですか？」と確認を入れる。

「そうだよ。今は世にも麗しいレディ二人が女子会の真っ最中」

「殿下に急ぎ申し上げたいことがあるのです。取り次ぎをお願いできますか？」

「ごめん、君のお願いを聞いてあげたいのはやまやまだけど無理なんだ」

　無理ってどういう了りよう見けんだ!?

　予想の斜ななめ上からの返事に呆あつ気けに取られるアレクに、二番隊長は困ったように指で頰ほおを搔かく。

「殿下が出てくるまでは誰であろうと立ち入り禁止でね。背そむいたら人生を後こう悔かいさせるってお達しだからさ」

　セラフィーネの有言実行ぶりは、宮廷の頭の固い狸たぬきジジイどもでさえ認めるところ。

　その主君から厳命がくだっているなら、食い下がろうと時間の無駄だ。

「わかりました。改めます」

　軽く頭を下げたアレクは、大人しく引き下がる態ていでその場をあとにする。

（さて……どう侵しん入にゆうしたものか）

　けれどもアレクに大人しく引き下がる、などという選せん択たく肢しは存在しない。

（ここは正門からしか入場できないからな。他隊の手前、力づくは避さけたいが……）

　いざとなればと過激な考えを巡めぐらすアレクの顔を、ハロルドが覗き込む。

「人生を後悔させるってのが、ただの脅おどしじゃねえってわかってるよな？」

　忠告を促うながすハロルドの顔からは、太陽のように明るい笑顔が消えている。代わって出ているのは厳しい真顔。──本気のときしか見せない表情だ。

　十年来の親友を案じてくれていると理解はできても、アレクは引く気になれない。

「──後悔するより、させられる方がよっぽどマシだ」

　咎とがめや怒りを恐れ、気づいていながら手て遅おくれにでもなれば。

「まさか」の重責をまだ若い、自分が育てる部下が背負う羽目になりでもしたら。……己おのれを一生許せない。

　この手で守れるものは、一つもこぼさず守り抜く。

　傲ごう慢まんな目標こそが騎士であるアレクの本ほん懐かい。手をこまねいた挙句に遂とげられないなどそれこそ恥だ。

「しょーがねーな」

　ハロルドは一転、白い歯を覗かせて片目をつむる。

「これでもセラフィーネに忠誠を誓っちゃいるが、親友を信じてオレも共犯になってやる」

「自分から命令違い反はんの片棒を担かつぐなんて酔すい狂きようにも程ほどがあるぞ」

「隊長の背中を守るのが副隊長の役目なんでね。それに馬鹿真面目なお前が命令違反を犯おかすなんてよっぽど火急なんだろうし？」

　あくまで可能性であって、確たる証しよう拠こなどありはしない。

　だからといって一いつ蹴しゆうできないからには、一刻も早く伝えておきたかった。

　──セラフィーネが着ていた、濃い鮮やかな青のドレス。

　言げん及きゆうした野や暮ぼはいなかったが、それが何を示し唆さするかわからない人間はあの場にいない。

（例えば俺がそういう立場なら、すぐにでも事を起こしたいと考える）

　彼女が未来の女王であるうちに、と。

「速すみやかに殿下の元へ参上したいところだが経路を塞ふさがれてる。潔いさぎよく正門を突とつ破ぱするか」

「平常のテンションで過激な発言かますなよおっかねえ。っつかアレク忘れてるだろ。オレが王族公爵クロフォード家の御おん曹ぞう司しってこと」

　……忘れてはいない。いないが頭からはすっぽり抜ぬけ落おちていた。すまん。

「だてにセラフィーネの従兄やってねえの。ついてこいよ、秘密の通路に案内してやる」

「秘密の通路？」

「そこからなら正門を通らず入場できる。王室の人間しか知らない道だって、昔父ちゃんから教えてもらったんだ」

「……そうか。今度礼に良いい酒でも奢る」

「そりゃいいや。ばっちり案内してやるから任せろ」

（思っていることが顔に出にくい性質で助かった。……悟られずに済む）

　今まで何度も守り守られてきた背中を追う中で、アレクは柄にもなく天に願う。

　この胸むな騒さわぎも可能性も。どうか、俺の杞き憂ゆうで終わってくれ。




（……隊長？）

　声が、聞こえたような。

　きょろきょろとあたりを見回してみたが、庭園に銀の色しき彩さいは見当たらない。悠ゆう然ぜんとした佇たたずまいの白い薔薇が、馥ふく郁いくたる香かおりを漂ただよわせているだけだ。

「どうかしたの？」

「いえ、なんでもありませんセラフィーネ殿下」

　景色に溶とけ込むように配された長なが椅い子すに座すセラフィーネがくすりと笑う。臣下には見せない、姉の表情だ。

「楽にしていいのよ。ここは正門を固めておけば刺し客かくもおいそれとは襲しゆう撃げきできないわ」

「ですが今は警備中ですから。気を抜くわけにはいきません」

「ならせめて他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方はやめてちょうだい。せっかく人払いしたのだから」

　大広間を出たあとセラフィーネは自室へは戻らず、花の色が白で統一されたお気に入りの庭園に赴おもむいた。

　そして着くなり早々、

『お色直しの前に少し休きゆう憩けい。久々に女同士でおしゃべりしたいわ。こういうのを巷ちまたでは女子会と言うのかしらね』

　可愛くても殿方は立ち入り禁止よと、二番隊長以下に退場と人払いを命じたのだ。

「入場者にはもれなく人生を後悔させるだなんて、お姉様が言うと笑えませんよ？」

「うふふ、もちろん。わたくしの唇くちびるはつまらない冗じよう談だんを紡つむぐために作られてはいないわ」

　……要約するととどのつまり、脅しでも冗談でもない本気というわけだ。

（なんて男前なの！　オフィーリアは一生お姉様についていきます！）

　姉大好きな妹の心の叫びを知ってか知らずか。

　セラフィーネは老ろう若にやく男なん女によを虜とりこにする慈じ愛あいに満ちた笑顔でオフィに囁ささやいた。

「例外として、大切な妹のためなら、誰が相手だろうと冗談でも噓でも口にするけれど」

　きゃ──────っ!!

　破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんの殺し文句に、オフィは発はつ狂きようをすんでのところで抑え込んで身み悶もだえる。

　免めん疫えきある（？）妹でさえこの有り様なのだ。セラフィーネにかかれば籠ろう絡らくなど朝飯前に違いないとオフィは大真面目に考えた。

「お姉様、わたしは大好きなお姉様に噓をつきません。今までも、これからもずっと」

　ぴしっと敬礼しながらオフィは心からの想いを述べる。

　するとセラフィーネが眩しいものでも見るように目を細めた。

「本当に……洗われるようだわ」

「？　湯を使われるなら遣いを出しましょうか？」

「オフィはたまにおとぼけよね。そんなところも愛らしいけれど」

「？」

「どんぐりみたいに目を丸くしなくていいのよ。ふふ、本当に可愛いこと」

　腰こしを上げたセラフィーネはよしよしとオフィの頭を撫でる。

　何か見当違いなことを口走ってしまったのはわかるが、姉に気分を害した様子はない。なら別にいいかとオフィは話を畳たたむ。

「ところでお姉様、そのお召めしになられているドレスは」

　──は、のところで、コツコツというかすかな足音が耳につく。

　脊せき髄ずい反はん射しやでオフィはセラフィーネを後ろに庇かばう。

　腰に佩はく剣に手をかける中、はたと迫せまってくる足音が正門からではないと気がついた。しのび足どころか、存在に気づいてくださいといわんばかりのしっかりした足音だ。

（と、いうことは、一般人でも招かざる客でもなさそうね）

　念のため戦闘態勢は崩さずに、オフィは張り巡らせていた緊きん張ちようを解いた。

　はっきりと聞き取れるまでの距きよ離りに来た足音に今度は、ガサガサと草葉をかき分けるような音が合わさる。ここまで気配を晒しておいて刺客の類いだったらいっそ尊敬ものだ。

　ややあって円えん錐すい状じようの針葉樹の間、揺ゆれ動うごく茂しげみから転がり出てくる人影。

「……フェルディナント様？」

「や、やあフローラ」

　少し息の乱れたフェルディナントの着衣には、道なき道を突破してきた名残なごりの葉っぱが。

　見苦しいところを見せたねと笑いそれを払う彼の顔には、薄い疲ひ労ろうの色が見受けられる。

「お疲つかれのようね。またご令れい嬢じようたちに追いかけ回されたの？」

　オフィの後ろから出てきたセラフィーネがからかうような口調で訊く。

　フェルディナントは気まずげにうなずいた。

「夜会でのダンスの申し込みに令嬢が殺さつ到とうしすぎて収集がつかなくなってね……。いったん秘密の通路から避ひ難なんしてきたんだ」

　白の庭園へ正門を通らず入場できる秘密の通路は、王室の人間しかその存在を知らない。

　逃げ込みさえすれば、追つい跡せきを振りきるのは造作もないことだ。

「他に騎士の姿が見えないようだが、二人だけなのかい？」

「ここのところ殿方に囲まれた窮きゆう屈くつな生活だったから。息いき抜ぬきの女子会にあたって立ち入りを禁じているの」

「それはすまない。君がいるやもと予想はついたんだが、他に撒まく手段がなくて」

　申し訳なさそうに肩を落とすフェルディナントにセラフィーネは人気者も大変ね、と鷹おう揚ように笑う。

「親族のよしみで匿かくまってあげるわ。相手が刺客ならともかく恋するレディでは、あなたも太た刀ち打うちできないでしょうし」

「刺客よりも、猛もう禽きん類るいのような瞳で迫ってくるレディの方が時に戦慄を覚えるよ……」

　秀しゆう麗れいな青年公爵が怯おびえた猫のようにぶるっと身み震ぶるいする。恋の狩人かりゆうどと化した乙女の炎えん上じようする熱は、殺意に勝まさる凄すさまじさらしい。

（モテるのもここまでくると気の毒ね。……顔立ちなら隊長も綺麗なのに）

　あの生来のものなのか、職業柄身についたのかわからない威い圧あつ感かんは擁よう護ごしようもないが。

　厳しいのは、死線を潜くぐってきたアレクが誰より身に染みてわかっているから。

　妥だ協きようが、甘あまえが、いざというとき瞬まばたきより早く絶望へ変へん貌ぼうしてしまうことを。

　だからといって厳しいだけじゃない。そっけなくても淡あわい灯ともし火びのように、そこはかとなく包むような優しさを持っていると、オフィはちゃんと知っている。

（強くて頼れるし、わたしは隊長の方が格好いいと思うけど……）

　そこまで考えたところでオフィは我に返った。──何この恋こい文ぶみに出てきそうな恥ずかしい台詞！

「これはあくまで人としてってだけなんだから！」

「……突とつ然ぜんどうしたんだいフローラ？」

　しまった！　心の独り言がうっかり声に出ちゃった！

「なんでもありませんですっ」

「顔が真っ赤だ。体調でも悪いのかい？」

「いえ全然まったくちっとも！　元気満点ですのでおほほほほ」

「そうかい……？」

　取ってつけたような作り笑いとわざとらしい口調でなんとかごまかす。

　視界の端はしに入った、セラフィーネのにんまりした笑顔は見なかったことにした。

「それにしても本当にセラフィーネは何色でも映えるね。その最も高貴で尊い青でさえ、君のためにあるようだよ」

「褒める態を装よそおって、ざっくり斬きり込んできたわね」

「騎士ではないかよわい私は、対セラフィーネ限定の斬り込み隊長を自負しているんだ」

（どんな剛ごう腕わんでも無理だから！　かよわくない、あなたむしろ最強っ！）

　という声に出せないつっこみは腹の底に仕し舞まっておくとして。

　セラフィーネのドレスに使われている濃い鮮やかな青色は、『王の青ロイヤルブルー』と呼ばれる。

　レーヌグランにおいて、王のみが着用できる特別な色。

　とすれば彼女が纏う意味は──目にした者はみな、同じ答えに行き着いたはず。

（いち臣下は聞いてはいけない場面よね。それっぽい態度を取っておくべきかしら）

　耳を塞いではあからさますぎると考えたオフィは、視線を斜め下に落として聞いていませんという空気を出してみる。

「気を回さなくていいのよフローラ。後々わかることだから」

　変化にめざとく気づいたセラフィーネに小さく笑われてしまった。やはりかなわない。

「かしこまりました……」

「では我らの推測は正しいということかな？」

　さあっと吹き抜けた風がセラフィーネのロイヤルブルー──王の象徴であるドレスの裾を揺らす。

「お察しのとおり、今夜の夜会でお母様は自らの存命退位と譲じよう位いを公表されるの」

（お母様が……!?）

　内容は大方の予想がついていたが、母の登場までは想定していなかった。

「差し出がましいようですがセラフィーネ殿下、女王陛下のお身体の具合は……」

「ここのところ気候が穏おだやかなのもあって、ずいぶん落ち着いていらっしゃるのよ」

　オフィが母を見舞ったのは三カ月以上前だ。

　最後に会った際にオフィは、このまま『秘密の姫君』を続けるより、いっそ自分は死んだことにして、縁えん戚せきに養子入りするのはどうかと母に持ちかけた。「縁えん起ぎでもない提案をしないで」と母には即そつ刻こく却きやつ下かされてしまい、以来顔を合わせにくい状態である。

　母はオフィに姫を辞やめさせる気はないが、娘の意思を尊重して──おそらく九割強は諦あきらめ──《セント・クロワ》の入団をひとまず承諾してくれたのだろう。

　いずれにしても折を見て礼を言いに伺うかがおうと、オフィは腹を括くくった。

「わたくしが政治の実権を握って三年。そろそろ頃合いと判断されたようね」

「これで陛下も肩かたの荷にが下りるわけだね。セラフィーネがいればレーヌグランは安あん泰たいだ。……おや？」

「フェルディナント、どうかして？」

「たいしたことではないんだが、ブローチがなくなっていてね」

　彼の左胸を飾っていた薔薇色のルビーのブローチ。あれほど大きなものなら落ちていればすぐ目につく。

　視線を四方に動かしてみても、それらしきものは見当たらなかった。

「秘密の通路に入る前はたしかにあったから、茂みで落としたのかな」

「ちょっと見てみますね」

　フェルディナントが飛び出してきたあたりを覗き込むと、草の根元に失うせ物ものが転がっていた。やはり突破の際に落としていたようだ。

　手を伸ばしてオフィはブローチを摑つかむ。

「フェルディナント様、ありました──」

　振り返ろうとした、まさにそのときだった。

「────っ!?」

　声が声として出てこない。後ろの首筋に感じたのは、──自然に起こるのとは違う風。

　頭で考えるより早く、オフィの身体はその場から飛び退すさっていた。

　思考は止まっている。それでも積み重ねてきた経験から背を晒すのを回かい避ひするべく、身体を捻って間合いを取る。

　──っ、ギリギリ……こいつ強い！

　直感で何者かの力量を計るオフィの眼前に広がっていたのは、

「フェル、ディナント様……？」

　セラフィーネの背後に立つ彼は、彼女の細い首元に自らの腕を絡めていた。

　それだけなら男女のいちゃいちゃとして見て見ぬふりをすればいい。しかしその手には短たん剣けんが握られ、切っ先はセラフィーネの喉のど元もとにあてがわれている。

　我が目を疑った。何度かこすってもみたが、信じられない光景は変わらない。

「手刀とはいえ今のをかわすとは、さすがアレクシオの部下だけあって優ゆう秀しゆうだ」

　──手からすべり落ちたブローチが、地面に当たった拍ひよう子しに砕け散る。

　パリンというその音が、何かの終わりを告げるかのように、執しつ拗ように鼓こ膜まくを叩たたく。

「な、にを、されているのですか。お戯たわむれにしても度が過ぎます！」

「うん、本気だからね。じっとしていてもらえるかな」

　牽制するフェルディナントの後ろに、一いつ瞬しゆん黒い何かが蠢うごめいたように見えた。

　きっと黒くろ髪かみが風に揺れただけ。オフィは自分にそう言い聞かせる。

（それよりも、どうしてフェルディナントが……ああもうっわたしの大馬鹿者！）

　フェルディナントを警戒の対象から除外していた己の甘さをオフィは悔くやむ。

　彼はラトウィッジの息むす子こでハロルドの兄だ。先ほどの気配の絶ち方、迷いのない一いち撃げき、隙のない姿勢。訓練を受けているのは間違いなく、その実力は騎士に遜そん色しよくのないもの。

　この状況では加勢を呼ぶのが最善だろうが、大声で叫んだところで、果たして離れた門にいる騎士たちに聞こえるかどうか。

　──運よく聞こえたとして、駆けつける間にフェルディナントが逆上したら？

　考えれば考えるほど八はつ方ぽう塞ふさがりで、オフィは顔だけは冷静を保ちながらも内心焦る。

「……これが質の良くない戯れではないというなら、あなたはレーヌグラン一の役者ね」

　落ち着き払った声を発したのは、囚とらわれの身となっているセラフィーネその人。

　錯さく乱らん状態に陥おちいってもおかしくない状況下にもかかわらず、彼女には毛ほどの動揺も見られない。

　その凜々しく泰然とした姿に、オフィは場ば違ちがいにも見み惚とれてしまう。

「それは……隠すのが上う手まいという意味かな」

「いいえ。よくそこまで綺麗に〝消せる〟ものねという意味よ」

　フェルディナントの目がほんの少し、揺らぐ。

「表は煌きらびやかでも、裏は謀ぼう略りやくや暗殺の絶えない物ぶつ騒そうな世界に生きるわたくしはね、自らに向けられる敵意や殺意に敏びん感かんなの。でもあなたからはその手の仄ほの暗ぐらい感情が感じられない。標わた的くしを手中に収めたこの状況でさえ」

　扇おうぎ状じようの長い睫まつ毛げを伏せたセラフィーネは静かに、それでいてはっきり問いかける。

「あなたはいったい、〝誰〟を殺したいの？」

　訪おとずれる沈ちん黙もく。

　世界の終しゆう焉えんを迎えたかのような静せい寂じやくはしかし、突如として破られた。

「フローラ!!」

　低いのに不思議とよく通る声。月光の髪、青あお紫むらさきの鋭するどい双そう眸ぼう。──心のどこかで求めていたもの。

　オフィは胸の中で、その名を全ぜん身しん全ぜん霊れいで叫ぶ。

（隊長……っ！）

　茂みから勢いよく現れたアレクはオフィの前に立つ。

　たまらず広い背中に飛びつきたい衝しよう動どうに駆られた。──ちょっと待て安あん堵どしたからってそれはない、とオフィは自じ戒かいする。

「面めん目ぼくありません、わたしが油断したばかりに……」

「この展開を知り得たのは神と預言者くらいだろうよ」

　信じがたい有り様を目まの当あたりにしても、アレクの声は妙みように冷静だった。

　まるであらかじめ、一いち事じの覚かく悟ごを決めていたのかと思わせるほどに。

「アレクお前速すぎ。……て、兄ちゃん？　何してんの？」

　続いて現れたハロルドが、何これ寸劇？　とばかりに目を白黒させる。

　弟とその親友の時ならぬ乱入にフェルディナントは焦るどころか、まったくいつもどおりの穏やかな口調で話しかけた。

「おやおや、二人ともどうしてここに？」

　秋風のように涼すずしげな瞳に、澱よどみや濁にごりはまるでなかった。フェルディナントがこのような暴挙に及およんでいる理由が、オフィには見当がつかない。

「何やってんだよ兄ちゃん!?　ふざけてねえでセラフィーネを放せって！」

「質問しているのは私だよハロルド」

　一蹴されて二の句を継つげないハロルドに代わって、アレクが応じる。

「先日捕とらえた盗賊から接収した服ふく飾しよく品ひんはベスク織り──古くはインディゴ染めの青のみでしたが、近年では様々な染せん色しよくが用いられていると聞く、『海の波』を表す縦縞模様が特とく徴ちようの織物でした」

　ベスクとはソラール帝てい国こくの北部に位置する、水の豊かな地域だ。オフィは他国の地理に明るくはないが、ベスク地方は海と共に栄えてきたという話は、授業で習った記憶がある。

「ベスク織りは帝国内にすら流通していない民族装そう飾しよく。俺も研究資料でしか見たことがありません。そんなものを携けい帯たいした盗賊が不法入国するとして疑わしきは最も近い西南、オルタンシア公爵領です。──あなたは親友の兄で尊敬に値あたいする御方ですが、譲位が確実な時分、些さ細さいでも主君の危険に繫つながる可能性を棄すててはおけません」

「まさかそんなところから足がつくとはね。ローウェル家の教育は素す晴ばらしいな」

「俺は質問に答えました。今度はそちらが答えてください。なにゆえご幼少より親交のある殿下に刃やいばを向けているのかを」

「────復ふく讐しゆうさ」

　冗談だよと笑ってくれたら……。そんな淡い希望を打ち砕く、残ざん酷こくな現実を突きつけるかのような。感情を押し殺した平へい坦たんな声をフェルディナントはこぼす。

「父上は陛下に──実の姉によって殺された」

「!?　何言ってんだ、父ちゃんは落石事故で死んだんだろ！」

　ハロルドの発言にフェルディナントはかぶりを振った。

「あれは陛下の指示によるものだったんだ」

　──お母様が叔お父じ様を……そんな馬鹿な……！

　オフィはラトウィッジを肖しよう像ぞう画がでしか目にしていないので、二人の関係について定さだかではないが。少なくとも母が弟を疎うとんじていた印象はない。むしろ「勇ゆう猛もうで真まことに立派な武人」と誇っていたぐらいだ。

　それがすべて噓だったと。我が子をも欺あざむき続けたというのか。

（……いいえ。事の真しん偽ぎは今この場ではどうでもいいこと！）

　問題はそこじゃないと、オフィは怒り含ぶくみの声をフェルディナントに投げつける。

「事実だとして、あなたはなぜ仇かたきではないセラフィーネ殿下を害そうとされますか！」

「陛下には大切な家族を奪われる悲しみと後こう継けい者しやを失う、絶対の絶望を味わっていただく」

「それでなんら罪のないセラフィーネ殿下を手にかけ、女王陛下の精神こころを殺すと!?　勇ゆう猛もう果か敢かんと誉ほまれ高いお父上の名を自らの愚ぐ行こうでみすみす汚けがすつもりなの!?」

「君が正しい。……わかってはいるんだ、こんな行こ為とは愚かでしかないと」

　苦しげなフェルディナントの表情。まるで毒を飲まされたような、その毒を吐き出そうとしているような。

　到とう底てい罪を犯そうとしている者の顔ではないと、オフィは内々に思ってしまう。

「わかっていても消せないんだ。この胸を焦こがす憎にくしみを。私は父上をこの世で最も誇り、敬愛していた。立派な跡あと取とりとなって、いつか父上のお役に立ちたいと願っていたのに。その父上の命を奪った陛下を、私はどうしても許せない……！」

　フェルディナントの中に渦うず巻まく憎ぞう悪お、葛かつ藤とう、苦く悩のうが明るみに出たそのとき、異変は顕けん現げんした。

　それと同時に左胸の灼やけるような既視感にオフィの総身が震ふるえる。

（っ、王室教会のときと、同じ……!?）

　あのときよりもはっきりと。底の見えない漆しつ黒こくの穴を覗くがごとく、得体の知れない不安を肌はだで感じる。

　オフィの直感どおり、フェルディナントの後ろから、形を成さない大きな黒い靄もやのようなものが、ゆらゆらと立ち上るように現れた。

　次の瞬しゆん間かん、

「──悪わりぃ兄ちゃん！」

　正対するオフィらにフェルディナントの意識が引きつけられている間に、抜ばつ刀とうしたハロルドが兄の後ろを取る。振り下げられた一ひと太た刀ちがフェルディナントを切きり裂さく──が。

「なっ……!?」

　ハロルドの剣は、間違いなくフェルディナントの背中を走ったはず。しかしウエストコートが破れただけで、彼の身体からは血の一いつ滴てきさえ流れ出てはいなかった。

（無傷って、なんで!?）

　オフィは自分の目を疑った。斬られて傷を負わない人間がこの世にいるものか。

（まさか、……あの黒い靄のせい？）

　根こん拠きよはない。だがこの状況は、不可思議な存在の干かん渉しようによるものとしか考えられない。

　現実問題としてハロルドは瞠どう目もくし、アレクも息を吞のんでいる。何が起こったのか理解できていない様子と視線の動きから、二人に黒い靄は見えていないようだ。

（わたしにはあの力があるから、見えるってことなの……？）

　そうは言ってもこんなふうにはっきり視し認にんしたのも、ぞっとする禍まが々まがしい気配を感じたのも初めてだった。

　ただ直感でオフは悟る。アレはヒトでも幽霊でもない、別の何かだ。

「……父上、わたし、は……」

　フェルディナントが途と切ぎれ途と切ぎれに呟くと、まとわりつく黒い靄の形に変化が生じた。

　シルエットは……トカゲあるいは蛇へびに似ている。似ているが決定的に違うのは、黒い靄の頭からは角が出ており、鳥のように翼つばさがあった。──その姿はまるで竜ドラゴンのよう。

「セラフィーネ、──」

　心なしか声を潤うるませたフェルディナントの言葉は、花びらを踊おどらせる悪いた戯ずらな春風に流され、オフィたちまで届かない。

「──ふざけないでちょうだい」

　と、ここでようやく、沈黙を貫つらぬいていたセラフィーネが口を開いた。

　静かでさえあるその声にはしかし得も言われぬ迫はく力りよくがある。正体不明の黒い靄さえ気け圧おされたように、ゆらゆらとした動きがぴたりと止まった。

「わたくしを誰だと思っているの？　この大国レーヌグランの次期女王よ。王位の簒さん奪だつならまだしも、私怨くだらないものなんかのために手にかけるなど厚かましい。あなたいったい何様のつもり？」

　………………。

　短剣を突きつけられていて、これほど勇ましく相手をなじれる者がどれだけいよう。

　フェルディナントのみならず、修羅場をかいくぐってきたアレクたちも、セラフィーネの放つ威い厳げんに圧あつ倒とうされている。

　囚われの美女は背後の従兄を睨ねめつけ、毅き然ぜんと言い放った。

「この首が欲しければすべてを棄てるのではなく、背負う覚悟をしていらっしゃい！」

　──変わってない。あの頃から、何も。

　刹せつ那な、オフィの中で何かがパンッと爆はぜる。

　己の〝秘密〟を知り、それを胸に収めていられるようになった時点で、公に立てた。

　にもかかわらず王女であることをずっと隠してきたのは騎士になるため。それもただの騎士ではない、《セント・クロワ》の騎士にだ。

（……わたしは、誰を守りたくてここにいるのよ）

　目の前にあるアレクの背中に、オフィはそっと頭を預けた。

「…………っ！」

「そのまま聞いてください」

　囁きに返事はない。代わりにアレクの背中がかすかにオフィの頭に当てられる。

　肯定、そうオフィは受け取った。

「わたしはこれからこの膠こう着ちやく状態を終わらせます。もしわたしに何かあったら、どうかセラフィーネ殿下をお願いします」

「何をする気だ」

　アレクは真後ろのオフィにしか届かない声に、最大限の抑よく制せいを含ませてくる。

　全容を話せば、アレクはオフィを力ずくでも止めるに違いなかった。

　真面目で──とても良いい人なんだもの。

「……わたしにしか、できないことを」

　そう口にすると、オフィの頭の中に、六歳さいの頃の記憶が鮮せん明めいに呼び起こされた。




　おはなし会の最中にセラフィーネが教えてくれた〝秘密〟は、雷に打たれる以上に衝しよう撃げき的てきなものだった。

「それはね──実は、シギスマンドも竜たち幻げん獣じゆうも実在していたの」

　一般的に両者は神話上の登場人物と認にん知ちされている。

　しかし魔法と呼ばれる超常現象が生起していたとても古い時代、シギスマンドは実際に竜と戦い、勝利を収めた──神話は作り話ではなく実話だったのだ。

「ただね、シギスマンドは竜を瀕ひん死しに至らしめこそすれ止とどめは刺ささなかった。彼は『浄じよう化かの力』によって悪あしき心を清め改心させたの。そして竜を家来として従えたんですって」

「じょうか？　かいしん？」

「汚れていたものを綺麗にして、もう悪いことをしないようにしたの」

「すごいっ、魔ま法ほう使つかいみたい！」

「神様から授さずかった特別な力であることはたしかね。……でも魔法とは違うわ」

　ふいに声こわ色いろを暗くしたセラフィーネが、オフィの左胸を指し示す。

「大いなる闇やみが甦る刻とき、聖なる騎士の血筋に、黄金の十字の紋もん様ようを心の上に刻みし者が生まれ出いでる」

　詩を吟ぎんずるように、セラフィーネはよどみなく口ずさむ。

「是これすなわち、天福ありしシギスマンドの生まれ変わりの証。万ばん物ぶつの心の闇や穢けがれを清きよめし『浄化の力』を受け継ぐその者、彼かの騎士の意志を胸に、大いなる闇と再び相あいまみえん。──シギスマンドの血を引く王家代々の言い伝えなの。お母さまがあなたを『秘密の姫君』にしたのは、あらゆる危険から遠ざけるためなのよ」

　──『シギスマンドの生まれ変わりで、彼より受け継いだ聖なる『浄化の力』が使える』

　幼い頃にその力を使って虚弱になったことを秘するため。延ひいてはその力のせいで狙われないように。

　母がオフィをひた隠かくしにしたのは、王家の子し子し孫そん孫そんに及ぶ言い伝えどおりに生まれてきた愛まな娘むすめを、降りかかる火の粉から守るためだったのだ。

「言い伝えの信しん憑ぴよう性せいは未知数だけれど……わたくしはあなたも、守るべきものを守れるだけの力も、必ず手に入れてみせる。だから安心してちょうだいね」

「おねえさまの、まもるべきもの？」

　顔には笑みを、それでもコバルトブルーの瞳は真しん剣けんそのもので、セラフィーネは告げた。

「わたくしは王になるから──守るべきはこの国と民たみすべてよ」




　──あのとき、己の秘密を知り、母の想いを理解し、姉の決意に触れた。

（……ごめんなさい、お母様）

　オフィがこれからやろうとしていることは、母のかつての想いを無む下げにする。

　特とく殊しゆな存在である娘を、籠かごの中の鳥にしてでも守ってくれた。嫌きらうどころか、真綿でくるむような愛情を注いでくれている。そう感じられて心の底から嬉うれしかった。

　けれど。

　──わたしは大切な人と、大切な人が守るべきものを救いたい。

　そうすることで自らの身に、何が起こったとしても。

「…………この状況を収める算段が、お前にはあると？」

　問うてくるアレクにオフィはうなずきを返す。

　純粋な武力が通じるなら、アレクの敵はそういない。だがあの禍々しい黒い靄に、剣は効かなかった。

　あれが言い伝えにある『大いなる闇』なのかは、現時点ではわからない。わからないが、少なくともこの場で対たい抗こうが可能なのはおそらく、オフィの持つ『浄化の力』だけだ。

「ならば責任は俺が取る。最後まで見届けてやるから、お前は思うようにやれ」

　信じてくれているからこそのアレクの言に、感動に近い感情が胸をひたひたと満たす。

　迷いはない。何が起こっても──大丈夫、後ろには隊長がいる。

　いつからセラフィーネと同様の信頼をアレクに寄せるようになったのか、その言葉にこれほど勇気づけられるようになったのか。それはもう、オフィにもわからない。

（隊長を信じてる、信じてもらえている。それだけで十分よ）

「隊長、ありがとうございます……」

　感謝で結んだオフィは、追いすがる一方だった大きな背中の前に立ち、見せつけるかのように姿勢を正す。

（『浄化の力』を使うには、まずわたしがフェルディナントに近づかないと）

　立ち位置が悪いので不意を突くのは無理だろう。ならば近づくには、相手の足を完全に止めるしかない。

　そのために必要なのは意表。それもただの意表では不十分だ。

（とっておきを出すしかないわよね）

　──あなたを今守れるのなら、わたしはもう『秘密の姫君』でなくなってもいい。

　オフィは剣帯の金具を外し、長ちよう剣けんを鞘さやごと地面に放り投げる。

　捨てた剣の代わりに、今度は首から抜き取った金のネックレスを高く掲かかげた。

「これが何を意味するか。……あなたならわかるわよね？」

　ネックレスを注視するフェルディナントの顔に、驚きよう愕がくの色が表れる。

「その紋もん章しようは、『王家の薔薇ロイヤル・ローズ』。……そんな、では君は……」

　お姉様のようにはいかないけれど。

　それでも王族の一員に恥じぬよう、前を見み据すえ、しっかりと胸を張ってみせる。

「わたしの真まことの名はオフィーリア・リズ・レーヌグラン」

　あらん限りの威厳を声に込めて。気高く力強く言の葉を紡ぐ。

「第二王女として命じます。剣を引きなさいフェルディナント。次期女王を──お姉様を傷つける者は、このわたしが許さない！」

　とっておきによって生まれた動揺により、その場では時間が完全に停止した。

　狙いどおり！　オフィは丸まる腰ごしのまま、フェルディナントめがけて疾しつ駆くする。

（恐くない、と言えば噓うそになる）

　また弱い自分に戻ってしまうかもしれないと思うと、不安でたまらない。

　だって、長かった。

　鍛たん錬れんを始めた脆ぜい弱じやくな身体がここに達するまで、四し肢しが、肺が、全身のあらゆる器官が悲鳴を上げた。何度泣いたか数えきれない。

　望んだのは自分。それでももう、あんなつらい思いはしたくなかった。

（……こんっなに後ろ向きなことを考える脆もろい自分に腹が立つわっ！）

　わたしは弱い。──でも心に定めた誓いは貫つらぬき通してみせる！

　強くありたい。身だけでなく心も。

　自らが憧あこがれ尊敬してやまない人たち──アレクやセラフィーネのように、強く。

「叔父様は復讐を望む女め々めしい人じゃないでしょう。……もう、本来の自分に戻りなさい」

　あなたの笑顔が、優しさが、すべて噓だったとは思わないから。

　フェルディナントの腕にオフィは手を伸ばす。『浄化の力』は行使者が、対象の身体に直接触れることで初めて発動できるからだ。

　前世の記憶はないが、オフィの身体は力の使い方をおのずと知っていた。

　なぜなら使用方法も戒いましめも、この魂たましいに刻まれているのだから。

　短く呼吸し、フェルディナントを見据えたオフィは、解放の言こと霊だまを厳おごそかに唱え上げた。




「闇を照らせオプスキユリテ・エクレ!!」



















　途と端たん、掌てのひらが陽だまりにかざしたように温かくなる。

　その感覚に懐かしさを覚えるなり──綺麗で、清すんでいて、すべてを赦ゆるすかのごとく優しい、淡い金色の光が生まれる。

　この世のものとは思えぬ神こう々ごうしい光に当てられたフェルディナントはふっと瞼まぶたを閉じ、眠ねむるようにして地面に横たわった。黒い靄も輪りん郭かくをゆっくりと失って霧む散さんし、得体の知れない禍々しい気配は感じられなくなる。

（やっ、た……？）

　カラン、と短剣が転がった時には、光は霧きりが晴れるように消えていた。

　得物を遠くへ蹴けったオフィは、すぐさま立たち尽つくすセラフィーネに寄より添そう。

「お姉様っ、お怪け我がはありませんか!?」

「オフィ……あなた、何を……？」

　珍しく動揺した様子のセラフィーネに、オフィは人目をはばからず抱きつく。しなやかで、細い身体だった。

「お姉様の守るべきものがこの国と民だと知ったときに、決めたんです」

　自分は彼かの聖なる騎士のように、竜を負かすことはとてもできないけれど。

　いつも敵か味方かわからない人間の前で、大輪の薔薇のごとく優雅に。しゃんと背筋を伸ばして論理の剣を手に戦う孤こ高こうの女神が、その細い背にすべてを背負うというのなら。

　あなたの手足として、その背を守る剣となり盾たてとなると。

「みんなを守ろうとするお姉様を守るために、わたしは《セント・クロワ》の騎士になるって。それなのにお姉様がいなくなったら元も子もありません」

「……あんなに小さかったのに、ずいぶんと大きくなっていたのね」

　抱き返してくれるセラフィーネの手は、昔と変わらず優しくて温かい。

　くすぐったい気持ちに目を細めたら、突然オフィの手足から力が一気に抜けた。

　踏ん張ろうにも、全身をはいずるような倦けん怠たい感かんのせいで身体がまるで動かず、膝ひざから崩れるようにして倒たおれ込んだ。

「オフィ!?」

「ちょ、いきなりどうした!?」

「しっかりしろ、おいっ!!」

　三方向から一いつ斉せいに放たれる良い声も、脳に直接響ひびくとつらい。

（これが、『浄化の力』を使った、副作用ってやつなのねっ……）

　──神の御み業わざの代だい償しようは己おのが生命力。是を濫らん用ようすれば、その末路は死あるのみ。

　魂に受け継がれる戒め。

『浄化の力』は夢みたいな魔法などではない、まさしく奥おくの手てなのだ。

「オフィ、あなたやはり『浄化の力』を！　どうしてこんな無茶をしたの……っ」

「……いざとなれば、隊長たちは忠誠を誓った主君を守るために、フェルディナントを斬れます。……だけどアレは退しりぞけられない」

　オフィは明言を避ける。目にしていた自分さえよくわかっていないのに、剣を退けたのは黒い靄だとそのまま口にしたところで、見えていない人間は混乱するだけだ。

「それに、誰も、フェルディナントの死を望んでいなかった、でしょう？」

　皆から伝わってきたフェルディナントへの感情は怒りではなく……胸が張り裂けるような悲しみ。オフィにはそう感じられたのだ。

「わたしなら殺さずに救えるから……わたしにしかできないなら、無茶でも、やります」

　意識が遠のく。もう、瞼を開けているのも限界だった。

「ごめ……あとはよろしく、です」

　目の前がふっと暗くなる。

　自分の身体に触れたいつかの力強い腕の感かん触しよくを最後に、オフィは気を失った。
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「《セント・クロワ》五番隊隊長、アレクシオ・ローウェル。参上仕つかまつりました」

「お待ちしておりました。どうぞこちらへ」

　セラフィーネの離り宮きゆうであるアルバ宮を訪おとずれたアレクは、老練な侍じ女じよの案内で応接室に通された。

「こんなところまで出向いてもらって悪かったわね」

「滅めつ相そうもない。殿でん下かの貴重なお時間を割さいていただき恐きよう縮しゆくです」

　誕生会で、フローラもといオフィが気絶したあと、間かん髪はつを容いれずにセラフィーネはアレクたちに指示を出した。

『わたくしはこのまま夜会をつつがなく遂すい行こうするわ。あなたたちは二人を誰だれにも見み咎とがめられぬよう貴き賓ひん室しつに運んで。ハロルドは付き添い、アレクシオは警備に戻りなさい』

　正常に呼吸していたもののオフィの容態が気になり、本音は傍そばを離はなれたくなかった。しかしアレクには、廷てい臣しんとして使命をまっとうする義務がある。

　アレクはセラフィーネの意を酌くみ、黙もくして指示どおりに動いた。

　結果として周知の事実だった存命退位と、セラフィーネの即そく位いは一年後という表明を女王自みずからが行うという意表を突ついた演出を除き、夜会は何事もなく幕を閉じた。

　そのあと童顔の二番隊長からは、

『フローラ、実家に急きゆう遽きよ呼び戻されたんだって？　お父上が危き篤とくって心配だよね』

　寝ね耳みみに水の話を振られた。それがセラフィーネの流したオフィ不在の筋書きと理解したアレクは、その根回しの早さに内心で舌を巻きつつ、うなずく形で話を合わせたのだ。

　あれから一週間。オフィとハロルドは欠勤扱あつかいとなったままだ。

「当事者であるあなたは知る資格がある。だけど話をする前に一つ確認しておくわ。秘密をすべて知った上で墓場まで持っていく覚かく悟ごはある？」

　一言「忘れろ」と命じればそれで片かたがつく。

　それをこうして人目につかない離宮に呼び出して込み入った話をしようとするのは、セラフィーネがアレクを信しん頼らいしている証しよう拠こ。主君からの誠意に応えないのは噓うそだ。

「この身は殿下に忠誠を誓ちかいました。裏切るくらいなら、私は自分を殺します」

「見上げたその忠誠心に敬意を表し、噓偽いつわりなく話すと約束しましょう。──そうね、まずはフェルディナントの件から話そうかしら」

　ティーカップに口をつけてから、セラフィーネはゆっくりと語り始める。

「夜会のあくる日、わたくしはお母様と共にフェルディナントに会いに行ったの。そこでお母様から叔お父じ様さまの秘密について聞いたわ」

　天てん賦ぷの才さいで王立騎き士し団だん長ちようにまで昇のぼり詰つめ、勇ゆう猛もう果か敢かんが代名詞であるラトウィッジの秘密──それは生まれながらに肺を患わずらっていたことだった。

　血の滲にじむような鍛たん錬れんと強きよう靭じんな精神力で克こく服ふくしたものの、団長に就任して数年後に再発。表向きは勇退として一線を退いたのち、極ごく秘ひに女王の離宮で闘とう病びようしていたそうだが、一年後に還かえらぬ人となった。

「『息むす子こたちにとって強い父のままでいたい』。たった一つの遺ゆい言ごんどおり、お母様は叔父様の本来の死因である病死を、落石による事故死に偽ぎ装そうしたわ。けれど主君の死に疑念を抱いだいた前チェンバレン伯はく爵しやくが、事故の経緯を長年にわたって調査していたの。そして半年前に亡なくなる直前、前伯爵は主君の跡あと目めであるフェルディナントにだけ調査結果を伝えた」

「陛下が落石を指示なさっていた」

「ええ、真実は真実でも『一部』でしかなかったことが、今回の憎ぞう悪おを生んだ」

　姉は弟の最後の願いを叶かなえるべく、秘密を抱かかえ込んだ。結果としてそれが甥おいを苦しめ、セラフィーネに矛ほこ先さきを向けるまでに追おい詰つめてしまったことを、女王は涙なみだながらに謝罪したという。

「フェルディナントは、譲じよう位いが表明されると噂うわさされていた誕生会を復ふく讐しゆうの舞ぶ台たいに選んだ。その直前に飛び込んできたのが、ソラール帝てい国こくからの盗とう賊ぞく」

「警けい戒かいの目を分散させる腹積もりで奴やつらを見み逃のがした、といったところでしょうか」

「概おおむねそのとおりよ。誤算はあなたの眼力と知識ね」

「恐おそれ入ります」

　アレクはすっかりぬるくなった砂糖どっさり激げき甘あまミルクティーを啜すすった。

「そうしますと殿下、これまでの花か瓶びんもろもろについてもフェルディナント様が？」

「指示していないそうよ。もとより彼はそういった姑こ息そくな手段を好まないしね」

　となると老害の回し者の仕業か。

「獅し子しの尾おにたかる蝿はえは放っておいても差し支えないわ。いざとなれば叩たたき潰つぶすまでよ」

　こんな雄お々おしい台詞せりふを自然に口にできるレディはそうそういまいとアレクは感かん嘆たんする。

　外見こそこの主君は絶世の美女だが、中身は男も惚ほれ惚ぼれする漢おとこだ。

「それからオフィだけれど、今はもう元気だから安心なさい」

　何よりの吉きつ報ぽうに安心した。だがアレクの頭の片かた隅すみには、庭園で見た淡い金色の光とセラフィーネの台詞が引っかかったままだ。

「恐れながら、妹君にかけられた『どうしてこんな無茶を』、とはどういった意味で？」

「『浄じよう化かの力』は絶対の効力と引き換えに、行使者の生命力を著いちじるしく消しよう耗もうさせるの」

「……その『浄化の力』とは、あの不思議で清せい浄じような、淡い金色の光のことですか？」

「ええ、救国の英えい雄ゆうシギスマンドが神より賜たまわった力よ」

　ここで神話上の人物が持ち上がるとは思ってもみなかったアレクはぽかんとする。

「『浄化の力』について話すと思考が止まるだろうから説明は後回し。そういうものだと思って聞いてちょうだい。今は話を進めるわ」

　セラフィーネ自身もにわかに信じがたい真実と自覚しているからに違ちがいない。アレクは先行に同意する。

「あれはオフィが一歳半のとき。間者に誘ゆう拐かいされそうになったあの子は身を守るため、無意識下で『浄化の力』を発動したの。おかげで事なきを得たけれど、その力は幼い身体からだにはあまりに強大すぎたために、副作用で虚きよ弱じやくになった」

「妹君の初はつ披ひ露ろ目めの式典が中止になったと知ってはいましたが、そんな事情だったとは」

「虚弱設定はまんざらでたらめでもなかったのよ」

　──執しつ務む室しつでオフィがアレクに語って聞かせた話。

　王女という点を伏ふせていた以外、あれはどうやらすべて事実だったようだ。可愛かわいがってくれた人の葬そう儀ぎに出られなかったというのは、聡そう明めいと名高かった亡き王配殿下のことだろう。

（口からでまかせを並べていたわけじゃない。……あいつらしいな）

　噓をつかれていなかったとわかれば、おのずと嬉うれしさが込み上げてくる。

　フローラが王女だろうと、アレクの知る、まっすぐでひたむきなじゃじゃ馬に変わりはない。

「……オフィを守ると、わたくしは自分自身に誓っていた。なのに逆に守られるだなんて」

「以前、妹君がおっしゃっていました。『変わりたいと願うだけじゃ変われない。大切な人は守れない』、だから強くなろうと決めたのだと」

　その一心でここまできたのだ、あの娘は。

「殿下を守る。それが妹君の《セント・クロワ》の騎士たらんとした確固たる理由です」

「あの子に恥はじないためにも、わたくしは立派な君主にならなくてはね」

「殿下は必ずや良き王となられます。これは我ら臣下一同の総意です」

　本心が伝わったのかアレクに知る由よしもないが、セラフィーネはありがとうと微笑ほほえむ。

　美しいがいつもの艶あでやかさを潜ひそませた、年ねん齢れいにふさわしい自然な笑い方だ。

「ところで洞どう察さつ力りよくに優すぐれたあなたが、フローラの素す性じように疑ぎ惑わくを持たなかったの？」

「はい。ハルは公こう爵しやく令息だけあって所作を褒ほめていましたが」

「騎士とはいえ王女が粗そ暴ぼうでは本ほん末まつ転てん倒とう、礼れい儀ぎ作法は厳しく仕込んだわ。でも最近は教える必要がなくなってしまって。あの子にかまわれる理由を目下思案中なの」

　……妹が姉上大好き病なら、姉は姉で同種の病持ちのようだ。

　かまわれたいってどんだけだよ、とアレクは内心でつっこまずにいられない。

「そうそうこれまでの話、他言すれば一いち族ぞく郎ろう党とう根絶やしにするからそのつもりでいなさい」

「……心得ておりますが、脅きよう迫はくにその女め神がみの微び笑しようの組み合わせは戦せん慄りつを禁じえません」

「王たるわたくしは美しくしたたかに狡こう猾かつに、時には恐ろしくないとね？」

　人の上に立つ者らしい、絶大無比の圧を孕はらんだ華か麗れいな微笑みだ。

《セント・クロワ》の隊長として白羽の矢が立ったとき。美女との見合い云うん々ぬんよりも、セラフィーネのこの『王者』の顔こそが、アレクを敗まけたと観念せしめた最大の要因だった。

「ロベール──第八部隊長には接収品について、『ソラール帝国ではよくある既き製せい品ひん』と報告しておきました」

　国内でベスク織りを知るのは一ひと握にぎりの職人だけ。宮きゆう殿でんでその存在を知る者は皆かい無むだ。

　たかだか盗賊の布きれだ、重要度は低い。その上で職人に負けず劣おとらず博識なアレクの報告に疑いを持つ者は一人もいない。

「あとの処理は殿下にお任せ致いたします」

「わたくしの考えを見み越こしての判断かしら？」

　見越して、というより。

「殿下はあの場でお二方を〝誰にも見咎められぬよう〟運ぶように命じられ、夜会を〝つつがなく〟遂行するとおっしゃいました。流れからするとそういうことでは？」

「あなたはただ強いだけの阿あ呆ほうでないから助かるわ」

「お褒めにあずかり光栄です」

「それはそれとして……アレクシオ、あなたはわたくしの命めいに背そむいて庭園に入ったわね」

「──はい」

　どのような事情があろうとも関係ない。次期女王たるセラフィーネの命令に反し、アレクが規定に従わず、単独で動いたのは揺ゆらぎのない事実。

　そして軍属する人間にとって、上からの命令は絶対だ。

「申し訳ございません。いかなる処しよ罰ばつもお受け致します」

「主君として、わたくしはあなたに罰ばつを与あたえるわ──今しばらくここにいなさい」

　…………ここにいろ？

　それのどこが罰なのかと啞あ然ぜんとするアレクに、セラフィーネは悪戯いたずらっぽい笑え顔がおをくれる。

「わたくしはいったん席を外すけど誰が来てもここにいること。それがあなたへの罰よ」

　セラフィーネは楽しげに言うなり、優ゆう雅がを突き詰めた所作で立ち上がった。




「失礼しますお姉様」

　アルバ宮のセラフィーネの私室に入ったオフィは、ゴルゴン三さん姉し妹まいでも目もく撃げきしてしまったように扉とびらの前で動けなくなった。

　室内にオフィを呼んだはずの姉がおらず、代わりにアレクが椅い子すに座っていたからだ。

（なんで隊長がここに!?　お姉様はどこ行ったのまさかわたし来る場所間ま違ちがえた!?）

　もしやこれは夢か幻まぼろし？　思わずひとりごちるオフィは混乱しきりで頭を抱かかえる。

　と、腰こしを上げたアレクがオフィに近づいてきた。思わず敬礼しそうになる。癖くせって恐こわい。

「ごっ、ご無ぶ沙さ汰たしています」

「……一いつ瞬しゆん、誰だかわからなかった」

　今のオフィは襟えりぐりと袖そでにたっぷりのフリルをあしらった、淡あわいグリーンのドレス姿だ。金細工の花はな飾かざりをつけた髪かみは丁てい寧ねいに櫛くしで梳すき、春風にそよぐようにおろしてある。

　よくて町娘風の素そ朴ぼくなワンピース姿しか披露していなかっただけに、こんな気合いの入ったお姫ひめ様さま仕様の格かつ好こうを見られるのは猛もう烈れつに照れくさい。

「見慣れないですよね！　いつもは制服だし、髪も結びっぱなしですしっ」

「そうしていると本物の王女に見える。いや実際にお前は王女なんだろうが……」

　アレクの口調は上官と部下だった頃ころのそれとまったく同じ。真ま面じ目めな彼はよそよそしくなると踏ふんでいただけに嬉しい誤算だ。

　距きよ離り感かんを計りかねていたオフィは、アレクの呼び名はこれまでと同じ、隊長でいこうと決める。

「あの、隊長がどうしてここに？」

「殿下から、口外すれば一族郎党根絶やしにするという裏話を拝はい聴ちようしていた」

　一族郎党根絶やしって。お姉様、表現が物ぶつ騒そうすぎやしませんか？

「その殿下は今、席を外されているが……とりあえず元気そうで何よりだ」

　アレクはオフィの頭をごく自然に撫なでる。力加減が絶ぜつ妙みような優しさだ。

「ご心配をおかけしました。おかげさまですっかり元気なので、そう撫でなくても……」

「俺にこうされるのは嫌いやなのか」

「嫌じゃないです！　ただなんかこう、子供扱いされている感じがするので……」

「安心しろ。あんなに格好いい背中を見せつけてきた奴を子供だとはもう思ってない」

　──隊長、ちゃんと見てくれてたんだ。

　正体を明かす前に、少しでも頼たよりなさが消えるようにとまっすぐ伸のばした背。それを他ならぬアレクに、格好いいと表現された。

（どうしよう……嬉しすぎ）

　にやにやするのを堪こらえきれず、オフィが顔を下に向けたときだった。

『おぃこら兄ちゃん、お嬢じように気安く触さわんじゃねぇ！』

　突とつ然ぜん差し込まれたのは、変声期前の少年のように高い声だ。

（連れて来たのすっかり忘れてた！　……って、あら？）

　左ひだり肩かたに乗っていたはずのソレの姿がない。どこに行ったのかとオフィは部屋の中を見回し、叫さけびそうになった。

　──あろうことかアレクの銀ぎん髪ぱつの上に、いた。

（なんて場所にとまっちゃってるのぉ！）

「ネージュ、その人はわたしがお世話になった上官なの！　だから頭にのっちゃだめ！」

「頭？　お前は何をわけのわからないことを言っ……」

　不自然なところでアレクの言葉が途切れる。鏡に映った、自分の頭上にいるソレを見つけてしまったのだ。
















　アレクの頭にちんまり座るソレ──名はネージュ（オフィ命名）。スズメよりやや小ぶりな尾お羽ばねの長い小鳥である。

　躰からだは丸っこく、真っ白でふわふわぽよぽよだ。黒いつぶらな瞳ひとみと小さなくちばしがとっても可愛らしい。

『おぅ目つきの悪い兄ちゃん。憧あこがれの幻げん獣じゆうナンバーワン、天あま翔がける竜りゆうとはオイラのことさ』

「……言ってることは意味不明だが、ずいぶん流りゆう暢ちように喋しやべる鳥だな」

　銀髪の上で天然の羽飾りと化して居い座すわるネージュに、「頭にのるな」とアレクは凄すごむが、ネージュは「やーだね」とだだをこねる。

　言ってきかないなら、とアレクはネージュに手を伸ばし──その手は肢し体たいをすり抜けた。

「…………どうなっている？」

「ええと、その子は小鳥なんですけど厳密には小鳥ではなく……隊長、お姉様の裏話の中で、シギスマンドの神話にまつわる事実って聞きました？」

「いや、それっぽいことには多少触ふれられたが、思考が止まるからと後回しになった」

　もっともだとオフィは苦く笑しようする。現実の世界で実際に起こった出来事が、虚きよ構こうである物語よりもかえって摩ま訶か不ふ思し議ぎなのだ。

（でもネージュのことを説明するには、摩訶不思議は避さけられないし）

　ここは下手に小細工しない。オフィは潔いさぎよくド直球を投げた。

「そのネージュなんですが、中身はシギスマンドに倒たおされたとされる竜でして……」

「はあっ!?　いやいや待て待て、何がどうしてそうなったらその展開に着地する!?」

『どれ、特別にオイラの生しよう涯がい譚たんを聞かせてやるぜぃ』

「って、ちまいのは自然に会話に参加してくるな！　その姿だとよけい頭が混乱するっ」

『あれは遠い遠い昔のこと……』

「人の話を聞けよおい！」

　アレクの非難の声を歯し牙がにもかけず、ネージュは語り手口調で喋り始める。

『シギスマンドにぶちのめされたのちに浄化された竜オイラは、その後は彼の家来になりました。シギスマンドが亡くなると、どこかの奥おく深ぶかい山に引ひき籠こもり、隠いん遁とん生活を送ります。時代は流れ、二百年ちょっと前に魔ま法ほう的てきな力が希き薄はくになると、それを活力源にしていた幻獣は淘とう汰たされてしまったのでした。──改めて口に出すと暗くれえなぁ』

　一応は耳を傾かたむけていたアレクは、頭痛をこらえるように額を押さえていた。

「………………この際、信じるかどうかはさておき。そういうものだという前提で話を進めるとすればだな」

　当然のことながらアレクは信じていないようだ。だがくだらない与よ太た話ばなしと、頭ごなしに否定もしていないらしい。

「なんでとうの昔に死んだはずの竜が、竜とは似ても似つかない姿でここにいる」

「わたしがフェルディナントを浄化したあと、気づいたらこの小鳥の躰に魂たましいが融ゆう合ごうしていたそうで」

「なぜフェルディナント様がここで出てくる？」

「隊長には見えてなかったと思うんですが、庭園でのフェルディナントには黒い靄もやがまとわりついてて……それがネージュだったんです」

「────まさか、ハルの剣けんが通用しなかったのは……」

『オイラが憑ひよう依いしてたから』

　幻獣は実体のある自然のような存在。人が風を捉とらえることができないように、人は幻獣に触れられない。そして風が人を切れるように、幻獣は人に触れる。

　肉体はただの器うつわ、本質は魂に在る。その魂が憑依していたので物理攻こう撃げきが効かなかった、というのがネージュ談だった。

『なんかこう、兄ちゃんの負の感情？　みたいのが高まると、オイラも表に出てこられたような気はすんだけど……』

「──奇き怪かいな現象が偶ぐう然ぜんかどうかはこの際かまわないの」

　冷静な語調で話の腰を折ったのは、中座していたセラフィーネだ。

　話に夢中で、扉の開く気配を逃のがしたようだ。

「要点は一つ、フェルディナントは操あやつられていたのか、能動的に行動を起こしたのかよ」

『オイラがなんであの兄ちゃんに憑依してたのかはわかんねぇけどさ。少なくとも憑依してた半年くらいの間、オイラぼんやりとしか意識なかったから。そんな状態で操るも何もできねぇもん』

　そこまで言うと、ネージュはオフィの左肩に移動してきた。

　軽くて手て触ざわりのよい羽をオフィはそっと撫でた。普通の人間が触れようとしてもその小さな肢体をすり抜けてしまうのだが、異能のオフィはこうして触れることができるのだ。

『また助けられた。今度はネージュとして、オイラはお嬢の傍にいるんだ』

　ネージュの答えに満足したように、セラフィーネは「そう」とやわらかく囁ささやいた。

「庭園で、フェルディナントは短剣をつきつけながらわたくしにこう言ったわ」

『セラフィーネ──私もすぐに後を追う。君と同じ場所には行けないから先に言っておくよ。妹のように大切に想ってきた君を、身勝手に巻き込んで本当にすまない』

　覚悟、でも、さよなら、でもない。フェルディナントが口にしていたのは命を狩り取ろうとする者に何より似つかわしくない謝罪だったのだ。

「操られた状態でそんな台詞は口にしないでしょう……ならばこの責は、彼自身にあるということ」

　真しん剣けんな声。オフィやアレクだけでなくネージュまでが、姿勢を直す。

「フェルディナントは表向き体調不良で部屋に監かん禁きん中ちゆう。ハロルドは付き添いという名目の監かん視し役やくとして同室に実質監禁状態。どう料理してくれようかしらね」

　お姉様っ、悪党の黒幕みたいな台詞ととびきり綺き麗れいな笑顔が一いつ致ちしてません！

　雪白の肌はだをより一層白くしたオフィは祈いのりを捧ささげる神官よろしく、両手をしっかと組んでセラフィーネに言いい募つのる。

「お姉様、どうかご慈じ悲ひを！」

「……オフィ？」

　いかなる理由があろうと主君への背信は許されない。セラフィーネは個人の感情よりも王の責務を優先させ、クロフォード一族に最も非情な沙さ汰たを下すことを厭いとわないだろう。

　オフィとてフェルディナントの行こう為いを是ぜとするつもりはないが、ハロルドがいなくなれば……アレクが悲しむ。

　彼のつらさを考えると、懇こん願がんもせずに裁きを受け入れるのは忍しのびなかった。

「このようなことを申し上げるのは甘いと重々承知しています。ですがお願いです、なにとぞ情状の酌しやく量りようを……！」

「──この素す直なおで他者を慈いつくしむ優しい心根こそ、レーヌグランの良心よね」

「冗じよう談だんが過ぎます殿下。大事な妹君を本気で青ざめさせてどうするのですか」

「……？」

「安心なさいオフィ。……人ひと払ばらいしていたから、あの場での出来事を知るのは薔ば薇らだけ。だからわたくしは、すべてなかったことにしようと思うの」

　すべて、のところがやけに強い。

　──『王女だと知られた際には即そく退団』

　オースティンの出した条件を破ったからには、オフィはもう騎士ではいられない。

　王女だとバラす折に騎士としての道が潰ついえる覚悟を決めた。胸にぽっかりと穴があいたような空くう虚きよな感覚に蝕むしばまれても、己おのれの選せん択たくに後こう悔かいはしていない。

　それなのに──勝手な解かい釈しやくをしたがっている自分がいる。

「なかったことにするからには、フェルディナントを咎とがめはしない。そして〝すべて〟の中にはあなたの素性も含まれている。それを踏まえ『何も見ず何も聞かなかった』ことにすることにみな同意済み」

　驚おどろきに目を見開いたままアレクへ視線をすべらすと、双そう眸ぼうを伏せた彼は口くち端はを上げていた。──今までにないやわらかい表情に、涙が出そうになる。

「あとはあなたの返事だけよ。姫ひめ君ぎみと騎士、オフィはどちらの未来を望む？」

　セラフィーネを守りたい。その想いはずっと変わらない。

　でも今はそれだけではなかった。『フローラ』として、アレクや騎士団の仲間に出で逢あえたことで、自分自身を受け入れてもらえた。大切にしたい人が増えたから。

　この国と大切な人を守る、本当の《セント・クロワ》の騎士になりたい。

「……お願いします、どうか騎士でいさせてください」

「二に言ごんはないわ。あなたの意思を受け入れましょう」

「欠勤してたぶん、ハルともどもしっかり働いてもらうぞ『フローラ』」

　両人からの是ぜ認にんに、オフィは椅子から跳はね上あがった。

「っ、ありがとうございますお姉様、ありがとうございます隊長！」

　──また隊長と一いつ緒しよにいられる。

　そう思った瞬しゆん間かん、オフィは頰ほおが上気するのを感じた。

　胸が熱い。息が苦しくなるほどのどきどきと、芽め吹ぶいた感情の正体はまだわからないけれど。今はただ、アレクの隣となりで笑って、怒おこって、共に戦える幸せを嚙かみしめていよう。

（気をゆるめたら泣いちゃいそう……）

　感かん涙るいを堪えるオフィの肩をぽんっと叩いたアレクが、セラフィーネに深々と頭を下げた。

「この場をお借りして、僭せん越えつながら私からも殿下の多大なる恩おん赦しやに感謝申し上げます」

「礼には及およばないわ。不問に付す方に利があると判断しただけだもの」

　可愛らしく小首を傾かしげる仕草と、ぞっとするほど理性的な台詞が一致せず、オフィの脳内が混乱する。切れ長の瞳を珍めずらしく丸くしているアレクも同じ状態のようだ。

「盗賊についてはもう手を回してあるから。入国の経けい緯いはうやむやのまま、国外に叩き出されるでしょう。浄化されたフェルディナントは自責の念からか、王位継けい承しよう権けんの放ほう棄きを公言するようだし。追随してハロルドまでもね。だとしても王族公爵であることに変わりはない。ならば便利な駒こまとして、わたくしの治ち世せいに尽つくしてもらうわ」

　なんかすごいことをめちゃくちゃなめらかに言った──!!

「わたくしは聖せい人じん君くん子しではない。打算こそが真しん骨こつ頂ちようの王なのよ」

　全身が総毛立つほど妖よう艶えんに、麗うるわしくセラフィーネは微笑む。

　──この国最さい凶きようの称しよう号ごうにふさわしいのは間違いなく「お姉様」「殿下」だ。

　気に入ったのか、アレクの頭の上にぱたぱたと舞まい戻もどったネージュはぼそりと、

『……この姉ちゃん、すこぶる別べつ嬪ぴんでべらぼうにおっかねえなぁ』

　鷹たかを前に怯おびえる小動物の心境に至った二人と一いち羽わは、新たな女王をそう高く評価した。




　オフィらが退室したあとも、セラフィーネはひとり応接室に残っていた。

　そろそろ来るかしらねと思うや否いなや、窓を閉め切っていたはずの室内で長い金きん髪ぱつが風に揺らされる。

「──間男みたいな真ま似ねをしなくても、扉から堂々と入ってくればいいのではなくて？」

　窓から現れたのは、悪戯のバレた子供のように舌を伸ばすハロルドだ。

　先ほどアレクとオフィを会わせるため中座したとき、彼をここへ呼び出す伝言を使用人に頼たのんであった。

「こっちのが近いからつい。あれ、お前一人なの？」

「オフィやアレクシオは一足先に帰ったわ。窓まど越ごしもなんだし座ったらどう？」

　ハロルドは室内に入るも椅子には座らず、セラフィーネの前で両りよう膝ひざを折った。

「──あのさ、セラフィーネ」

「何？」

「今回のこと……弟のオレが気づかなかったせいで、……ほんとにごめん」

　うつむいて謝あやまるハロルドの頭を、セラフィーネはぺちりと叩いた。

「オフィのことをすべて胸に収める代わりにお咎めはなし。この件に関して今後謝罪も感謝も不要、そう言ったはずよ」

「……けど」

　──相変わらず、見た目に反して律りち儀ぎなんだから。

　昔から明るくてやんちゃで表おもて裏うらがなくて。夏の盛さかりに咲さく向日葵ひまわりみたいな幼おさな馴な染じみ。

　大事にしてくれているのはわかっていた。セラフィーネを支えんとして、《セント・クロワ》の騎士になったことも。

　だからハロルドの前でだけ、自分は姉でも王でもなく、ただのセラフィーネでいられる。

「勘かん違ちがいしないで、わたくしはクロフォード家の弱みを握ったの。せいぜい国のために馬車馬として働いてもらうから」

「……馬車馬のように、って言わねえあたりがお前らしいよなぁ……」

「生ぬるい表現は嫌きらいなの。とにかくお母様とフェルディナントは和解し、オフィは騎士に戻れることを喜んでいる。だからあなたも気にせず能天気に笑っていればいいのよ」

　わかった？　と額を小こ突づいてやれば、ハロルドはようやく顔を持ち上げた。

「あなたとアレクシオで、オフィを守ってあげて。あの子は無茶ばかりするから」

「わかった。──オレはこれからも、お前とお前の大切なものオフイーリアを守り続ける。この命を賭としてな」

　しかつめらしく誓ったかと思えば。一変してハロルドは見ている者を明るくしてしまう笑顔を見せた。

　セラフィーネはそう遠くないうちに王になる。王とは時に冷れい徹てつな判断を下さねばならない。その覚悟はとうの昔にできている。

　でも、この笑顔が見られなくならずに済んで、心のどこかでほっとしていた。

（オフィといいハロルドといい、明朗快活で素直な人間にわたくしは弱いのかしらね）

「わたくしはこのあと珍しく時間があるの。あなたを呼んだのは他でもない、古ふる狸だぬきたちへの愚ぐ痴ちを聞いてもらうためよ。付き合いなさい」

「うわ、お前の愚痴ってかなりえげつないやつ……」

「何か言ったかしら？」

「い～やなんにも。復帰前で暇ひまだし、とことん付き合うぜ女王様」

「ふふ、安心して。真夜中までには帰してあげるわ」

　冗談めかすセラフィーネに、ハロルドは笑えねえとしおれた声を吐き出した。
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「せっかくですから少し寄っていきません？　ちょうど薔薇が見頃なんですよ」

　アルバ宮での話し合いを終えた後でオフィにそう誘さそわれ、ならばとアレクはガリカ宮へ足を運んだ。

　案内されたのは、白や薄うす紅べに色の薔薇が咲き競きそう花はな園ぞのの瀟しよう洒しやな四あず阿まや。

　どこからともなく現れた侍女がテーブルに菓か子しを手早く並べ、見るからに上等そうなティーカップに熱々のお茶を注いでいく。

「ご苦労様。あとはいいから下がってもらえる？」

「かしこまりました」

『じゃあお嬢、オイラは日課の空中散歩してくっから』

　侍女とネージュがいなくなり、四阿には二人きりになる。

　周囲の目がなくなったアレクは長なが椅い子すにどっかりふんぞり返った。

「今後も俺はお前に態度を改める気はない。この期ごに及んで畏かしこまれとか言うなよ」

「もちろん！　隊長は今までどおりでいてください」

　嬉しそうにはにかむオフィを直視できず、アレクはお茶を飲むふりをして目を逸そらす。

　──ドレスのせいか、こいつが異様に女っぽく見える。

　もともと見み映ばえするだけに、こうして着き飾かざった姿で座っていると人形のようだ。

　今日は薄うすく化け粧しようもしており、瑞みず々みずしい色いろ香かまで纏まとっているような気がする。──何恥ずかしいことを素面しらふで考えてるんだ俺は！

「さあ、隠かくしていたこと洗いざらい喋ってもらおうかっ」

　アレクは羞しゆう恥ちを隠すように、銀髪をぐしゃぐしゃかきむしりながらわざと声を尖とがらせる。

「がってんです！　……とはいえ何を説明すれば？　お姉様からあらかたお聞きになったんですよね？」

「『浄化の力』とやらについてだな」

「わかりました。最初に言っておきますが、これからお話しすることはすべて事実ですので」

　強めに念を押すと、オフィは神話が実話であること。自分が王家の言い伝えにあるシギスマンドの生まれ変わりで、英雄がかつて竜ネージユの邪じや心しんを清めた『浄化の力』により、フェルディナントを救ったことなどを語って聞かせた。

　すべて聞き終えたアレクは──かつてないほど頭が回っていなかった。

（…………事実が神話よりよっぽど噓くさいってどうなんだよ）

　ここへきてオフィが噓をつく意味はない。アレク自身も実際に神秘の光景を目にしている手前、信じるしかないが。正直なところ神に顔を貸せ、と言いたい気分だ。

「……お前といいちまいのといい、世界ってのは割となんでもありだな」

「神話の英雄と竜がそろい踏みですからね。……実はさっきは言いませんでしたけど、ネージュがあの姿でわたしのところにやって来た日、教えてくれたことがあるんです」

『オイラの魂、何かに引き寄せられた気がしたんだ』

『偶然かな。オイラ人間に悪さしてた間の記き憶おくも、ぼんやりとしかないんだ。──覚えてるのは自分じゃない誰かの、強くて暗い感情だけ』

　つまりそれはネージュ以外の、なんらかの意思が働いていたということなのか……

「わたしが感じた禍まが々まがしさ……あれはネージュ生来のものではないらしくて」

　ネージュは本来あの性格で、人間にも友好的。邪じや竜りゆうなどには程ほど遠とおかった。

　それがとある日を境に記憶が霞かすみがかり、気づいたときにはシギスマンドに浄化され、正気を取り戻していたらしい。

　今回も、かつてと似たような感じをネージュは覚えたのだという。

「今まで深く考えたことはなかったんですけど……シギスマンドの転生者であるわたしがこうして存在するんですから、『大いなる闇やみ』もまた然しかり。それがネージュではないとすれば──もっとおっかないモノが現世にいるのかもしれません」

　自分たちの目の届かない闇の深しん淵えんで、何か強大な力が動き始めている。

　言い知れぬ不安と予感が、あたかも細い糸のようにアレクらの全身に絡からみつく。

（……いくらでも絡みつけばいい。すべて叩き斬きってやる）

「お前には特別な力があるんだろうが」

　雲うん霧むを払うかのように、アレクは言葉に気き迫はくを込める。

「一人で抱えるな。必ず俺を頼れ」

　オフィは大切なものを守るためなら、その手た折おれそうな細い腕うでに剣を掲かかげ、何が立ちはだかろうと上を目指し、捨て身になることをも辞さない。

　そんな馬ば鹿かみたいにまっすぐな奴だから。自分が守る、アレクはそう決めたのだ。

「……ありがとうございます。すごく、心強いです」

　素直に礼を口にしたオフィの表情は可か憐れんそのもので、アレクの心臓が大きく跳はねた。こいつのたまに見せる女の顔は非常にタチが悪い、大人を翻ほん弄ろうするなこの阿呆。

　このままだと落ち着きがなくなりそうだったので、アレクは「それはそうと」と、違う話題を振った。

「総隊長はお前の秘密についても知っているのか？」

「話してません。本来は王位を継つぐ者と、当人にしか明かされませんから」

　女王の信頼厚い、最古参の臣下すら知らない秘密を俺は知ったわけか。

　優ゆう越えつ感かんがないとは言わないが、それよりも歴史の裏を認にん識しきした重みをアレクは痛感する。

「今にして思えば、事情を知らずにオースティンもよく指南役を引き受けましたよね。お母様が訓練には一いつ切さい干かん渉しようせず内容は一任、って破格の条件を出したとはいえ……」

　それはたぶん、アレだ。

「若者へのしごきもとい育成は総隊長の趣しゆ味みだ。孫とじゃれてる感覚なんだろ」

「隊長もしごかれたクチですか？」

「騎士学院時代にな。まあ俺を含め総隊長にしごかれた奴は少なくないが、総隊長が弟で子しと認めてるのはおそらくお前だけだ」

「わたしだけって？」

「入団式の日に総隊長が寄よ越こした手紙、お前のことを弟子と書いてあっただろ」

　仮にも団のトップからの手紙だ。感情に任せて破り捨てるわけにもいかず、便びん箋せんの形状を保ったまま、現在もアレクの執務机内に保管されている。

「総隊長がそう表現した奴は、俺の知る限りお前しかいない」

「えへへ、そうなんですねー」

　ほんのり色づいた頰を両手で挟はさんでモジモジするオフィの反応にむっとする。そんなに嬉しいか乙女おとめみたいにはにかみやがって。いや世間的にはこいつは乙女の代表選手だが。

「王国最強の弟子としてまだまだ未熟ですけど。もっと訓練と経験を重ねて、いつかわたしはじゃじゃ馬から、空を渡る天てん馬まに昇しよう華かしなくては！」

「……自分を高める方向性が若じやつ干かんずれてるぞ。ほら、これでも食って落ち着け」

　アレクはフォークに突き刺したバターケーキを、力説するオフィの口に押し込む。

　こいつは熱くなると言動が暴走しがちだ。疲つかれたときと落ち着くには甘いものに限る。

「おいしい！　ふわふわのスポンジに甘あま酸ずっぱいラズベリージャムと甘いバタークリームを挟んである。一つ一つはシンプルなのに、一体となったおいしさときたら！」

　バターケーキがよほどお気に召めしたのか。そのあとはろくすっぽ口もきかずに夢中になってぱくつくオフィ。綺麗なお姫様が、まるで腹を空かせた小動物のようだ。

　そのギャップがおかしくて、アレクはぷっと小さく噴ふき出す。

「なんですか？」

「いや、食いっぷりがなかなか豪ごう快かいで」

「しゃちほこばって食べてもおいしくないでしょ。お行ぎよう儀ぎは大事なところでちゃんとしてさえいればいいんです」

「おおよそ姫とは思えぬ能弁だな。つーか上官である俺との茶は勘かん定じように入らないのか」

「隊長の前で気取っても、いまさら無意味じゃないですか」

　オフィは拗すねたようにそっぽを向いて見せつつも、「おいしいのでどうぞ」と、バターケーキや他の菓子もアレクの皿に盛っていく。救国の英雄の生まれ変わりの王女に給きゆう仕じしてもらうのは、何気にすごいことではないだろうか。

　などと考えつつアレクがケーキを味わっていると、オフィが突然ぽんっと手を叩いた。

「わたし、隊長にお礼しないと！」

「唐とう突とつになんだ、礼？　ああ、王女であるお前に働いた数々の不敬に対してか」

「報そ復うじゃなくて！　わたしが騎士に戻れたのは、隊長のお目こぼしのおかげなので！」

　そのことへの感謝ですっ、とオフィは声を大きくする。

「わたしに再び剣を与えてくれてありがとうございます。本当に、感謝しています」

「姫より騎士でありたいとは、お前もたいがい変わり者だな」

「だってわたしはシギスマンドの生まれ変わりですから。王子様とのダンスより、悪党退治の方が胸躍おどります」

　姉に負けず劣らぬ、飛ぶ鳥も見み惚とれ落ちる麗しい笑顔でなんと勇ましいことか。

　化け物と最凶どちらの悪あく影えい響きようかと、アレクは苦笑を隠せない。

「ついては何か望みはありませんか？　仮にも王女の財力と権力でご用意しますよ」

「《セント・クロワ》の隊長を拝命した時点で、俺は侯こう爵しやく同等位と権限を得てる。金も十分稼かせいでるし、別段お前から財貨をせしめようとは思わん。気持ちだけもらっておく」

「それじゃわたしの気が済まないんです！　なんでもかまいませんから！」

　こんな必死に食い下がられると、何も言わないほうが失礼な気さえするな。

　所望すべきものがないかアレクは思考を巡らせ──ふいと好奇心にかられた。

（どんな反応をするのか、なんとなく見てみたい）

「──わかった。なら、ちょっとここに座れ」

　アレクは腰かける長椅子の、空いた空間を指さした。




（なんだろう？　とりあえず座ればいいのよね？）

　不思議に思ったが、オフィは躊躇ためらわずアレクの隣にちょこんと座った。

「それでわたしは何をすれば？」

「膝貸せ」

　返事を待たずして、アレクの銀髪がオフィの膝の上にのる。

　途と端たんにオフィの頭は急激に沸ふつ騰とうした。これって世間でいう膝枕じゃ!?

「た、たたたた隊長っ！　なんでわたしの膝の上でくつろいでるの!?」

「お前たちが不在だったこの一週間、俺は不ふ眠みん不ふ休きゆうだ。寝ね転ころがると一番身体が休まる」

「ああ、だから盗賊の調査中も寝転がって休憩を……。ってそれはともかく！　美女嫌いいが美人の膝を我が物顔で占領してるっておかしいでしょう!?」

「俺が真に嫌悪するのは、外見ばかり綺麗で中身の醜しゆう悪あくな女だ。──お前は問題ない」

　アレクは、お前はそうじゃないと暗に言った。

　初対面のときはあんなに嫌悪感を剝むき出しにしていたのに。そのアレクがオフィを一人の人間として認めてくれて、あまつさえ頭を預けるまでになるとは不思議なものだ。

（その変化がこそばゆくて、……すごく、うれしい）

　頰が上気するのを感じ、オフィは気づかれないように袖でそっと顔を隠した。

　オフィら王女姉妹といい、王族公爵兄弟といい、王統たらしのきらいがアレクにはあるのではないかと、オフィは心密ひそかに考える。

「……それは、どうもです。では、これからもよろしくお願いしますね」

「これからがあるお前には、受け取る資格があるな」

　呟つぶやくなりアレクは素早く立ち上がる。彼はオフィも立つように促うながし、二人は正対した。

「手を出せ」

「手？　こうですか？」

「お前のものだ、失くすなよ」

　アレクがオフィの掌てのひらの上に載のせたのは《セント・クロワ》の紋もん章しよう──白馬にまたがり、十じゆう字じ架かの剣で竜を退治するシギスマンドの姿が彫ほり込まれた記き章しようだ。

　記章は階級ごとに色分けされている。隊長は金色オール、副隊長は銀色アルジヤン、正騎士は銅ブロ色ンズ。オフィの手にあるのは従騎士を示す鉄フエ色ール。

「隊長、これっ！　いつの間に……」

「いずれその時がくればわかると言っただろ」

（じゃあ隊長が宮殿に行った用事って……記章を授じゆ与よする申しん請せいのため？）

　それなら。

　あの時点でアレクはすでに、『フローラ』を入団させる気でいた。……そう、多少は自うぬ惚ぼれてもいいのだろうか。

「仮入団期間満了に伴い、《セント・クロワ》五番隊隊長、アレクシオ・ローウェルの名のもと、フローラ・アシュレイを隊長付き従騎士としてここに正式入団を認める。──改めて歓かん迎げいする、ようこそ五番隊へ」
















　アレクの口上に目を見開いたオフィは一瞬後、弾はじける笑顔で敬礼した。

「はい！　フローラ・アシュレイ、隊長付き従騎士を謹つつしんで拝命致します！」

　見上げた先、晴れ渡る大空のように明るいオフィの声が、花園にこだました。
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　はじめまして、かわせ秋あきと申します。

　この度は『秘密の姫君はじゃじゃ馬につき』をお手にとっていただき、ありがとうございました！




　ビーズログ文庫様の一読者だった私が、ひょんなことから物語を綴つづり始め、第十九回えんため大賞　ライトノベル　ビーズログ文庫部門にて奨励賞を賜たまわり、本作は日の目を見させていただけることとなりました。選考に携たずさわっていただきました皆様には、誠に感謝申し上げます。




　ザ・日本の田舎いなか暮ぐらしのためか、昔から華やかなるヨーロッパが大好きでした。

　そんな憧あこがれから、中世ヨーロッパ風の国が舞台となっております。事実をありのままに書きますと、きゅんもラブもぶち壊し！　な部分がありますので、多少の脚色や未来の文明がちらほら登場することにつきましては、西洋パラレルとして生温かい目でお楽しみいただければ幸いです。

　本作の主役はかよわいお姫様と優しい王子様ではなく、じゃじゃ馬姫と愛あい想そ皆かい無むの騎き士しで、味覚もちょっとアレな変人コンビです。ただ目指すはハッピーエンドありきの王道ラブコメ。つっこみどころ満載であろうと、ここだけは揺らぎません！




　次に、本作を刊行するにあたって、お世話になった方々にお礼を申し上げます。

　ご多忙の中、イラストを担当くださった種たね村むら有あり菜な先生。ラフを見た瞬間、ありがたやー！　と叫さけんでしまいました。とにかく誰しもが美び麗れいで、ゴージャスな軍服姿は眼がん福ぷくの一言に尽つきます。可愛かわいく格好いい、素敵なキャラクターたちをありがとうございました。

　校正様、細かくチェックをしていただいてありがとうございました。間違いだらけで申し訳ありません。表現など学ぶことが多く、大変勉強になりました。ところどころにあったコメントが、とっても嬉しかったです。

　この作品がこうして出来上がったのは、担当様の御ご尽じん力りよくの賜たま物ものです。連絡が毎回遅い時間からにもかかわらず、いつも明るく的確にご指導いただき感謝しかありません。広い心で温かく導いてくださり、ありがとうございます。

　編集部の皆様や、本作品に関わってくださった皆様、応援し支えてくれた家族には感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。




　そして最後に。この作品をお手にとって、こんなところまで読んでくださった皆様。

　ライトなノリのなんちゃって騎士物語ですが、いかがだったでしょうか？　噴ふき出したり、きゅんとしていただけるところが少しでもあれば嬉うれしいです。

　願わくば、また次の作品でお目にかかれますように。

　本当に、ありがとうございました。


かわせ　秋


















『秘密の姫君はじゃじゃ馬につき』

電子版特別ショートストーリー











～まどろむ乙女の傍らで～






　討伐作戦の決行前夜。

　夜食として提供された、フローラ作のスープ（ハロルド曰いわく、砂糖の凶器）を口にした五番隊員の中に体調不良を訴うつたえる者は現れることなく、賑にぎやかな団らんは終わった。

「っあ～、いい湯じゃ～」

「じじ臭いぞハル」

　アレクとハロルドがいるのは、共同施設である大浴場だ。

　宮殿の近くにある豊かな水源のおかげで、贅ぜい沢たくにも並々と湯が張られた広い浴よく槽そうに浸かったハロルドの台詞せりふに、アレクはにべないつっこみを入れた。

「訓練で疲れた身体を湯に沈めたら、歳は関係なく言いたくなるだろ～」

「言い方がどこぞのジジイそっくりだった」

　どこぞのジジイとは、自分たちの直属の上官で「儂わしのようなヨボヨボジジイ」が口くち癖ぐせの《セント・クロワ》総隊長、オースティンのことだ。

　たまに大浴場で遭そう遇ぐうするが、あの老人はひょろっとした見かけと相反して、三十代に見み劣おとりしない筋肉質な身体を維い持じしていたりする。

「この際、ジジイでもなんでもいいわ～。って、アレク、もう上がんの？」

「まだ仕事が途中でな」

「今日バタバタだったもんな。オレも手伝うか？」

「いや、いい。お前はゆっくり浸かってろ」

「んじゃお言葉に甘えてそうするわ。アレクもあんま遅くなるなよ」

　うなずいたアレクは濡ぬれた銀髪を拭ふくのもそこそこに、五番館の執しつ務む室しつへと戻った。

　上着を脱ぎ、普段は上まできっちり留めてあるシャツのボタンを二つ外してくつろげたアレクは、執務机に積んであった未処理の書類にペンを走らせる。

　しばらくそうしていると、

「アシュレイです、よろしいですか隊長？」

　ノックのあとに続くのは、己おのれの従騎士であるフローラの声だ。

　ペンを動かす手は止めずに、アレクは「入っていいぞ」と許可を出した。

「失礼します」

　入室したフローラの長いストロベリーブロンドは、しっとりと濡れていた。

　──団らん後、一同が解散する間際に、

『覗のぞいたら、総隊長に『もうお嫁よめにいけない』と涙ながらに訴えます』

　浴槽が完備された大浴場は一つだけで、女性隊員専用なるものはない。そのためフローラは人払い（正しくは脅きよう迫はく）した詰つめ所しよの浴室で湯を使ったのだ。

「どうした、もう就しゆう寝しん時刻だったか？」

「いえ、まだ大丈夫なんですが……」

（なんだ？　珍めずらしく目が合わないな）

　いつもは人の目を見て話すフローラの視線はこのとき、アレクから少しばかり下に外れていた。湯を使ったあとのせいか、頰ほおも上気しているように見える。

（怒っているのとは違うな。これはそわそわしている……か？）

「……隊長、大丈夫ですか？」

「大丈夫って何がだ」

「その、お腹……」

　心もち顔を伏せたオフィは、申し訳なさそうな声で訊きいてきた。

　サンドウィッチを胃袋に収めながら、アレクは残ったスープを一人で平らげたのだ。おそらくフローラは、そのことでアレクを心配しているのだろう。

　ちなみに鍋なべ底ぞこが見えた瞬間、

『さすが隊長！　鋼こう鉄てつの胃袋！』

　と、アレクは隊員たちから割れんばかりの拍はく手しゆと喝かつ采さいを貰もらった。

「俺は結構食う方だ、あれしき問題ない」

「いえ量じゃなくて問題は質しつなんですけど、気分悪くなったりとか」

「あの場で俺は世せ辞じを使ったつもりはない」

　うまいと言ったことは事実だとアレクは言外に告げる。

　するとフローラの細い肩が一瞬震ふるえた。それでもやはり、彼女の視線は上向かない。

「…………ありがとうございました」

「何に対しての礼だ」

「わたしの料理をおかわりしてくれたの、隊長が初めてだったので」

　話によるとフローラは、過去に料理やお菓か子しを作るたびに、身内に振る舞っていたのだそうだ。

　ところがその際にはおかわりどころか、完食されたことが一度もなかった。特に料理の場合はほとんど手つかずだったらしい。

「総隊長もですが、食べる側の人が最大限に気を遣ってくれていたから……。わたしは今日まで、自分が料理下手だと全然気づいていなかったんです」

　そうフローラは正直にこぼす。

（少なくともあのジジバカなら、こいつの手料理が殺人的甘さでも『甘めの味付け』と、まろやかに評するのは至し極ごく当然だな）

　手て際ぎわはやたら良かったと小耳に挟はさんでいる。

　精一杯腕をふるうフローラを傷つけるようなことは、口が裂さけても言えなかったのだろうと、身内らの心は簡単に読めた。

「女としてちょっと情なさけないんですけど。今日は隊長のおかげで食材を破は棄きせずに済みました」

「俺は普通の菓子も好むが、蟻ありも降こう参さんするくそ甘いのでもがっつりいけるからな」

「さり気なく貶けなされた気がするんですけど！」

　フローラはむうっと頰をふくらませる。

　面白い顔になってるぞ、とアレクはふくれっ面つらのフローラを軽くいなす。

「今度からは、作って引き取り手に困ったら俺のところに持って来い。料理でも菓子でも残さず平らげてやる」

「っ！」

　なぜか、フローラはより深くうつむいてしまう。

　今後の食材破棄の憂うれいがなくなるよう、よかれと思って口にしたのだが。アレクの提案をフローラはあまりお気に召さなかったようだ。

「だからっ、なんでそう衒てらいなく言うのよ……！」

　フローラの小さな呟つぶやきを、アレクは拾えなかった。

「なんて言ったんだ、お前？」

「いいんです、こっちの話です！」

　顔を下に向けたままのフローラが発した声は、ずいぶんと尖とがったものだった。髪から覗のぞく彼女の耳が赤らんでいるのは、気のせいだろうか。

「そろそろ就寝していいですかねっ、明日は早いので！」

「そうだな、ちゃんと施せ錠じようしろよ」

「わかってますから！　おやすみなさい隊長っ」

「ああ」

　アレクは短く答え、フローラに執務室を明け渡した。

　そして振り返らずに、宿舎と繫がる渡り廊ろう下かへと向かって歩いていると、

（……書類がない）

　手ぶらであることに、はたと気がついた。

　普段は宿舎の自室に書類を持ち込むということがない。しかし今日は、フローラの寝ね床どこにするため持ち帰ろうと決めていたのに、置いてきてしまった。習慣とは恐ろしいものだ。

　アレクは来た廊を逆戻りし、執務室の前で立ち止まった。

「アシュレイ、ちょっといいか」

　返事はなく、ノックをしてみても結果は同じ。アレクが執務室を出てまだ数分だ。

（寝てるのか……？）

　ものは試しと扉とびらの取っ手を回してみると、鍵かぎはかかっていなかった。手洗いか。

「入るぞ」

　念のため十を数えて扉を開ける。

　すでに明かりは消されていたが今こ宵よいは月夜。長い月の光が差し込むおかげで視界は利く。

　薄うす闇やみの中には──

　いた。フローラは長なが椅い子すの上で若干丸くなって、すうすうと穏おだやかな寝息を立てている。

（鍵を閉めろと言ったのに、なぜこいつは開けっ放しで寝ている!?）

　叩き起こして、今すぐ膝ひざ詰づで説教をかましたかった。

　とはいえ嫁入り前の娘の寝込みを襲おそうような真ま似ねはさすがに憚はばかられるので、ここはぐっと抑え込む。

　アレクは長い息を吐いてから、フローラの寝顔をじっと見下ろした。

（……たしかに綺き麗れいな顔をしている。見てくれに騙だまされる男が引きも切れないわけだ）

　美女嫌いがよくぞまじまじと見られるまでになった、とアレクは自分を褒ほめる。

（それにしてもこいつ、全然起きないな）

　仕事中の様子から、気配に疎うといという印象はなかったが。

　アレクが気配を殺さずに接近しても、フローラの大きな目は開きそうにない。

　訓練でしごかれ、締めくくりに十数人分の夜食作り、へばって当然だ。たぶん一人になった途と端たんに気がゆるみ、あっという間に眠りに落ちたのだろう。

（根性はある。それに……根のいい娘だ）

　ローウェル家の褒められたものではないお家事情を聞き、寝たふりを決めていたアレクに憤ふん慨がいして、それから誠実に謝しや罪ざいを口にした。

　スープの件もそうで、隊員らや食材を案じていた。──自分はしおれていたくせに。

「他の連中はあのとき気づく余裕はなかったけどな、顔に出ていたぞ」

　小さく声を放ったところでフローラには届かない。届かせる気もなかった。

　鍋を空あけたのは、本当にただ単にアレクの口に合ったからだ。

　それでフローラが励はげまされようとそれはフローラの勝手であって、感謝される謂いわれなどない。

「ありがとう」と「ごめんなさい」を、当たり前に言うことのできる善良な彼女はそんなこと思い至りもせず、アレクを恩人か何かのように礼を口にしていたが。

「お前、頼むから悪人に騙されてくれるなよ」

　忠ちゆう言げんにもフローラは目覚めない。目覚められたら目覚められたで、この状況をどう説明したらいいものか困る。

「……ん……」

　かすかな吐と息いきに、アレクの心臓がビクッと跳はねる。

　困った事態が起きる前に引き上げようと、アレクは執務机に置いてあった書類を摑つかむ。

　扉に直行しようとしたが、フローラの上掛けがほぼ床に落ちているのを運悪く目にしてしまった。

（ったく、世話が焼ける）

　世話焼き性分のアレクに、放置するという真似はできなかった。

　仕方なく上掛けを拾い上げる。ばさっと広げ、フローラの足から首までを覆おおい隠かくす。

（お疲れ）

　そのままフローラの頭を自然に撫なでようとして──なんでだと思い留まった。

　──この手はなんだ、意味がわからん!?

　混乱した頭でアレクは部屋を飛び出し、後ろ手に扉を閉めた。しまった、ここからどうする。中からの施錠は無理、鍵は宿舎にある自分の部屋だ。

　取りに行って戻るまでの間に、もし万が一つに出で来き心ごころを起こした輩やからがなどと考えたら、動くに動けない。

（……もう面倒だ）

　あいつが起きる前に消えればいい。思考を諦あきらめたアレクは扉にもたれかかった。

　野宿にも慣れた身体、一晩床の上だろうとどうってことはない。

　それよりも。

（なんで、俺は……）

　躊躇ためらいなく、フローラに触れようとした。

　倒れたときや火傷やけどのときなど、急を要する折は致し方なかった。それとは別に、フローラの決意を聞いた際は激げき励れいのつもりだったが──

　さっきは違う。邪よこしまな下心ではないと誓ちかって言えるが、理由の説明がつかない。

　自分で自分がわからなかった。こんなこと今まであったか、──否いな。

「美女は嫌いなはずだろ……！」

　アレクの血を吐くような囁ささやきに肯こう定ていも否定も返ってこないまま、夜は更ふけていった。




　──翌日、不ふ寝しん番ばんだったことをおくびにも出さなかったアレクだが、経験のないモヤモヤや寝不足に対する苛いら立だちをため込むことはせず、盗とう賊ぞくたちへの制せい裁さいでちゃっかり解消したのであった。
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　誰にも見つからない速さとルートで逃げてきたミーシャは、自室がある居住棟とは別の、本棟の裏庭の茂みに身を潜めていた。

　この研究院には魔法研究のためとして、広い敷地が国から与えられている。本棟と居住棟から少し離れた所に、林があるくらいには。

　なので身を隠すには絶好の場所がいくつもあるのだが、この逃亡を予測していたウェルダンが、何らかのミーシャ捜索魔法をあちこちに仕掛けている可能性がある。彼が予測出来る場所に行くと、あっさり捕獲されるかもしれない。

（……となると、屋根の上は避けた方がいいかな。あそこがお気に入りなのはバレてるし）

　周りに人の気配が無い事を注意深く確認し、思案する。ふと後ろを振り返ると、馴染み深い木造の研究院本棟が目に入った。

（王族、か……。ということは、魔法が使える人、魔法に理解がある人ってこと、だよね）

　王族やそこに連なる上流階級の者には、生まれつき魔力が備わっている。ファザーユ王国建国の祖が魔法を扱う力を持っていたため、名残としてその血筋に魔力が生じるらしい。魔法研究院の後見役が代々王族であるのも、そういった理由からだ。

　しかし、いくら魔法に通じているからといって、第二王子殿下に親近感を持つことは出来ない。性格も歳も全てが不明で、ミーシャにとっては苦手で未知な、『外の世界の人』であることに違いないのだから。

「……何が何でも隠れなきゃ……」

　改めてそう思い、立ち上がる。ウェルダンは高名な魔法学者だが、自分だって博士号を持つ身だ。どんな捜索魔法や探知魔法が仕掛けられていようが、逃げ切ってみせる。

　意気込み、まずは探知されないように結界魔法でも張ろうと考え、準備をしようと息を吸った、その時だった。

　ビュン、と何か小さな影が、もの凄い速さで目の前を横切ったのだ。

「っ？」

　ミーシャは間一髪のところで身を引き、それを避けた。しかし、続いて茂みの向こうから飛び出してきた大きな影は避けきれず、勢いよくぶつかってしまった。

「きゃあっ？」

「わっ」

　おもいっきり鼻をぶつけた感覚に涙目になりつつ、何が起きたのか、と目の前の影を見上げたミーシャは、次の瞬間固まった。

（──…………？）

　真っ先に目に入ったのは、黒。漆黒の髪に、驚きの様子で大きく開かれた、青色の瞳。

　そこにいたのは、おそらくさほど年齢が変わらないだろうと思われるがミーシャよりもずっと背が高い青年──見たことのない、初めて目にする男性だった。

（──……誰？）

　見知らぬ男の突然の登場と、さらにぶつかったことで頭が真っ白になったミーシャは、思考回路が完全停止して硬直してしまった。しかしそれは相手の青年も同じだったようで、彼もまた、ミーシャを見て目をぱちくりさせて固まっていた。

「……君は……」

　一言、そう発した気がした。けれど同時に、近くからパァン、と何かが弾けるような音が聞こえ、青年はそちらに目を向けた。

「こっちか……！」

　そう呟き、音がした方に駆け出そうとした足を一瞬止め、彼はミーシャを振り返った。

「すまなかった！　怪我は無いか？」

　その声に、ミーシャはビクッと肩を揺らしながらも、コクコクと頷いた。それを見た青年は、ホッと息を吐いてから立ち去った。

（──…………な、何だったの……）

　ようやく手足がいうことを聞くようになってきて、ミーシャは今の状況をまとめようと必死に頭を巡らせた。

（……ちょっと待って、あの人誰っ？）

　引きこもりゆえに同僚全員を把握しているわけではないが、学者には見えなかったので客人だろう。この研究院には、魔法に関する相談や依頼をしに来る外部の客も多いのだ。

（こ、怖いけど、何が起きてるのか確認しないと……っ）

　普段は客人の応待を拒否しているミーシャだが、さすがにこの状況を無視することは出来なかった。自分の『家』である研究院の安全を守るため。そう自分を奮い立たせ、ミーシャは青年が駆けて行った奥の茂みの方に向かった。

　そおっと覗き込むと、茂みの向こうの少し開けた空間に、先程の青年が１人で立っているのが見えた。そして彼は手の平に、淀んだ色で光る何か──小さなカードのような物を載せ、それをじっと見つめていた。ミーシャはハッと息を吞み、慌てて叫んだ。

「──駄目！　それを放して？」

　大声を出すと同時に、駆け寄る。青年が「え？」と戸惑った声で振り返るよりも早く、割り込んだミーシャは魔法を発動し、彼からそれを取り上げた。

　そのままの勢いで別の魔法陣を描き、取り上げたカードの周りに結界魔法を施す。瞬時に白く光る結界が生まれ、その直後にカードは爆発した。──が、ミーシャの結界魔法の中での爆発だったので、音はくぐもったものになり、破片が飛んだり何か被害をもたらしたりすることは無かった。

　大事に至らず防げたことに安心し、結界魔法を解く。そして、爆発で黒焦げになった手の平大のカードを、ミーシャはじっと見つめた。

（……マギカ……）

　それは、ミーシャにとって馴染み深い発明品、マギカだった。なぜこんな事態になったのかと、ゆっくり息を吐いて落ち着こうとしたところで、背後から芝を踏む音が聞こえた。

　目の前のことに必死ですっかり頭から抜け落ちていたが、ここにいるのは自分だけではなかったことを思い出す。落ち着くどころか再び騒がしく鳴りだした心臓に、ミーシャは一気にパニック状態になって固まった。

「……助かった。ありがとう」

　青年の声は落ち着いていたが、ミーシャの脳内警報は「今すぐここから離れよ」と告げていた。ミーシャは俯いたまま勢いよく振り返り、マギカを青年に突き返した。

「……い、いえっ、あの、こちらこそ、すみませんっ」

「ま、待ってくれ！　エルディア博士！」

　そのまま逃走しようと駆け出したミーシャの腕を、青年が摑んだ。

「ひゃぁっ？」

「す、すまない」

　すぐに手は離されたが、引っ張られた勢いで振り向かなくてはいけなくなってしまった。だが、逃亡を阻止されたことよりも、今しがたの発言がミーシャの焦りを助長させた。

（……な、なんで私の名前を知ってるの……？）

　なぜわかったのだろう。自分は外部の人の前に姿を見せたことが無いから、顔は知られていないはずなのに。

「すまない、焦ってしまって。まさか、こんな風に会うとは思っていなかったから……」

　ぶつぶつと言った後、青年はコホン、と咳払いをして、居住まいを正した。

「初めまして、エルディア博士。俺はレオナルド・ファザーユ・イズリッド。この度、ウォルター叔父上の跡を継いで、魔法研究院の最高理事に就任することになった」

「？」

　一瞬、言葉の意味が理解できなかった。──とんでもない台詞を聞いた気がする。

（…………え？……え？　それって、アーリィが言ってた、あの……）

　あまりの衝撃に逃げることすら頭から吹っ飛び、言葉を失う。上手く働かない頭のまま、目の前の青年の出で立ちに目を凝らした。

　艶が光る黒のブーツに、おおよそ一般人が着ないような形状の濃紺のアンサンブル。世間知らずのミーシャが見ても、良質な生地を使っていることがわかるものだ。さらに、あちこちに施されている金糸の装飾と腰に提げた剣が、着用者が只者ではない──高貴な身分の者であることを表していた。

（──つまり、本当に……）

　鼓動の音が忙しなく鳴っているのを感じながら、目線を上げる。

　ミーシャの頭一つ分以上高いところにあるのは、太陽の光を受けて不思議にキラキラ輝く、漆黒の髪。ものの美醜に疎いミーシャですら美しいと思う、整った顔立ち。そして、夏の青空を嵌めこんだような澄んだ色の瞳と目が合い──そこでハッとした。

「…………っっ？」

　一気に状況を理解し、全身に雷が落ちたようだった。

（お、お、王子様……？）

　本日最大の緊急信号が脳内を駆け巡る。同時に、今度こそ逃げ出そうと一歩後ずさった。

　けれど、青年──レオナルドは、その反応を見越していたようだった。

「待った、逃げないでくれ！　色々と驚かせたことは申し訳ない。逃げたくなるのもわかるが、どうか話を聞いてほしい」

　また腕を摑まれそうになったが、怯えるミーシャの顔を見て思いとどまったのか、彼はすぐに手を引っ込めた。

「そ、そうだ、深呼吸してみたらどうだろう。ほら、こうして離れているから」

　レオナルドは三歩下がり、そう言った。少し距離が出来たことに安心し、ミーシャはゆっくりと深呼吸する。落ち着くとまではいかないが、先程よりはパニック度が下がった気がした。

　そうして、もう一度レオナルドの顔を一瞬だけ見て、俯く。まさか、逃げようとしていた対象と、こんなかたちで遭遇してしまうなんて。しかもいきなり一対一とは。

　心の中は逃げ出したい気持ちでいっぱいだったが、ミーシャはなんとか踏み止まり、やっとのことで声を発した。

「あ、あの、すみませんでした」

「いや、どう見ても詫びなくてはいけないのは俺の方だから、君が謝る理由なんてないよ」

　落ち着きを取り戻し始めてると判断したのか、レオナルドは三歩の距離を再び縮めた。

「こうして君に会うことが出来て、とても嬉しい。──ずっと、会いたかったから」

「っ？」

　レオナルドは嚙み締めるように、微笑んでそう告げた。そんなことは生まれて初めて言われたので、何て返したらいいのかわからない。ミーシャは慌てふためきながら、咄嗟に先程の疑問を口にした。

「あ、あの……、何で、私のこと、知って……」

　え、と一瞬困ったような声が聞こえた気がした。

「……マギカは作りが非常に複雑難解で、開発者にしか取り扱えないと聞いたことがある。さっきの君の、素早い的確な処置を見て、そうなんだろうと思ったんだ」

「……そ、そうですか」

　飛び出したことを一瞬後悔したが、あの場で自分が対処しなければ、彼は怪我を負っていたかもしれない。だから仕方ない、と思いつつも、ミーシャの心臓は落ち着かなかった。

（ど、どうしよう、どうしたらいいの？　へ、部屋に帰りたい……！）

　その時、ミーシャの心の救難信号が届いたのか、馴染みある男性の声が聞こえてきた。

「──ミーシャ？」

「……博士？」

　茂みの向こうから駆けてきたのは、ウェルダンだった。

「どうして、ここに……？」

　眼鏡がずり落ちて慌てた様子のウェルダンに、駆け寄る。それと同時に数人の男たちも駆け込んできて、ミーシャは思わずウェルダンの後ろにサッと隠れた。

「レオ様！　こんなところにいらしたんですか！」

　レオナルドの姿を見るなり大きな声を上げたのは、彼と同じくらいの歳の青年だった。続いて現れた男たちの服装を見る限り、どうやら護衛の兵士たちのようだ。

（な、なんかいっぱい出てきた……っ）

　恐怖心から、ウェルダンがローブの上に羽織っている白衣の端を、ギュッと摑む。

「突然駆けて行くから何事かと……。お一人で動かないでくださいと、いつも言っているでしょう……！」

　先頭に立つ青年が、心配と呆れの入り混じった声で咎める。

「すまんな、アラン。ちょっとしたトラブルがあって」

「またそんなことを仰って。お探しするのに、メリーク殿にも協力していただいたのですよ」

「そうだったのか。迷惑をかけたな、メリーク殿」

「いえ、殿下がご無事で何よりです」

　皆の視線が集まり、ウェルダンが穏やかに答えた。しかし、おかげでウェルダンに引っ付いていたミーシャの姿も、皆に注目される羽目になってしまった。

「……レオ様、あちらの方は？」

「あぁ、そのトラブルを、彼女が助けてくれたんだ。ミーシャ・エルディア博士だよ」

（わ、わ──っ！　こんなところで名前を言わないで……！）

　焦るミーシャの背を宥めるように叩き、ウェルダンは「そうなのかい？」と問うた。上手く返事が出来なかったが、ウェルダンは察してくれたらしい。「そうか、よくやったね」と労いの言葉をかけてくれる。白衣の端を摑んだまま、ミーシャは俯いた。

「なんと、本当に……？　あなたがかの有名な、エルディア博士なのですか？」

「俺が見間違うはずないだろう」

「……そうでしたね。──エルディア博士、レオ様をお助けいただいたようで、ありがとうございます。私はレオ様の従者をさせていただいている、アランと申します」

　丁寧にお辞儀をされて、ミーシャは目を逸らしながら「ど、どうも……」と小さく頭を下げた。

「それにしても、一体何があったんです？　レオ様」

「マギカの調子がおかしくなってしまったんだ。……俺のせいだと思うんだが」

　レオナルドの言葉に、ミーシャを背中に引っ付けたままのウェルダンが、一歩前に進み出た。

「……皆様方、ひとまず場所を移しませんか。部屋をご用意していますので」

　ウェルダンのその言葉に反応し、ミーシャの身体が即座に逃げの姿勢をとった。

（や、やばい、ここで逃げておかないと……っ）

　しかし、誰よりもミーシャの性格をわかっているウェルダンには敵わなかった。動く前に、視線で強く引き止められる。

「ミーシャ、今日は逃げるのは駄目だよ」

　温厚で普段は人にものを強制しない性格の人だが、今日は逆らえない空気を纏っていた。

　ミーシャは諦めて、場所を移動する一行について行くことにしたのだった。
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　まるで罠にかかったような気持ちになりながら、ミーシャはレオナルドと共に応接室を出て、本棟の廊下を進んだ。見慣れた木造の天井も壁も、窓から射し込む真昼の暖かい日差しも、いつもと同じはずなのにひどく緊張する。知らない建物の中を歩いているようだ。

「さっきの件だけど、君のおかげで爆発は防げたが、本当にどこも怪我していないか？」

　話しかけられるだろうとは思っていたが、実際に声をかけられるとやはりビクッとしてしまう。しかし、今は二人きりだから誰も助けてくれないし、無視するわけにもいかない。

「……だ、大丈夫、です」

　なるべく距離を取るようにレオナルドの数歩前を歩きながら、振り返ることも出来ずに答える。

「そうか、良かった。……君に怪我なんかさせてしまったら、俺は今日の自分を一生呪わなくてはいけないところだったよ」

　なんて返すのが正しいのかわからず、無言で歩く速度が速まる。

「今日が楽しみで仕方なかった自覚はあるんだが、まさかこんなことになるとは」

　レオナルドがポツリと呟く。先程の話の流れを思い出してしまい、ミーシャの顔が熱くなる。一度も顔を見ることが出来ないまま歩き続け、ようやく目的の研究室に到着した。詰めていた息をそっと吐く。

　第三研究室。マギカの生成・管理・修理など全ての作業を行っている場所だ。マギカの管理はミーシャ一人に任されているため、他に出入りする者などいない、ミーシャにとって落ち着く場所である。今日は全く落ち着かないが。

「おぉ……、ここでマギカが生まれるのか……！」

　室内に踏み込んだレオナルドは、感嘆の声を上げた。

　入室してから思い出したのだが、客人がこの部屋を訪れることを想定したことがなかったため、かなり散らかっている。文献や羊皮紙の山が、ドン引きするレベルで所々に積み上げられているのだ。もちろん客用の椅子なんかあるわけもなく、とてもじゃないが王子殿下を招待するような部屋ではない。

　けれど当の王子殿下は、ドン引きするどころか目を輝かせて室内を見回していた。秘密基地を目の前にした少年のような表情で、部屋中に目を走らせている。

「あの……、すみません、片付いてないですけど……」

「いやいや、これぞ仕事場って感じがして、ワクワクするよ。ここは、君一人で使っているのか？」

　言いながら、近くに積み上げられた本の山から一冊手に取る。ページをパラパラと捲っていたが、彼には全く理解が出来なかったようで、すぐにそっと本を閉じた。

「はい。マギカ専用の、研究室なので……」

「なるほど。ということは、君の個人研究室でもあるわけだ」

　嬉しそうにそう言ったレオナルドから、黒焦げのマギカを受け取る。

「あの、すぐに終わるので、少しだけ待っててください」

　ボソボソとそう伝え、早速作業を開始する。複雑な魔法陣をスラスラといくつも描いていくと、それらは赤や青、緑や黄色と様々な色に光り、マギカも同じようにそれぞれの色に光っていく。

　すぐ側から痛いほどの視線を感じるが、魔法を扱っている時は意識せずに集中できるため、そこまで気にならない。二十秒も経たずに、修繕と動作確認が全て無事に終わった。

　黒焦げだったマギカは、元の姿──半透明のキラキラしたカードに戻っていた。

「……これで、大丈夫です。また何かあったら、依頼を出してもらえれば──……」

　振り返ったミーシャは、そこで言葉を切った。レオナルドと目が合ってしまったというのもあるが、彼の表情が今までになくキラキラ輝いていて、ギョッとしたからだ。

「あ、あの……？」

「────素晴らしい？」

　突然大きな声を出され、「ヒッ」と叫んでミーシャの身体が跳ねた。

「素晴らしい……、素晴らしい魔法捌きだ！　複雑な魔法陣を同時にいくつも描いて、目にも止まらぬ速さで魔法を発動していくその実力……、完全に見惚れてしまった！」

（み、見惚れ……？）

　とてつもない勢いでとてつもなく恥ずかしい感想を言われ、一気に全身が熱くなる。おそらく顔は真っ赤になっているだろうが、目の前の青年も負けじと頰を紅潮させていた。

「君に迷惑をかけてばかりで本当に申し訳ないとも思っているが、そのおかげでこんなに素敵な体験が出来て俺は幸せだ。ありがとう、エルディア博士」

　爛々と目を輝かせるレオナルドの顔が見られず、ミーシャは目を泳がせながら、なんとか話を逸らそうと言葉を絞り出した。

「あ、あの、念のため、使ってみてください。例えば、火を生み出すとか……」

　言いながらミーシャは魔法で蠟燭を出現させ、レオナルドの前に浮かせた。レオナルドは「わかった」と言い、差し出されたマギカを大事そうに受け取り、そのままそっと手の平に載せて目を瞑った。数瞬して、蠟燭に火がポッと灯り、そしてすぐに消え去った。次いで、ミーシャも蠟燭を消した。

「……大丈夫そう、ですね」

「……そうだな」

　蠟燭があった場所を見つめたままのレオナルドに、ミーシャは「よし、これで終わりだ」と安心し、応接室へ戻っていただこうと扉へ向かった。しかし、ドアノブに手をかけたところで後ろから腕が伸びてきて──次の瞬間、彼がミーシャを囲うように、扉に手をついていた。

「な、何……っ？」

　捕獲された動物のような気分で、ミーシャは恐る恐る振り返った。自分を逃がすまいとする体勢のまま、レオルドが深く息を吸った。




「──頼む！　俺に、魔法を教えてくれないか？」

「──……はっ？　い、嫌です？」




　突拍子もないお願いに、思わず速攻でお断りをしてしまった。一瞬前の恐れや、不敬かもとかそういうことは、全く頭に浮かばなかった。

「頼む、そこをなんとか！」

「む、無理です！　わ、私、ご存知かもしれませんが引きこもりで、人と接することが得意じゃないので、ほ、他の人に頼んでくださいっ」

　尚も言い募るレオナルドに、パニックになりながら拒否をする。

「君にお願いしたいんだ。マギカを発明してくれた、君だからこそ」

「そ、そんなこと言われても」

　囲いになっていた腕は離れたが、真剣な表情に逃げ出すことが出来ない。けれど、強く頼まれたからと言って、素直に「わかりました」と言えるような性格でもない。

「……この研究院を守るためにも、力を貸してほしいんだ」

　言いにくそうに発せられたその言葉に、「え？」と顔を上げる。

「ど、どういうことですか」

「今はまだ詳しくは言えないが、ここを守るためには、俺がマギカなしで──自分自身の力で魔法を扱えるようにならないといけないんだ」

　からかわれているのだろうか、とも思ったが、この短い間で感じたこの青年への印象は、『噓はつきそうにない』というものだった。ミーシャを真っ直ぐ見つめる瞳からも、彼が心から望んでいるのだということが伝わってくる。ミーシャは困り果てて、口を噤む。

「理由はいずれ話す。だから今は、どうか聞き入れてくれないか？」

　正直、全力でお断りしたい。長年引きこもりを貫いてきた自分が、人に魔法を教える？　しかも相手は王子殿下。今までの人生がひっくり返るような展開ではないか。

「君でなければ駄目なんだ」

　真剣な眼差しだった。研究院のためと言われると強く振り払えない。だってここは、ミーシャの『家』なのだ。レオナルドに魔法を教えることと何の関係があるのかわからないが、『家』が何か危険に晒されているのだとしたら──選べる道は一つしか無いではないか。

「………………………………わ、わかり、ました」

　拳をグッと握り、ものすごく間を置いてから返事をした。

「……本当か？　……良かった、ありがとう！」

「きゃあぁぁぁ？」

　ぱぁっと顔を綻ばせたレオナルドは、そのままの勢いでミーシャの両手をギュッと握った。まさかの行動に今日一番のパニック状態になり、ミーシャは思い切り叫んでしまった。

「わ、すまん。嬉しすぎて、つい……」

　すぐに手を放してはくれたが、ミーシャの小さな両手には、今しがた彼に触れられた温かい感触がまだ残っていた。──家族以外の男性と手が触れるなんて、初めてだった。

（な、な、何なの、この人……！）

　行動が予測出来ない。数秒前、依頼を受けてしまった自分を早速後悔した。

「──ありがとう。これからよろしく頼む。ミーシャ・エルディア博士」

　レオナルドはニッコリと笑いながら握手をしようと手を出しかけたが、先程のミーシャの反応を思い出したのか、寸前で引っ込めた。

「……こ、こちらこそ、よろしくお願いします……」

　渋々だが、目をちらりとだけ見て、頭を下げる。そこでなぜか沈黙が生まれ、「あれ？」と思ったミーシャは不安になり顔を上げた。レオナルドは、眉間に皺を寄せていた。

「あ、あの……？」

「君はこれから俺の師匠になってくれるんだから、他人行儀な言葉遣いはやめてくれ。そんなに緊張しなくていいから」

「そ、そう言われても……。あなたは、王子ですから」

「そんなことは関係ないよ。王族だから偉いとか、そういうのは好きじゃないんだ。俺は君とも、ここの皆とも近い距離で接していきたいと思っている。だから君も、楽にしてくれると嬉しい」

　随分と無茶なことを笑顔で言う王子様だ。ミーシャのどん底対人スキルでは困難なことばかりを、あっさり提示してきてくれる。

「君は十六歳だったよな？　俺は十七歳。ほら、歳も近いし」

（歳の問題じゃない……！）

「俺のことは──そうだな、周りも呼んでいるし、『レオ』と呼び捨てでいい。俺も君のことを名前で呼ぶから」

（周りって、王族や貴族の人でしょ……？）

　ミーシャが心の中でツッコミを繰り広げていることなどつゆ知らず、レオナルドは爽やかな笑顔で言い切った。──駄目だ。これはもう、自分が折れるしかないようだ。

「わかりま──、わ、わかった、レオ」

「ありがとう、ミーシャ」

　疲れ切った表情のミーシャに対し、レオナルドはニッコリと微笑んだ。




　こうして、引きこもりの天才魔法学者と魔法音痴な王子の、奇妙な師弟関係が始まったのである。







　この続きは６月配信予定の『魔法学者はひきこもり！　完璧王子が私の追っかけでした』にてお楽しみください


(C)Aoi Kujyo 2018
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急須で滝れると、香りとおいしさがパックのものとは比べ物になりません……。

お城や騎士など、昔から大好きだったものを詰め込みました！
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